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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　それはある意味、世界を創つくるための約束で、

　ある意味では世界を壊こわすための約束だ







　プロローグ







　何もかもが止まった世界。

　あらゆる物は静止を強要され、為なす術すべもなく白銀の骸むくろへと姿を変える。

「……迷めい惑わく極きわまりないな、本当に」

　少年──九く鬼き不ふ動どうは片かた刃ばの直刀を握にぎりしめて空に浮かんでいた。身体からだにぴったりと纏まとった真しん紅くの鎧よろいには、背中と脚部に幾いくつかのノズルがある。脚部にあるノズルから炎を噴射させ、何もかもが止まった世界を見下ろしている。

「行くぞ、満み月つき」

「……」

　不動の隣となりに佇たたずむ少女、新にい嘗なめ満月はこくりとうなずいた。

　彼女は蹄ひづめを虚こ空くうに押し付け、空を大地とするかのように立つ漆しつ黒こくの馬に跨またがっている。

　二人が見下ろす先には、体長二十メートルはあると思われる大だい蛇じやが。

　凍こおりついた大地に這はうそれは、機械的な装そう甲こうでぴったりと守られた身をくねらせ、不動たちへと迫せまっている。

　ふと、大蛇──バジリスクが空に浮かぶ不動たちを見上げた。

「くるっ！」

「……っ」

　不動と満月はすぐさまその場から離り脱だつする。

　同時に、バジリスクの視線を受けて不動たちがいた空間が凍りつく。

　背部のノズルから爆ばく発はつさせるような火か炎えんを噴ふきだし、なおも追いかけてくる視線から不動は必死に逃のがれようとする。通り過ぎていく空間が次々と氷こおり漬づけにされていく。

「……埒らちが明かない」

　不動は最大出力で火炎を噴射させ、死角に回り込むと大たい剣けんの切っ先を突つきつける。びりびりと大気が震ふるえるほどのエネルギーが彼の大剣に集中していく。

「潰つぶれろ──火か界かい咒しゆ」

　高温の嵐あらしがバジリスクを襲おそう。高温高圧の衝しよう撃げき波はをもろに食くらい、鎧が軋きしみを上げ、剝むき出た一部の鱗うろこが蒸発する。

　不動とは対極である『冷』の熱操作があるため、一いつ瞬しゆんで蒸発する事はなかったが、それでもダメージは大きい。

　危機を感じ取ったのか、バジリスクは必死に身を捩よじり、衝撃波の嵐から逃にげ出そうとする。けれど、不動には逃がす気などない。

「いい加減、くたばれ」

「不動、ダメ。やり過ぎ」

　大剣にさらなる力を加えようとするが、満月が非難の声を上げた。

「周り、見て。車、潰れてる。研究所も今ので、めちゃくちゃ」

　彼女が言うように、駐ちゆう車しや場に止められていた車は不動の一いち撃げきでひしゃげ、近くにある白しら壁かべの建物まで吹ふき飛ばされていた。建物の壁かべには大穴が開き、窓は衝しよう撃げきで粉々に割れている。

「また、『災害イフエステイオ』呼ばわりされる」

「構うか。奴やつを殺せれば、それでいい。トドメをさす」

「不動！」

　満月の説得も虚むなしく、不動は逃とう走そうを図はかったバジリスクに突っ込んでいった。

「降ごう魔まノの剣つるぎ」

　大剣の刃は縁ぶちが溶よう岩がんのように紅ぐ蓮れんに染まり、何もかもを蒸発させんとする熱が発せられる。バジリスクの頭に狙ねらいを定め、不動は全すべてを浄じよう化かする高熱の剣を叩たたきつけた。

　身体を覆おおう鎧を断たち切り、肉を焼き切る。だが、常に身をくねらす大蛇の動きに翻ほん弄ろうされ、尻尾しつぽから一メートル程度を両断したにすぎなかった。

「……くそっ」

　舌打ちを漏もらした不動は雪原に立ち、身体を焼き切られ痛みでもがくバジリスクを冷れい酷こくな目で見み据すえる。

「今度こそ、終われ。火か界かい咒しゆ──」

「ダメ、不動！　そっちは！」

「！　やばい……っ！」

　満月の声に不動は我に返った。

　バジリスクを飛び越こえた対角線上に、研究所があったのだ。このまま火か界かい咒しゆを放てば、吹き飛ばされた蛇へびの巨きよ体たいが建物に激げき突とつする事になる。先ほどの破は片へんならまだしも、バジリスクがぶつかったら、ただでは済まないだろう。

　しかし、咄とつ嗟さに力を止められず、無情にも高温高圧の嵐が撃うち放たれてしまう。

　その時、




「すごい事になってるね、ここ」




　不意に緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きとは少しずれた、落ち着いた声が響ひびいた。

　膝ひざ裏うらまであろう艶つややかな黒くろ髪かみがふわりとなびく。

　少女がバジリスクの前に飛び出してきたのだ。

　清せい潔けつな赤と白の衣装が目に映る。

　白銀の錫しやく杖じようを背負っているだけで、他ほかは何も身に着けていない。

　彼女は極ごつ寒かんの世界において白い息も吐はかず一いつ切さいの恐おそれもなく、ただ泰たい然ぜんと神こう々ごうしさを覚えるほど堂々と、不動を見据えている。

　不動は血の気が引いた。少女の身体が吹き飛ばされ、ただの肉にく塊かいになる姿を予見する。

「逃げろ！」

　叫さけびも虚むなしく、高温高圧の嵐はバジリスクの前に立つ少女に向かう──はずだった。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　少女にぶつかる直前、何の前まえ触ぶれもなく、嵐が搔き消えた。

　何事もなかったかのように、少女は立っている。後ろで痛みに呻うめいているバジリスクも。

「……え？　いや、まだだ！　そいつは生きて──」

「うん、そっちも大丈夫」

　混乱する不動に笑いかけ、少女は錫杖の先せん端たんをバジリスクへと突きつける。

　どすん、とバジリスクの巨体が突とつ然ぜん、地面に張り付いた。まるで自身の重さに耐たえられなくなったかのように。

　錫杖を向けたまま、少女は動けぬバジリスクに近づいていくと、

「ごめんね。…………痛くはしないから」

　その身体に手を当てた。

「──さようなら」

　少女が小さく言った瞬しゆん間かんだった。

　バジリスクの纏まとっていた鎧が粉々に砕くだけ散り、光の粒つぶへと分解される。同時に全てを凍いてつかせる魔眼から光が失われ、もたげていた頭が雪に覆われた大地に落ちた。

　空を覆っていた暗雲が崩くずれ、隙すき間まから光が差し込む。

　止まった世界が動き始めた。

　不動はゆっくりと何が起こったか理解していく。

　死んだ。禍獣フアンタズマが。

　触ふれる、それだけで。




　あり得ない。




　呆ぼう然ぜんと見ている不動に、少女が振ふり返って歩み寄り、花が咲さいたような笑えみを浮かべた。

「キミ、カッコイイね。荒あら々あらしくて、いろんなものを寄せ付けない強さがあって。まあ、やり過ぎな所が玉に瑕きずかな？」

　不動はまだぼんやりとしながら、ゆっくりと差し出された彼女の手を摑つかんだ。




　──これが『災害』たる少年と『天災』たる少女の物語の始まり──







　第一章　巫女と着ぐるみ







　この世界は一度終わった。

　すべての悲劇は、世界の環かん境きようを統すべていたシステム『天巡アグリ』が発ほつ端たんだった。

『天巡』、それは天災をコントロールするために開発された夢のシステム。ところが二百年前のある日、本来消し去るべき災害──嵐、雹ひよう、雷かみなり、地じ震しんなどを引き起こすという暴走を始める。人類は土地の多くを失い、人口も二百分の一まで減少した。強固な防衛システムを持つ『天巡』に人類は為す術がなく、ただ死を待つだけと思われていた。

　そんな時、伊弉諾イザナギという一人の男が現れる。

　彼は防衛システムをものともせず、『天巡』を破は壊かいし、人類を絶望から救った。

　しかし、『天巡』消しよう滅めつ後も狂くるった環境は元には戻もどらず、人類は伊弉諾を中心としてシオス・ポリスという城じよう砦さいを築く。強固に守られた城壁の中で、人々は再び平へい穏おんな世界を取り戻そうとしていた。

　だが、新たなる脅きよう威いが人類に襲いかかる。

　禍獣フアンタズマと呼ばれる鎧よろいを纏まとった奇き怪かいな生物が、シオス・ポリスを襲しゆう撃げきしてきたのだ。

　どのように生まれ、何故なぜ人間を襲うのかはわからない。異能の力を操あやつる禍獣に通常の兵器はほとんど効果を見せず、なんとか対たい抗こうできた伊弉諾もいずれ力ちから尽つきてしまうのが目に見えていた。

　絶望的な状じよう況きようを一転させたのは、唯ゆい一いつ倒たおす事ができた禍獣から採取された鉱石だった。

『星雲石ネビユラ』と名付けられたこの鉱石こそ、生物を禍獣へと変へん貌ぼうさせた物である事が判明したのだ。希望であり元げん凶きようでもある『星雲石』によって、人類は異能を手に入れ、危機を乗り越えることができた。

『星雲石』から造られた武器を扱あつかう者は『陰陽徒メヲト』と呼ばれ、今も都市の防衛にあたっている。

　世界を襲ったこの一連の災害は後に『天そらの堕おちた日』と呼ばれ、歴史に刻まれている。







　石いし畳だたみが延々と続く道の左右には街路樹が植えてあり、彩いろどりを与あたえている。空を見上げれば青葉が太陽を遮さえぎり、瞬またたく綺き麗れいな光を落としている。

　道には陰陽徒育成機関〈蒼帝学園アルモニア〉の制服を身に纏う学生たちが溢あふれていた。今も昔も変わらない学生の風景。唯ゆい一いつ、違ちがう所があるとすれば、ほとんど皆みな、男女を問わず剣けんや銃じゆう器きなどの武具を持っている所だろうか。

　その中で、一ひと際きわ注目を集める少年がいた。

　ふわぁ、と欠伸あくびを一つ。やや眠ねむそうにしながら、九く鬼き不ふ動どうは歩いていた。

　目つきが若じやつ干かん鋭するどいため近寄りがたい印象を与えるが、容姿に関しては特に目を引く要素がある訳ではない。

　他の生徒が好こう奇きの視線を向ける理由は、彼が背負う『風ふ呂ろ敷しき』にあった。

「苦しくないか？」

「うん」

　紺こん色いろの風呂敷からは、何とも奇き妙みような事に少女の頭が飛び出していた。背中合わせになっている少女──新にい嘗なめ満み月つきはゆっさゆっさと揺ゆられながら小さく答える。

　周囲の視線を気にせず教室に辿たどりついた不動は、風呂敷を下ろして結び目を解いてやる。

　すっと立ち上がった彼女は、ぺこりと頭を下げる。

「ありがとう」

「どういたしまして」

　律りち儀ぎに挨あい拶さつを交かわし合って、満月は自身の机の方に歩いていった。

「教室から見てたが相変わらずラブラブな登校だったな、おい」

　机に鞄かばんを置いたところで、声をかけられる。そこにいたのは、筋肉質でつんつんとした短たん髪ぱつの体育会系の少年だ。

　にやにやしている羽は柴しば氏し翔しよう真まに、不動は疲つかれたような顔を向ける。

「ラブラブじゃない。あいつ、俺が引っ張っていかないと外、出歩かないんだよ。あと、風呂敷に包んで運ぶのはラブラブじゃなく猟りよう奇き的って言うんだ」

「自分でやっといて言うか、普ふ通つう」

　くくく、と面おも白しろそうに笑う翔真。

「風呂敷の方が運びやすいからな、満月ってちっちゃいし」

「そういう理由からかよ。別にいいけどよ。何気に周りからは好評だしな」

「……そうだったのか？」

　初耳である。

「まあな。新嘗は見ての通りこのクラスの愛あい玩がん動物だ」

　翔真はちらりと黒板前にいる満月の方に目を向けた。

　女子生徒に囲まれて、中心にいる満月はぷるぷると怯おびえている。剣けん吞のんな雰囲気が立ち込めて──いる訳ではない。

　女子生徒たちは、ザッと一歩踏ふみ出し、にっこりと笑みを浮うかべた。

「みーちゃん、みーちゃん。お菓か子し、食べる？」

「飴あめ、おいしーよー」

「ジュースもあるし」

「はぁはぁ、みつきたん、はぁはぁ」

　と、なんだかお菓子を貢みつがれていた（一部、おかしなのはいるが）。手にこんもりとお菓子を盛られ、餌え付づけされるように食べさせてもらったりもしていた。もすもすとハムスターのように食べる姿が愛らしく、女子生徒らは悶もだえて、満月を撫なでたり、抱だきついたりしている。

　お菓子をいっぱいもらった満月は、

「ありがとう」

　と小さな声でお礼を言うと、ふらふらとしながら自分の机に持っていこうとして……途と中ちゆうでこけた。

　どべしゃあ、と盛大にこけた彼女は涙なみだ目めになってぷるぷると震ふるえている。その姿がまたなんとも愛らしいために、女子生徒たちは助けにいけずにくずおれて、四よつん這ばいになって拳こぶしを床ゆかにたたきつけたり、鼻血を噴ふいたりしている。

「あんな風だから、風呂敷に包まれてるのが愛らしくてしゃーないんだと。写メとか撮とられてるぜ」

「……たまにパシャパシャ撮られてるのは知ってたけど、物もの珍めずらしいからじゃなかったんだな」

　腕うでを組んで不動は眉まゆをひそめる。と、そこへにょっと小さな手が伸のびてくる。

「全部、食べられない。あげる」

「ああ、ありがとな」

　でも、満月が貰もらった物をすぐ貰ってもいいのだろうか、と彼女にお菓子をあげた女子生徒の方を見やると、彼女らはグッと親指を立ててきた。というか「みーちゃんの優やさしさを蹴けったら殺す」と口パクで言われたため、受け取るという選せん択たく肢し以外消去された。

　満月は翔真にもお菓子をいくつか手て渡わたす。

「そっちも」

「おう、どうもな、新嘗」

　翔真が礼を言うと、満月はサッと不動の後ろに隠かくれた。上目づかいに黙だまって翔真を見やるが、睨にらんでいる訳ではない。満月は人見知りの口下べ手たなのだ。

「よしよし」

　不動はつい、満月の頭を撫でてしまう。ちょうどいい背の高さなのと、撫でたくなるようなオーラを醸かもし出しているのだ。満月自身、あまり撫でられるのには抵てい抗こうはないらしい。目を細めて、若干、気持ちよさそうにしている。

　不動はふと悪戯いたずら心が湧わきあがり、満月の頭から両頰ほおに手を移し、むにっとつまむ。

「あう」

　そのままむにむにしまくる。

　微笑ほほえましい二人に翔真は苦く笑しようすると「そういや」と思い出したように話を切り出した。

「昨日は相変わらずだったようだな、『災害イフエステイオ』くん」

「……その呼び名は止めろ」

「事実だろ。呼ばれたくなきゃ気をつけろよ」

「……俺も分かってるんだけど、奴やつら──禍獣を前にするとどうにも加減できないんだ」

　昨日の事を思い出し、不動は渋しぶい顔をする。

　不動たちが討とう伐ばつした巨きよ大だいな蛇へび、バジリスクは『禍獣』と呼ばれる怪かい物ぶつだ。

　奴らは突とつ如じよ現れた特とく殊しゆな生物で、大たい抵ていが巨きよ体たいを誇ほこり、さらには禍獣の最大の特とく徴ちようともいえる『異能』を操る。その異能は周囲の環境を変貌させてしまう程ほどだ。

　故ゆえに、禍わざわいの獣けものと呼ばれている。

「ところで翔真の方はどうだったんだ？　憑つかれた人がいたんだろ？」

「まあな。あの蛇、麗うららかな春を極ごつ寒かんの冬に変えに来ただけじゃなくて、結けつ晶しよう化前の星雲石を大量につれてやがったからな。てんわやんわだったぜ」

『星雲石』とは禍獣の核かくであり、異能の源だ。

　本来は人ひと魂だまのような形態をとっているが、生物の身体からだに入り込むことで結晶化する。生体機能を乗っ取られた生物は、人を襲おそう狂きよう暴ぼうな禍獣と化すのだ。

　人間も例外ではなく、素す早ばやく対処しなければ取り返しのつかない事態に陥おちいってしまう。

「……先生もいたけどよ、さすがに学生の身分じゃ厳しい所があったからな。プロが来るまで持ちこたえられるか自信がなかったぜ」

「でも、なんとかなったんだろ？」

「『大祓の巫女エピシミア』がきたからな」

「……ああ。あいつか」

　颯さつ爽そうと現れ、不動の窮きゆう地ちを救った巫女を思い出す。

　若くしてプロであり、特殊な能力を持っている彼女は陰陽徒の間では有名な存在だ。

「……俺の火か界かい咒しゆを何もせずに消した。しかも、触ふれただけで禍獣を殺してた」

「火か界かい咒しゆってお前、あのヤバイ高熱の衝しよう撃げき波はだろ？　またそんなの使いやがって……」

「その話はいいだろ。ほっとけ」

「ま、こっちも同じだ。触れただけで祓はらっちまってたぜ。背負ってた仰ぎよう々ぎようしい錫しやく杖じよう使うと思ってたのによ、一回も使わずに終わっちまった」

「こっちは一回使ってたけど、俺の力を消したのと禍獣を殺したのは、あの錫杖じゃない。なんだろうな、あいつの力」

　人は限りなく無力だ。禍獣相手ではたとえ完全武装した百人で挑いどんでも、勝つことはできないだろう。勝つには同様の力──『異能』を使わなければならない。

　不動は腰こしに差している剣に触れる。

「鎧を纏まとってなかったから、武纏フオロは絶対にありえない。けど、息を吸いこんだら肺が凍こおりつく世界であいつは普通に呼吸をしてた」

　禍獣の脅威の一つは周囲の環かん境きようを激変させる事だ。昨日のバジリスクのように絶対零れい度どに近い空間や超ちよう重力を造りだす個体、嵐あらしを発生させるものもいる。

　奴らに対たい抗こうするため、人が造りだした武器は武纏と護浄アルニシの二種類しかない。

　武纏は限りなく禍獣に近づく装備だ。霊れい装そうと呼ばれる鎧よろいを纏う事によって、異能の力を防ぼう御ぎよする事ができるほか、特有の異能を使う事ができるようになる。

　禍獣と正面切って戦う場合、普通は武纏を使わなければならない。

　でも、あの少女はそれを一いつ切さいしなかった。

「持ってた錫杖は確実に護浄だ。だけど、護浄の結界なら目に見えるはずだろ」

「確かに結界をはってるようにはまったく見えなかったな」

「そもそも護浄には基本的に一つの能力だけだろ。あいつは錫杖で重力系の異能を使ってたから、防御はできないはず。本当におかしいんだ」

「だよな。他ほかになんか持ってるようには見えなかったしよ」

　武纏はエネルギーを大量に消費するため、適性がなければ使用できない。しかし、それでは人類は数の面で禍獣に劣おとってしまう。

　そこで造られたものが、少ない霊れい力りよくで扱あつかうことのできる護浄だ。

　護浄は異能を使う点は武纏と一いつ緒しよだが、霊装しないタイプの物だ。

　ただ、万ばん人にんに扱えるようになった反面、護浄からは武纏のような汎はん用よう性は失われている。防御には防御用、攻こう撃げきには攻撃用の護浄を個別に持ち、それぞれ上手に扱い分けないといけないのだ。

　しかし、『大祓の巫女エピシミア』はこの理ことわりを完全に破ってしまっている。

（異能を複数扱える護浄が存在するのか……？）

　真しん剣けんに悩なやむ不動の横で、翔真は思い返すように、同じく真剣な顔で顎あごに手を当て、唸うなる。

「それよりもさ、巫女のすげーとこは、あれだよな。出るとこ出て、引っ込んでるとこは引っ込んでた所だよな」

「何を言ってんだよ」

　げんなりしたように返す不動に、翔真は至って真面目まじめに拳を握にぎって力説する。

「戦いの場に巫女服だぜ。それに黒くろ髪かみロングの巨きよ乳にゆう！　最高じゃねえか‼」

「俺が戦っている間、お前はずいぶん平和だったんだな」

　不動が脱だつ力りよくしていると、翔真は肩かたをすくめた。

「そんな事ねえよ。俺だって、憑かれた奴の対処で忙いそがしかったんだぜ。まあ、『大祓の巫女エピシミア』のおかげでずいぶん楽だったのは認めるけど」

　翔真はふざけたように見えるが、本当は優ゆう秀しゆうな陰陽徒の卵だ。彼の実力は不動もよく知っている。

「悪かった。冗じよう談だんだよ」

「分かってくれりゃいいよ。そういや、巫女を見てて思ったんだが、あの時はノーブラなんじゃねえかと睨んでる」

「だから、お前は実戦中にどこを見ているんだ。……いや、でも、確かに……なんか薄うす着ぎというか襟えり元もとから肌はだ色いろの部分が多く見──って痛っ！　満月、痛い！」

　頰をむにむにされていた満月は、ぱちんと不動の両頰を叩たたいた。かなり不ふ機き嫌げんそうな顔をしている。しかも連続で叩くものだから、不動は涙目だ。

　容よう赦しやをしない満月だったが、自分の手がひりひりしてきたのか、不動を叩くのをやめた。でも、機き嫌げんは直らないようで、ぷい、とそっぽを向いてしまう。

　あー、と不動はバツの悪そうな顔をして、満月に頭を下げた。

「……悪かった。女の子の前で下品だった」

「……」

　つーん、とそっぽを向いたまま機嫌が直らない。

　愛あい想そを尽つかしたのか、ただ単にお菓か子しが食べたくなったのか、満月は自らの机に戻もどっていってしまった。

　彼女の後ろ姿を眺ながめながら、不動はうーんと唸る。

「気をつけないとな。満月もちゃんと女の子だし。下ネタは嫌きらいだよな」

「確かにそうだろうが、そうじゃねえとも思うんだが」

「どういう意味だよ」

　ナチュラルに返す不動に、翔真は憐あわれむような視線を向けた。

「…………。お前ってさ、不能なんだろうな」

「なんでそうなる⁉」

　驚おどろいて返す不動だったが、あながち間ま違ちがいではないのではなかろうか、と会話を聞いていた周りの生徒は思っていた。ちなみに満月も小さく頷うなずいていたのであった。

　不動は気を取り直して、腰こしに差している剣けんに手を添そえた。

「とりあえず今日、瑠る璃りさんに『迦楼羅カルラ』の整備してもらわないと」

　翔真は首を傾かしげた。

「なんだ？　どっか故障したのかよ」

「違ちがうけど、一応。定期的に点検しないといざって時に何かあったら不味まずいだろ」

　戦せん闘とう中に突とつ然ぜん、空を飛べなくなったり、武器を使えなくなったりしたら目も当てられない──というか確実に死ぬ。だから不動は『迦楼羅』と呼んでいる剣をこまめに点検してもらっている。

「まあな。量産型の護浄と違って、武纏はカスタマイズされてるからしょうがねえのか」

　武纏を作る時は異能の素もとである星雲石を武器に埋うめ込むのだが、その際、埋め込んで、はい終わり、という事にはならない。身に纏う霊装は扱う人間に合わせて調整が必要なのだ。

　翔真は不動に羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向け、

「羨うらやましいぜ。武纏の適性がある上に、直々に作ってくれる鍛人アルテイストがいるんだもんな。しかも生徒会長で幼おさな馴な染じみ＆美人とかどんだけ最高の属性持ってんだよ」

「属性って……」

「ロリ属性の同級生に、生徒会長＆幼馴染み属性がある上級生の二人と仲良いとかって、誰だれ攻こう略りやくするつもりだ？」

「どっちもするか。満月は相棒兼けんペットだし、瑠璃さんは俺なんかじゃ釣つり合う訳がない。どっちかっていうと、あの人は好きっていうよりは尊敬してるんだ」

　そんな真面目くさった不動に、翔真は呆あきれを通り越こしてもはや感心しているようだった。

「もったいねえな。俺だったら、積極的に攻略するぜ。てか、新嘗の扱いがひでえな」

「……そうか？」

　首をひねる不動の後ろで、彼を見ながら満月が微かすかに、うるるると唸っているのが翔真の目に入る。本当にこいつは……と翔真は呆れ気味に首を振ふった。

「新嘗をあんまりペット扱いすんじゃねえぞ。確かにあいつは愛あい玩がん動物かもしれねえが、クラスの中じゃ『封印師イリニ』としての能力は高い方なんだからよ」

「分かってるって。俺みたいな『天衣師ヴアスカニア』にはもったいないくらいだよ」

『天衣師ヴアスカニア』『封印師イリニ』『鍛人アルテイスト』。

　これらはすべて陰陽徒の種類であり、それぞれに異なる役割が与あたえられている。

　武纏を扱い、対禍獣の戦いの時には前線で戦う『天衣師ヴアスカニア』。

　護浄を扱い、天衣師を支し援えんする『封印師イリニ』。

　武纏の製作から調整まで行う技師である『鍛人アルテイスト』。

　武纏を使う不動は天衣師ヴアスカニアの卵であり、彼には専属の鍛人アルテイストがいる。今持っている『迦楼羅』も『彼女』の作品だ。

　そして満月は護浄使いであり、不動の立派な相棒なのだ。彼女は見た目は幼く弱々しいが、実際は学年でも優秀な部類に入る。

「俺は組むとしたら、満月とじゃなきゃダメだ」

　不動は後ろを振り返り、満月に笑えみを向ける。唸っていた彼女はとっさに真正面を向き、かちこちに固まってお菓子をひたすら食べ始めた。微かに顔が赤い。

　不動の告白まがいな発言に翔真はにやけながら、彼の肩に手を置いた。

「この天然たらしめ」

「いきなりなんだ⁉」







　廊ろう下かからヒールの音が鳴り響ひびき、力強く扉とびらが開けられる。チャイムと同時に、派手な赤いビジネススーツを着た担任の莅のぞき戸ど里り枝えが入ってくる。

　騒そう然ぜんとしていた教室には、今や里枝の声だけが響き渡わたっている。

　不動はぼーっと黒板を見つめていたが、不意に聞こえたチャイムとは違う校内放送の音楽に眉まゆをひそめた。

　いつもと違う。それだけだが、スピーカーから聞こえてきた言葉に身体からだを強こわ張ばらせてしまう。

『高等部一年、九鬼不動。至急学園長室に来なさい。繰くり返します──』

「は？」

　周りのクラスメイト全すべてから、視線を感じる。里枝が目を細めて、不動を見み据すえる。若じやつ干かん男勝まさりで、威い圧あつ感かんがある故ゆえに視線の照準を合わせられると中々怖こわい。

「あたしの知らない所で、何、壊こわしたんだ、お前」

「なんで壊した事、前提なんですか。……なんか聞いてないんですか？」

「知らん。あたしが聞いているのは、転入生が一人くる事だけだ。……学園長直々か。ただごとじゃないだろうな。まあ、いい。行ってこい」

「……はい」

　腑ふに落ちない顔をしながら、不動は急いで教室から出ていく。

　道中、昨日の戦闘時に相当不味い物を破は壊かいしてしまったのだろうか、と真剣に悩む。

　学園長室に着く頃ころにはかなり気が重たくなり、緊きん張ちようで心臓がバクバクと高鳴っていた。

　扉の前で軽く深呼吸。そして意を決して、扉をノックする。

「入りなさい」

　学園長の重々しい声を聞いて、緊張が最高潮に達しながら、扉を開けた。

　そこには、

『虎とら』がいた。

　──いや、正確には『虎の着ぐるみ』を着た少女がソファに座っていた。

　黄色と黒い縞しま々しまの模様が入った冗談みたいな虎の着ぐるみを着ている。不動はそんな少女を今まで見た事がない。外見は限りなくふざけているのに表情は真面目というか無表情だ。学園長室で出会うには、明らかにおかしい人種だった。

　意味不明な光景に晒さらされて硬こう直ちよくしていると、着ぐるみ少女の方が対面のソファに手を差し出すように添える。

「どうぞ、中に入って。座って構わないわよ」

「ああ、構わないぞ」

　学園長が続けて言う。

　一応、学園長の許しも得たため不動は着ぐるみ少女と対面するように座る。

「学園長さん。もういいわよ。後はこちらで済ませるから」

「分かった。それでは失礼する」

　軽く頭を下げて、学園長が出ていった……いやいやいや、何がどうなっている。なんでこのふざけた着ぐるみがこの場を支配しているのだろう。

「それじゃあ」

　不動が混乱している中、目の前の着ぐるみはお構いなしに口を開く。

「まず自己紹しよう介かいね。私は若にやく王おう子じ宇う美みよ。これでもプロの陰陽徒で、十二支でもあるわ」

「十二支⁉」

　不動は目を見開いて、着ぐるみ──もとい宇美を見つめる。

　十二支とは陰陽徒の中で特に戦闘能力が卓たく越えつした者が選せん抜ばつされる精せい鋭えいたちの総そう称しようだ。

　選抜基準は純じゆん粋すいな戦闘能力のみ。彼らの力は一人で百人の陰陽徒に相当すると言われている。

　その強さ故に様々な特権が認められているため、多くの陰陽徒の憧あこがれの存在でもある。

　…………その都市最強がこんな着ぐるみ？

　性質上、一いつ般ぱんに公表はされていないが、いいのだろうかこんな人間を十二支にして。

「ええ。私の持つ称しよう号ごうは寅いんの摂せつ提てい格かくよ」

　疑いの眼差しを向ける不動に、宇美は淡たん々たんと十二支としてのライセンスとプロの陰陽徒としての証明書を提示した。

　ふざけた格好をしているが、本物であるのは確かだ。

　不動はいきなりの展開についていけず、頭を押さえたまま、とりあえず宇美に質問する。

「……何故なぜ、着ぐるみ？」

「いきなりそこに行くとは、貴方あなたも中々ね」

　無表情だがどこか感心したように、頷く宇美。不動は訳が分からず疲つかれたような表情を向ける。

「何が中々なのかは知らないが、気になるだろ。なんだよ、十二支って特別な格好をしないといけない決まりでもあるのか？」

「十二支は仮装集団ではないわよ。私の場合はこれ、武纏だもの」

　虎の着ぐるみをつまみながら、衝撃の事実を告げる。ちなみに全身着ぐるみではなく手首から先は白い手て袋ぶくろをつけ、下はスカートのような形になっている。

（あれが、武纏？　確かに星雲石を埋め込む物に形は問わないけど、いくらなんでも……）

　不動は混乱して黙だまりこくってしまう。

「ちなみに霊れい装そうするとこんな風になるわ」

　不意にポンッという音が鳴り響き、肉球付きのぷっくらとした猫ねこ風の手袋と、足には同様の肉球付きの柔やわらかそうな靴くつが現れた。

　宇美は無表情のまま、両りよう腕うでを掲かかげる。

「がおー」

「なんだいきなり⁉　お前は何がしたいんだよ⁉」

「単なるお茶ちや目めよ」

「お茶目をする面つらじゃねえだろ、お前は！」

「酷ひどい言いようね。私は傷ついてしまったわ」

　口元を押さえてほんのちょっとのけぞる仕草をする。が、その顔が無表情なので違い和わ感かんがあり過ぎる。

　この少女、イマイチどういう性格なのか測りかねる。

　宇美は「冗じよう談だんはこれくらいにして本題に入るわね」と言って、肉球手袋の霊装を解くと、真面目まじめな雰ふん囲い気きを醸かもし出しながら不動を見つめた。

「貴方に依い頼らいしたい事があるの」

「依頼？　それで呼び出したってのか？」

「ええ。学生ながら、禍獣を討とう伐ばつできる貴方にね」

「本当に俺でいいのか？　俺の情報を知ってるなら、『性質』も分かってるんだろ？」

「『災害イフエステイオ』だったかしら。ずいぶん格好いい渾名あだなを持っているのね」

「意味は最悪だけどな」

　宇美は頰ほお杖づえをついて、興味深げな視線を不動に送る。

「災害の名の通り、色々な物を壊しているようね。車はもちろんの事、建物の半はん壊かい、全ぜん壊かいもあったかしら」

「……禍獣を見ると、どうにも頭に血が上ってな」

　こればかりはどうにもできない事なのだ。もはや癖くせに近い。

「でも、どの禍獣も討伐に成功しているわね。生徒同士の模も擬ぎ戦でも、常にトップクラスのようね。その際、大おお怪け我がを負った生徒はゼロ」

　不動が見境をなくすのは、禍獣に対してのみだ。それ以外は加減をする事ができる。武纏の威い力りよく故にまったく怪け我がをさせない、という事はできないが。

「そういう貴方だからこそ、頼たのみたい事があるの。報ほう酬しゆうも弾はずむわよ」

「内容による。俺に頼むって事は禍獣絡がらみだろ？　でも、さすがに俺も相あい性しようっていうのもあるし。悪い場合は、全まつとうできるかどうか分からない」

　プロからの依頼。相手の意図を見み極きわめなければ、大きな危険が降りかかる可能性がある。不動は己おのれの力量を弁わきまえている。

　そもそもその見極めがなければ、禍獣を倒たおすどころか生きてすらいられないだろう。宇美が何かこちらに対して、勘かん違ちがいをしている事だってあるかもしれないのだから。

　不動の返しに宇美は、どことなく嬉うれしそうな雰囲気を醸し出す。

「文句なしの及きゆう第だい点ね。内容は機密保持のため、依頼を受ける前に詳くわしく話す事はできないけれど、貴方が積極的に禍獣を討伐するというものではないわ」

　けれど、と宇美は若干考え込むように視線を上に向ける。

「危険は少なからずあるわ。そういう意味では少し高望みの要望や報酬を聞いてもいいかもしれないわね」

「……要望、報酬か。なんでもいいのか？」

　こくり、と頷うなずく宇美。

「叶かなえられる範はん囲いなら。でも肉体関係を結ぶ事は少しダメね。私も一応乙おと女めだし処女だからそういうのは選びたいもの」

「そういうカミングアウトは控ひかえてくれ、頼むから」

　息を吐はき出して気を取り直し、意外な所でチャンスが回ってきたな、と不動は密ひそかに思う。叶えられる保証はないが、『目的』に一歩近づく事ができるかもしれない。

「突とつ拍ぴよう子しもない事だけどいいか？」

「いいわよ」

　不動は息を一いつ旦たん止め、一気に言葉を吐く。




「──俺に十二支の資格をくれないか？」




　言い切ったと同時に口をつぐみ、身体を微かすかに強張らせた。

　何を馬ば鹿かな事を、と言われる未来を想像する。それか嘲ちよう笑しようされる姿を。彼女は姿こそ特異だが、能力を認められたからこそ十二支に選ばれたのだろう。

　自分のような学生がそのような席を望む事は──と不動は思っていたのだが。

「別にいいわよ」

「え？」

　予想外の答えに不動は目を見開いて、宇美を見つめた。対して彼女はまったく表情を変化させていない。

「正確には上に頼んでみる、ね。空席は確かあったし、進言はしてみるわ。こればっかりは確実性はないから、絶対になれるとは言い切れないけれど」

「…………」

「どうかしたのかしら？」

　驚おどろきから醒さめない不動に無表情のまま宇美が首を傾かしげ、声だけ不思議そうに尋たずねる。

「いや。何言ってんだくらい言われるかと思ってた……」

「そうかもしれないわね。けれど貴方の場合、適性はちゃんとあるみたいだし」

　そう言って静かに口を閉じる宇美に、不動はゆっくりと頭を下げる。

「……ありがとう。そう言ってくれると、お世辞でも、すごく嬉しい」

「お世辞じゃないわ。事実よ。ところで依頼は受けてくれるのかしら？」

「ああ、オーケー。受ける。十二支の件を頼めるなら」

「口約束になるし確実ではないけれど、この約束は守るわ。素戔嗚スサノヲに推すい薦せんしておくわね」

　宇美のその言葉に不動は、少々驚いた様子を表す。

「……素戔嗚に。若王子って本当に十二支なんだな」

　素戔嗚とは、十二支を統とう括かつする者だ。

　陰陽徒の組織はざっくりと三つに分かれており、天照アマテラス、素戔嗚、月詠ツクヨミの称号を持つ者がそれぞれのトップとして君臨している。

　天照が天衣師ヴアスカニアや封印師イリニ全ぜん般ぱんを、素戔嗚が十二支を、そして月詠が禍獣や星雲石に関する研究を行う陰陽徒を管理しているのだ。陰陽徒を管理する三役は三貴士と呼ばれており、彼らと直接対話できることは滅めつ多たにない。

　特に素戔嗚は十二支という選ばれた者たちの長であるため、不動のような陰陽徒の卵には遠い存在だ。

　と、そこで不動は今いま更さらだが不安に駆かられて、宇美に尋ねた。

「頼んだ俺が聞く事じゃないんだが、本当にアマの陰陽徒でも十二支になれるのか？」

「問題はないと思うわよ。規定にはプロかアマかどうかは関係なかったはずだもの。実際、天照に仕えていない人でも十二支になっていたし。見ての通り年ねん齢れいも関係ないわね」

　確かに同年代に見える宇美が十二支であるのなら、大だい丈じよう夫ぶだろう。十二支は強さを認められれば、どんな人間でもなれるという事か。

　宇美は姿勢を正し改まって、依頼内容を説明しだした。

「それで内容だけれど、貴方には『土つち蜘蛛ぐも』という禍獣を探してもらいたいの」

「土蜘蛛。……聞いた事はあるな。少し特とく殊しゆな禍獣なんだよな」

「そう。禍獣は基本的に人を襲う。単なる捕ほ食しよく行こう為いではなく、殺すために。何故かはわからないけれど」

　二百年前からその理ことわりは一いつ切さい、変わらない。生き物としてこれは異常な事だ。殺すためだけに殺す動物は、今まで人間しかいなかったのに。

「だけれどこの土蜘蛛は幼体と成体の期間があって、幼体の時は人を決して襲わない。そもそも目立った行動をとらないのよ。基本は子蜘蛛と呼ばれる、小型の蜘蛛に迎げい撃げきなどを任せているの。大きくなるまでただひたすら脱だつ皮ぴを繰くり返すのよ」

「……でも、成体になったら人を襲う？」

「ええ、しかも異能の力は禍獣の中でも高い方よ。土蜘蛛は成体になる前に退治しなくてはいけないの」

　そして、と宇美は呟つぶやく。

「調査の結果、蒼帝学園アルモニアに土蜘蛛が潜せん伏ぷくしている可能性が高いことがわかったわ」

「この学園に？……誰だれかが忍しのび込ませたのか？」

　シオス・ポリスは常に結界によって守られているため、巨きよ大だいな禍獣が侵しん入にゆうすることは少ない。わずかなすき間から、弱い禍獣が侵入する程度なのだ。土蜘蛛の本体が入り込むほどの欠けつ陥かんが都市に存在しているとは思えない。

（誰かが、都市内部に土蜘蛛を侵入させたのか──？）

　だが、幼体の時は大人しい土蜘蛛がわざわざ人の集まる所に身をひそめる事などないだろう。であれば、考えられる事は一つだけだった。

　これは、テロ行こう為いだ。

　……では、一体誰が？

　不動は思ったと同時に口の端はしを吊つり上げ、鼻を鳴らした。そんなの決まりきっている。この都市に攻こう撃げきを仕し掛かける存在など、一つしかないのだから。

　不動はいつも以上に目つきを鋭するどくし、絞しぼり出すように声を出す。

「……九く頭ず龍りゆう、か？」

　殺気すら含ふくませた雰囲気に宇美が目線を逸そらし、逡しゆん巡じゆんしていたが、ゆっくりと頷いた。

「そうよ。もちろん、知っているはずよね」

「知らない訳も、忘れるなんてこともありえないだろ」

　憎ぞう悪おを滲にじませ、声を絞り出す。片手で額を押さえ、もう一方の手で腰こしに差している剣けんの柄つかを握にぎりしめる。

「九頭龍は破は壊かい活動を基本とするテロ組織。目的は不明、信条も不明、組織規模も不明。ただ、その存在は確かにあり、都市を滅ほろぼそうと常に暗あん躍やくしている。そして……」

　声のトーンを若じやつ干かん落として、宇美は続ける。

「あなたの両親が亡なくなった事件の首しゆ謀ぼう者しやとも言われているわね」

　感情が爆ばく発はつしそうだった不動は、深呼吸をして気を落ち着けた。だが、胸の奥底には未いまだドロドロとした怒いかりが溜たまっている。

「また、この都市に攻撃を？」

「そうよ。目的は相変わらず不明だけれど」

「……そうか」

　ぎり、と歯を食いしばった。

「彼らがいるから公おおやけには捜そう査さをしたくないの。混乱が生じるし、何よりもその混乱に乗じて一気に都市に何かをしかけるかもしれないから」

「……俺は土蜘蛛を殺せばいいのか？　九頭龍の人間を殺やればいいのか？」

　不動のあまりにも危険な言葉に、宇美はため息をつく。

「その二択たくは極論過ぎるわ。冷静になりなさい。そもそも九頭龍の構成員の特とく徴ちようは分かっているのかしら。無関係の人を殺されても困るわ」

「……武纏や護浄に『龍』の紋もん章しようが彫ほり込まれてる」

「正解よ。でも、先ほども言ったように貴方あなたがすべき事は討とう伐ばつを基本とした話ではないわ。私達としても穏おん便びんにすませたいの。その役にうってつけなのが一人いて、貴方に頼みたいのは、彼女の護衛よ」

「護衛？」

「会った事はあるはずよ。……ヒナ、出てきても構わないわ」

　宇美がそう言ったと同時に、学園長室の奥に続く部屋の戸が開いた。そこから一人の少女が進み出てくる。

　彼女を見て、不動は目を見開いた。

　巫女みこ服を纏まとい、黒くろ髪かみを膝ひざ裏うらまで伸のばした少女。

　柔にゆう和わな表情は彼女の神聖さを表し、この場で巫女服を着ていても何ら違い和わ感かんを与あたえない。

　先日のような凛り々りしさは感じなかったが、この優やさしい雰ふん囲い気きが不動の固まった身体をほどよくほぐしてくれた。

　彼女とは確かに出会っている。

　不動は改めて、彼女を見て綺き麗れいだな、と思った。

　艶つややかな黒髪は光を浴びて、さらに輝かがやきを増し、あれほどの長さだというのに手入れが行き届き淀よどみが一切見受けられない。恐おそらく化け粧しようはしていないのだろうが、肌はだも美しい。

　そして、翔真の言葉を思い出したせいで胸むな元もとに目がいってしまう。たしかに大きい。

　何もかもが揃そろっているのに、それを一切、鼻にかけようとしている雰囲気はない。

　本当に完かん璧ぺきだ。そう思えるような少女だった。

　非の打ちどころがないとは彼女のような人間を言うのだろう。

「ヒナ、自己紹しよう介かいをお願い」

　不動が見み惚とれている間に宇美が言うと彼女は、こくりと頷うなずき、一歩前に進み出た。

　そして、

　しゅばっ、と元気よく片手を挙げて潑はつ剌らつとして喋しやべりだす。

「空そら巡めぐりヒナでーっす！　十六歳、独身で彼氏は特に募ぼ集しゆうしていないけれど、いたらいいなって思っていますです。一いつ般ぱん的には『大祓の巫女エピシミア』って呼ばれてるね！　ちなみにうーみん同様、処女だよん！」

　ずがん、と不動は目の前のテーブルに頭から突つっ伏ぷした。

　テーブルに突っ込んだ額から煙けむりを上げている不動を見ながら、宇美は無表情で首を傾げる。

「どうしたのかしら」

「詐さ欺ぎだろ！」

　不動はとっさに起き上がり、ヒナに指を突きつけた。指をさされたヒナは楽しそうに破顔しながら、驚いたようにちょっとだけのけぞる。

「ちょ、いきなり詐欺師呼ばわりされちゃった！」

「なんだよ、着ぐるみの変人に詐欺巫女って！　世の中にはふざけた奴やつしかいないのか！」

「失礼ね」

「にゃはは、詐欺巫女とかって初めて呼ばれたんだけど」

　無表情で返す宇美にケラケラと楽しそうに笑うヒナである。この二人、どちらも色んな意味でギャップが激しすぎる。

（俺の初心うぶな心を返せ！）

　不動はなんだか泣きたくなり、心の中で叫さけんだが、それを口に出す勇気は彼にはない。せいぜいできることは話題を切り替かえることだけだ。

「それで俺の役目は……空巡の護衛か」

　落ち着いた不動がヒナに視線を向けると、笑え顔がおで彼女はこくりと頷く。

「そーいうこと。私にはご存知の通り特殊な力があって、それを使えば問答無用に禍獣を行動不能にできるからさ。発見すればこっちのもんって感じ。下手へたに刺し激げきもせずに終わらせる事が可能なんだよねー」

「でもヒナの身体能力は常人並みだから、護衛が必要なの。プロをつける訳にはいかないし、できれば学生に任せたかったから、ヒナの進言はとてもありがたかったわね」

　宇美の言葉に不動は首を傾げる。

「昨日のあれでか？」

「キミは強かったよ。格好良かったし。なので、きゅーきょ決まりましたのよん」

　ふっふっふっ、と豊満な胸の下で腕うでを組んで笑うヒナである。

「俺の力は対禍獣用だぞ。護衛とか屋内とか対人戦には向かないからな」

「大丈夫よ。貴方が戦うような状じよう況きようにならないことがベストだもの」

「というか、若王子が入学してヒナの護衛をすればいいだろ。一応……同年代だよ、な？」

　その問いにこくりと頷く宇美だったが、何故なぜか妙みように深刻そうな顔をしている。

「ええ。乙女の秘密だから明かせないけれど貴方と同じか一つ上か下ね。でも、一つ問うわ。どうやって私に制服を着ろというの？」

「知らねえよ、その着ぐるみ脱ぬげよ」

「脱げだなんて……中々のエロスね」

「ちげえ！　着ぐるみ脱いで制服着ろって言ったんだよ！」

「……いきなり制服なんて大だい胆たんすぎるわ」

　無表情ながら頰ほおを少しだけ赤くし、恥はずかしそうに宇美は目線を逸らす。

「頰を赤らめるな！　お前の一般常識と思考回路はどうなってんだ！」

「ぬっげ、ぬっげ！　な・ま・あ・しっ・さ・ら・せっ！」

「そこの巫女服黙だまれ！」
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　はしゃぐヒナに不動は頭を抱かかえて荒あらぶった。対タイ面メンの二人はあらゆる意味で難易度が高すぎる。というかヒナの方は当初のイメージと違ちがいすぎる。あの幻げん想そう的というか凛々しさ的な物は一体なんだったのだ……。

　不動が唸うなっていると宇美は居住まいを正して、真しん剣けんな調子に戻もどって口を開く。

「正直な所、その方がいいのだけれど、私はこれでも指揮官や責任者的役割を担になっているから任務に付きっきりという事はできないの。それにこの着ぐるみは脱げないわ。さっきも言ったけれど、これは武纏だし、一番私にしっくりくる武器なの」

「急に真面目まじめになるなよ。……そういう事なら仕方ないのかもな。俺もいきなり違うのを使えって言われたら、困るし」

　確かに指示を出す人間がいなくなるのはまずいだろう。

　武器の件も納なつ得とくだ。使い勝手の良い武器は人によって違う。特に異能が宿る武纏を扱あつかう武器は、合っているという『感覚』が重要なのだ。その『感覚』は武纏を動かす『霊れい力りよく』と呼ばれる原動力の生成に関かかわってくる事もあるのだ。

「そういう訳だからヒナは貴方に任せるわね。もうヒナのフェイクの入学手続きは済ませてあるし、転入先は貴方と同じクラスだからよろしくしてあげてね」

「って、もう手続き済ませてるのか。早いな」

「貴方のオーケーをもらわなくても、どっちにしろヒナは入学させるつもりだったし。むしろ貴方に頼たのむのは、ヒナが言ったように急きゆう遽きよなの」

「なるほどな。ところで今日から土蜘蛛探しをやった方がいいのか？」

「できればそうしてもらいたいわね」

　宇美は立ち上がり、不動を改めて見て、深く頭を下げた。

「──ヒナの事、よろしく頼むわ」

「……ああ」

　何故か宇美の声は妙に重みがあるような気がした。

　思わず不動も姿勢を正してしまうほど。

　宇美は最後に「それでは失礼するわね」と言って学園長室から出ていってしまった。

　残された不動はヒナと二人っきり。なんだか気まずい感じには……ならなかった。

　宇美が去っても相変わらず元気なヒナは、しゅぴっと片手を挙げた。

「それでは改めてよろしくお願いしまーす。空巡ヒナでーす」

「俺は九鬼不動。よろしくな、空巡」

「いやん、ヒナって呼んでー。私もフドーって呼ぶから」

「……初対面の相手を名前で呼ぶのは抵てい抗こうあるけど、まあいいか。んじゃ、ヒナよろしくな」

「にゃはは、どうもねー。では、よろしぃくぅー」

　よく笑う女の子だ。確かに当初のイメージとはかけ離はなれすぎているが、これでも良いような気がする。むしろ当初の神こう々ごうしいイメージのままだったら、不動は普ふ通つうに話せていないだろう。

「……ところでこのまま教室行くんだよな？　制服はどうしたんだ？」

「それなら、ここにあるよーん」

　ヒナはテーブルの下に手を突っ込むと、薄うすい透とう明めいなビニールに包まれた制服を取り出す。プリーツスカートにワイシャツにブレザーとリボンが折り畳たたんである。

　ヒナは、なよっと艶なまめかしく身体を捻ひねると上目づかいで不動を見つめる。

「フドー……ここで着き替がえるから、後ろ、向いてて？　そ、それで衣きぬ擦ずれの音を聞きながら、はあはあと息を荒らげて、我が慢まんできずに振ふり返り、半脱ぎの少女に、う、うっはぁああああ！」

「口を噤つぐめ変態巫女みこ」

　握にぎり拳こぶしを高々と掲かかげて雄お叫たけぶ変態を置いて、不動は廊ろう下かで着替えが終わるのを待つ事にするのであった。







　第二章　炎を纏う鳥







「空そら巡めぐりヒナでーっす！　このたびは皆みなさんと共に勉学に励はげむことになりました！　不慣れな部分もありますが、よろしくお願いしまーす！　ちなみに彼氏彼女はいないので、そこんとこよろしくぅ！」

『大祓の巫女エピシミア』の転入はクラスを騒そう然ぜんとさせる事となった。

　クラス全体がざわめく。特に男子が浮うき足だっている。

　ヒナは巫女服から、蒼帝学園アルモニアの制服に着替えていた。さらに長い髪かみを三つ編みにしており、それが巫女姿の清せい楚そなイメージから快活なイメージへと変へん換かんする事に違い和わ感かんをなくしている。

　ブレザーの中の白いシャツを押し上げる豊満な胸やすらりと伸のびる白く細い脚あしに男子全員釘くぎづけである。ヒナが誰だれとも付き合っていない事とスタイルの良い事が合わさって、ほとんど全員が燃えるような闘とう志しをみなぎらせていた。

　そんな男子を蔑さげすんだ目で見る女子生徒がヒナに向ける視線には、興味と警けい戒かいが宿っている。ヒナの対応次し第だいでは、彼女らを敵に回す事になるだろう。

　……それだけなら、ヒナの問題なので別に良かったのだが……、

「はい！　不ふ動どうとの関係性を教えてください！」

「なんで一いつ緒しよに来たの？」

「不動を羨うらやましいと思います」

　不動はヒナと戻ってくるタイミングが同じだったために、彼女同様、注目の的であった。

　ヒナはポッと頰を赤らめ、しなを作る。

「じ、実はちょうどそこで出で逢あったの……」

「きゃああああ！　マジで⁉」

「待て！　なんで衝しよう撃げき的な発言したみたいな反応してんだよ！　ただばったり出くわしただけって言ってるだろ！」

　大声でそう言うも誰も聞く気はなく、元げん凶きようのヒナは頰を両手で押さえて恥はずかしそうな仕草をする。

「下から上まで舐ねぶりまわすような視線を向けていたの……主に私が」

「な、なんだと不動！」

「セクハラされてたの俺だからな⁉」

　ヒナがグッと親指を立てて、清すが々すがしい笑え顔がおを向けてくる。

「そこで思ったんだよね、キミ、良いお尻しりしてるね！」

「………………………………………………………………………………………確かに」

「待て待て待て待て待て待て！　男の声で肯こう定ていが聞こえたぞ！」

　ぎゃああああ、と半ば叫さけぶようにして、不動は身を縮ませた。周りの（主に後ろの）男子の視線が怖こわい（性的な意味で）。

　やや腐くさった思考を持つ女子はハアハアしながらすごい勢いでノートにペンを走らせ「やっぱり『腐ふ動どう』くんいける！　攻せめは断然翔しよう真まくん……！」という呟つぶやき声を漏もらしていた。

　担任の里り枝えがぱちんと手を叩たたく。

「えー、不動が後ろを狙ねらわれている事が判明したところで、一いつ旦たん空巡に対しての質問を終える。後は休み時間に質問やったり掘ほったりしろ」

　はーい、と返事をするクラスメイト。

「最低な幕引きだ！」

　ただ一人、不動だけは頭を抱かかえて叫んでいた。







　クラスの誰もが『大祓の巫女エピシミア』であるヒナを固い人間だと思っていたらしく、このおちゃらけた感じのギャップには驚おどろいていた。しかし不動のクラスは面おも白しろければＯＫという気風のため、特に問題はなかった。

　休み時間、ヒナはクラスメイトに囲まれて質問攻めにあっていたが、笑顔で対応していた。男女分け隔へだてなく、性別や人によって態度をまったく変えないため、クラス一同がヒナに友好的な感情を向けるのに時間はかからなかった。

　昼休みに入り、不動は自身の専属の鍛人アルテイストの下もとへ行こうとした。

　そんな時である。

「不動」

「ん？」

　満み月つきに呼び止められた。不動が首を傾かしげて見つめていると、てくてくと歩み寄ってきて、近い距きよ離りで見上げてくる。満月の身長は不動のお腹なか辺りまでしかないため、ほとんど真上を見上げるような格好だ。

「不動と私は相棒」

「そうだな」

「不動の趣しゆ味みや性せい癖へきに口を出すつもりはない。理解しているから」

「そうしてもらうと助かるな」

　急にどうしたのだろう、と思いながら相あい槌づちを打っていると、満月が険しい顔になる。

「でも、巨きよ乳にゆう好きはいただけない」

「いきなりどうした⁉」

　満月がおかしな事を言い出した。

「巫女好きもいけないと思う。不動は人間としてダメになる」

「巫女にそんな悪い効果はないだろ！　というかそういうサブカルチャーが好きなのってそっちで、若じやつ干かん引きこもりのダメな人間もお前な」

「昔は巫女を好きな時期もあった。けれど、今は憎にくしみを覚えている」

「お前と巫女の間に何があった⁉」

　満月はダークなオーラを噴ふん出しゆつさせている。思わず不動は一歩後あと退ずさってしまうほど。

「空巡ヒナ。どういう関係？」

「どういう関係って……」

　不動は視線を彷徨さまよわせる。土蜘蛛の事は他言できないため言えないし、すぐに何か理由をでっち上げられる訳もない。そもそも満月にこんな質問をされるなんて寸分も想定していなかったため、不動はどうしていいか分からなかった。

「不動、答えて」

「いや、ちょっと、それは……」

　不動は後退り、しどろもどろになる。別に悪い事をした訳ではないが、すごく追い詰つめられている気分だった。

「ごめん、満月！」

　どうしようもなくなった不動は、大地を蹴けりつけるように反転する。

「不動！」

　満月の呼び止める声を聞きながら、全速力で教室から離り脱だつしたのだった。







　満月から逃のがれた不動は、武纏フオロの点検のため生徒会室へと向かっていた。

　不動専属とも言える鍛人アルテイストの『彼女』は二年生ながら、生徒会長を務める優等生だ。昼休みは執しつ務むに追われているため、生徒会室にいることがほとんどである。

　昇しよう降こう口から一旦、外に出て別館にある生徒会室へと向かう。

　蒼帝学園アルモニアはエスカレーター式の中高一いつ貫かん校であり、付属大学も存在している。敷しき地ちは異様なほど広く、不動がいる高等部の敷地だけでも一日で全部の施し設せつを回る事はできないほどだ。また、付属大学の建物などは研究のため立ち入り禁止区域も多く、高校生である不動は行ったことがない場所も少なくない。土蜘蛛の潜せん伏ぷく先を突つき止められないのも無理はないだろう。

　馬ば鹿かみたいに広い敷地を進み、生徒会と風紀委員会などに使われている建物の中に入る。玄げん関かんのすぐ左側に年配の警備員らしき男がいたが、ほぼ顔パスに近い形で通り抜ぬけ、生徒会のある四階フロアへ向かう。

　とある一室の前で立ち止まると、不動は慣れた手つきでノックをした。

「どうぞ」

「失礼します」

　一いつ般ぱん的な教室と同じくらいの大きさの部屋の中に、長机が『ロ』の字型に設置されているのが目に入る。壁かべ際ぎわには資料を収めるための棚たなが連なっており、違ちがう面の棚には食器とポットなどのお茶道具一式が置かれていた。

　生徒会室の上座に声の主──千せん子じ瑠る璃りはいた。

　純白と言っていい頭とう髪はつを腰こしの辺りまで伸ばしている。全体的に色素が薄うすいのか、肌はだは雪のように白く、唇くちびるの赤色が際きわ立だって高校生ながら妖よう艶えんな雰ふん囲い気きを醸かもし出している。独特な黄こ金がね色いろの虹こう彩さいの目をしており、右目には丸い片メガネを装着していた。

　外見はやや特とく殊しゆだが、佇まいは淑しとやかだ。生徒の模も範はんとなるために制服は規則通りに着て、そして椅い子すに座るその姿は太ももに両手を添そえて、まるで令れい嬢じようのようである。でも表情に厳しさや硬さはなく、柔にゆう和わな表情でこちらを見つめていた。

　彼女こそが不動の武纏を造った鍛人であり、幼おさな馴な染じみでもある。

「今日はどうしましたか？　先日の戦せん闘とうで武纏に不具合が生じましたか？」

「いや、特にはない。ただ戦闘後だから、いつもの検査をしてもらいたくて」

「そうですか。ならいいのですけど。装備面で何かあったらいつでも言ってくださいね」

「分かった」

　頷うなずいた不動は、キョロキョロと辺りを見回す。

「あれ？　今日は、明めい花かいないのか？」

「机の下にいますよ。ちょっと休きゆう憩けい中でいつもより垂れていますから」

「……」

　不動は嫌いやな予感がしつつ、しゃがんで机の下を見やる。

　そこにはうつ伏ぶせで大の字に倒たおれ込んでいる、少女が一人。

　高等部ではなく中等部の制服を着ている。一応、生きているし、意識もある。

　というか、目が合った。垂れ目をした少女がこちらをジッと見ていたのだ。

　その少女は、力なく手を挙げると、ふりふりと振ふる。

「あーにー、はろー」
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「何やってんだ、明花」

　不動は呆あきれ気味に『妹』の九く鬼き明花にそう言った。

　明花は目を閉じ、眉み間けんにしわを寄せながら、のんびりとした口調で返してくる。

「るーりーのところでー鍛人のおべんきょー。んでー現在ーきゅうけーちゅー」

「そうか」

　明花は不動と違って戦うことができない。

　だから彼女は瑠璃と同じく、鍛人になるために学園アルモニアに通っている。

「そういえば帰り、遅おそくなるかもしれない。晩ばん御ご飯はん代わりに作ってくれないか？」

　くいっと小さく首を傾げるような仕草をしたが、特に追及はしてこず、頷く明花。

「おーけー。ところできょー、みーは？」

「確か、満月の父さんは遅かったはずだから、今日は一いつ緒しよだな」

「んじゃーみーの分もねー」

「うん、頼たのむ」

　そう不動が言うと、明花は力ちから尽つきたようにぱたりと寝ね入いってしまった。

「……それじゃあ、瑠璃さん、よろしく」

　不動は妹と会話を終えると立ち上がり、瑠璃の方へ向き直る。

「はい。『観みる』ので机の中心に入って、霊れい装そうをしてみてください」

　言われたとおり『ロ』の字型の長机の真ん中に、瑠璃と向かい合うかたちで立った。彼女と目を合わせて一度うなずくと、不動は腰に下がっている剣けんを引き抜いた。

　擦こするような音と共に鈍にび色いろに輝かがやく刀身が姿を現す。両りよう刃ばの直刀だ。

　刀身の中ほどに琥こ珀はく色いろの手のひらサイズの石ころのような塊かたまり、星雲石ネビユラが埋うめ込まれており、それを中心に血管のような跡あとが伸のびている。

　この剣こそ不動の武纏、『迦楼羅カルラ』だ。

　不動は深呼吸をして、口を開く。

「──『己おのが炎ほのおに正せい邪じやは非あらず』」

　武纏の『起動式』を言って不動は剣に微かすかな力を込める。同時に星雲石の周りに微かに赤い光が纏う。

　突とつ然ぜん、何もない空気中から機械と鎧よろいが複合したようなものが現れ、剣と不動の身体からだを覆おおい始める。

　不動が身体に纏うのは赤を基調にした鎧だ。手足の指先にかけて身しん体たい能力の向上の他ほか、自らや他の異能に対して耐たい性せいのあるごつごつとした装そう甲こうがついていく。

　背部には高速移動用の噴ふん射しや用ノズルがあり、足元にも背中と同様にノズルがある。両足の踝くるぶしとかかとの部分には、円柱形の金属のケースが三つ埋め込まれている。

　ほとんど一いつ瞬しゆんの内に、不動の身体の周りには先日の戦闘時と同じ赤い鎧が装着されていた。

　剣は巨きよ大だい化し、片かた刃ばの直刀になっており、回転式拳けん銃じゆうのようなシリンダーがついている。

　これが不動の霊装だ。この状態ならば熱を操あやつる能力を持ち、飛行すら可能になる。

　瑠璃は片メガネに手を添えながら、霊装を終えた不動を見つめる。先ほどまでの穏おだやかさは消え、張り詰めた空気が生徒会室に充じゆう満まんした。

　彼女の片メガネに、ノイズが走り、薄い文字が流れていく。

「九鬼不動──『迦楼羅』のデータ参照。環かん境きよう制せい御ぎよタイプ：『熱』。分類：対禍獣フアンタズマ用。周囲の熱を操る他、飛行能力のための『燃料』の合成、熱操作の応用である『火か界かい咒しゆ』、『降ごう魔まノの剣つるぎ』、『震しん天てん雷らい』──『迦楼羅』にアクセス開始。──霊装機能：異能耐性、耐たい火か性、耐たい衝しよう撃げき性問題なし。噴射ノズルの劣れつ化か、確かく認にんされず。接続率、霊れい力りよく供給共に安定。星雲石のシステム上の不具合なし。物質残量、『燃料』の自動収集システムに問題なし、燃料タンクの劣化も確認されず。──オールグリーン」

　右目から手を放すと瑠璃を纏っていた涼すずやかな空気は消え、いつも通りの穏やかな彼女に戻もどる。

「とりあえずは大だい丈じよう夫ぶそうですね。装着していて、何か違い和わ感かんはありませんか？」

　瑠璃が姿勢を正して、真しん剣けんに見つめている。恥はずかしさで不動は、つい視線を逸そらして答えた。

「特にない。昨日は直接のダメージは受けなかった」

「そうですか。霊装前の剣の外観を見た限りでも、特に問題はなさそうでしたし。もう霊装を解いて大丈夫ですよ」

　不動は息を吐はいて力を抜く。一瞬で霊装が霧む散さんし、元の制服姿に戻った。

　机の下を潜くぐり抜けて、瑠璃の前に立つと軽く頭を下げる。

「毎度毎度ありがとう、瑠璃さん」

「いえ、わたくしは貴方あなたの鍛人アルテイストなのですから、当たり前の事ですよ。不動くんには万ばん全ぜんの態勢で戦ってもらいたいですから」

　ところで、と微笑ほほえみながら瑠璃は続ける。

「生活の方はどうですか？　何か困った事があったら、いつでも言ってくださいね。学生の二人暮らしは何かと大変でしょうから」

「……本当に瑠璃さんには頭が上がらないな」

　不動は苦く笑しようして、幼馴染みであり姉代わりでもある瑠璃を見やる。

　不動には、両親がいない。幼い頃ころ、事件に巻き込まれて命を失ってしまったのだ。その時、生活を助けてくれたのが昔から九鬼家と縁えんがあった千子家だったのである。一時期、瑠璃とは同じ家で暮らした事があり、良き姉として色々とお世話になっているのだ。

「そんなにかしこまらなくても大丈夫ですよ。不動くんと明花ちゃんはわたくしの弟、妹でもあるのですから。もっと姉を頼たよってください。その方が嬉うれしいですから」

「ありがとう、瑠璃さん」

　と、瑠璃は満足げに頷いたあと、何かを思い出したのか微かに眉まゆをひそめた。

「ところで、不動くんのクラスに転入生が来たようですね。それも『大祓の巫女エピシミア』と聞きました。本当ですか？」

「……まあ、確かに来たな」

「ホームルームの時に校内放送で、不動くん、呼び出されていましたね」

「…………」

　言葉に詰つまる。やはりその二つを結び付けてしまうか。

　不動は戦闘能力だけ言えばプロにも通用するくらいの力量がある。だからこそ、プロである陰陽徒メヲトのヒナが転入してきて、同じ日の朝に不動が呼び出されたとあっては何かつながりがあると思うのは普ふ通つうだろう。

「不動くん。何か危ない事に巻き込まれたりしてませんか？……できればわたくしには話してほしいです」

　好こう奇き心しんなど欠片かけらもなく、自分を思っているが故ゆえの言葉だと分かるため、不動はなんとも言えない苦しさを味わう。だがたとえ瑠璃であろうと、土蜘蛛の件は他言は無用だ。

「瑠璃さん、ごめん」

「……そうですか」

　目を伏ふせる瑠璃は、それ以上追つい及きゆうはしなかった。

「どうであれ、不動くんを全力でサポートします。……でも、あまり無理をして欲しくはないのですが。特に貴方は……」

　瑠璃はやや悲しそうな目で不動の額の辺りを見つめている。

　不動は苦笑して、瑠璃の視線を遮さえぎるように片手で額を押さえる。

「問題ないって。『これ』はちゃんと機能してる。むしろ、おかげで俺は普通の奴やつより霊力を多く生成できてるんだからな。それに……」不動は腰こしに差している『迦楼羅』に触ふれる。「瑠璃さんが作ってくれた武纏と合わせれば、俺は負けない」

「……迦楼羅が大きな力を発揮できるのは、通常よりも多くの霊力を消費するからです。貴方は霊力を多く生成できると言っても、あくまで『あれ』を酷こく使ししているだけなのですから。……無理が過すぎれば、反動はとても大きい。最悪、」

　ためらうように一度言葉を区切って、強い視線で不動を射い貫ぬく。

「死ぬ場合もあります」

　不動は表情を引き締しめ、頷うなずく。

「分かってる。無理はできる限りしない。俺だって死ぬつもりはない」

　これ以上は何を言っても仕方がないと判断したのだろう。瑠璃の方が先に視線を外した。

「……自身の命を天てん秤びんにかけなければならない場面には、出くわしてほしくはありませんね」

「俺もそう思うよ」

　不動は、悲しそうな顔をする瑠璃を見つめる。あまり彼女にはこのような顔はさせたくはなかった。いつでも微笑みかけていてほしいとは思っているのに、それをさせられないのは不動自身の責任だ。悪いのは全部こちらだと不動も分かっている。

　反面、どうしても無む茶ちやをしなければならない『理由』があった。十二支になってまでやりたくて、自分の命さえかけたいと思う理由が。

　不動がこの『目的』を誰だれかに話したことは一度もない。相棒である満月にも、姉として慕したっている瑠璃にもまだ言えない。

　それはとても馬ば鹿からしい事で、誰かに言ったら一笑に付されてしまうような事だからだ。

　きっと聡そう明めいな瑠璃は、不動に何かがあることは見み抜ぬいているだろう。それでも不動を問い詰めることをしないのは、瑠璃の優やさしさだと不動は知っている。瑠璃の悲しげな顔を見る度たび、不動はいつも自分は正しいのかと自問する。

　とにかく今は、このまま瑠璃の気持ちを沈しずめたままにするには申し訳がなかった。

　どんな形で瑠璃の心を浮ふ上じようさせようかな、と不動は考える。

「……瑠璃さんみたいな姉がいて俺は幸せだ。綺き麗れいだし、可愛かわいいし、良いお嫁よめさんになると思う」

「はい⁉」

　びくう、と瑠璃が黄こ金がね色いろの目を見開いて見つめてくる。色白な肌はだがどんどん赤くなっていく。

「ふ、ふふふ不動くん、い、いきなり、な、何を言っているんですか！……か、可愛いって、綺麗って、お、おおお、お嫁さんって……！」

「理想の『お姉ちゃん』だよ、瑠璃さんは」

「おね、おねーちゃん……！……た、確かに、ふどーくんとわたくしはある意味、義理のきょーだい的なものですが、ですがですが、しかしですが……！」

　瑠璃は真っ赤になった顔を両手で押さえて、イヤイヤと横に振ふる。なんだかトリップしそうだ。

　そんな中、机の下にもぐっていた明花が顔をだし、見上げてきた。

「あーにー、私はー？」

「素す晴ばらしい怠たい妹まいだと思う」

「おーう」

　明花は嬉しそうなのが少しと、残念そうなのが少し入り混じったような表情をしている。

　未いまだ、顔を真っ赤にして何やら呟つぶやいている瑠璃に向き直る。

「ふ、ふどーくんが積極的にっ……！　いつもは尊敬してるだとかなんとか言って、距きよ離りを保ってきてたのに、こ、これはチャンスなのでしょーか？　で、でも学生の身分でお嫁さんとか、そんなのふしだらで、でも、だけど、そーいう風に思ってしまうのが距離を保たれてる理由ではないかと、わたくしは考えるべきなのでしょーか？　だからと言って、積極的になるのは間ま違ちがっているようなそうでもないような……」

　ごにょごにょと言っていて、よく聞こえなかったけれど、相変わらず面おも白しろい。純じゆん粋すいで真面目まじめであるが故に、瑠璃は色いろ恋こいごとに耐性がないに等しいのだ。

　不動がちょっとでもおかしな発言をすると、すぐに真っ赤になって恥ずかしがって、場合によってはトリップしてしまう。

　不動は「初心うぶな女に対して効果的だぜ」と翔真に言われた事を動作付きでやってみる。

スッと瑠璃の顎下に手を添そえて、クイッと視線を上に向かせ、かなりキザな感じで微笑みかける。

「いつもありがとう、瑠璃さん」

「────」

　一瞬固まったかと思うと、瑠璃は突とつ如じよ──鼻血を噴ふいた。

　そのまま、がたーんと机に顔面から突つっ伏ぷしてしまう。

「おお⁉」

　どくどくと流れる鼻血がどんどん広がって世界地図を作り上げていく。

　一部始終を見ていた明花は、

「おー、あーにーが、るーりーを射殺したー」

　どことなく感心したように言っていた。けれど不動からしたら、ただごとではない。

「やばっ、瑠璃さんが大量出血で死ぬ！　ちょ、あ、ちょ、め、めでぃぃぃぃっく！」

　本日、生徒会長が失血死しかけるという、大事件が生徒会室で起こったのであった。







　放課後、昼間の事が尾おを引いていたため、不動の気は落ち込んだままだった。

「はぁ……」

　ヒナは不思議そうに首を傾かしげた。

「おろ？　いきなり疲つかれてるねー」

　あの後、処置を施ほどこしても鼻血がどうしても止まらない瑠璃を全速力で医務室に運んでいった。……というか何度か目覚めたものの、不動が瑠璃をお姫ひめ様抱だっこしていたために、その度たびに鼻血＆気絶を繰くり返していたのだ。医務室で気が付いた時、ベッドの上が血の海になりかけたほどだ。その後すぐに、瑠璃の容体が安定しないのは不動のせいだと理解した養護教諭に追い払はらわれてしまった。

　一応、明花から大だい丈じよう夫ぶだとメールを送ってもらったが、自分が少なからず悪い事をしたとわかっている不動は、今までうなだれていたのだ。

「ちょっとな。幼おさな馴な染じみを元気にしようとしたら、逆に失血死させそうになった」

「どんなハードな元気のつけかたしたの！」

　ヒナは、ちょっとだけケラケラと笑い、すぐに眉を八の字にして不動の顔を覗のぞき込む。

「むーう、お取り込み中なら、別に無理しなくてもいいよ？」

「いや、大丈夫だ。とりあえず問題はないっていうメールはもらったから。それに土蜘蛛は早めに見つけた方がいいだろうしな」

「んにゃー、そう言ってくれると嬉しいねー。でも無理はしちゃダメだからね？」

　腕うでを組んで、心配そうにこちらを見やってきた。

「うん、どうもな。ところでどこから探せばいいんだ？」

「星雲石に反応するレーダーもあるから、怪あやしい場所の近くで待ち伏ぶせする感じかな」

　不動とヒナは教室を出て歩き出した。

「土蜘蛛の能力とかって分かってるのか？」

「さぁー？　禍獣にしたって、同じ形状の動物でも異能はそれぞれ違ちがうし。あくまで土蜘蛛とかっていう名前はその生物の生態からつけた名前で、異能はほとんど関係ないんだよね」

「まあな」

「でも、異能を予想することはできるよ」

「予想？」

「その生物が本来持つ機能と組み合わせるのが基本かな。土蜘蛛は蜘蛛の形状だから、糸に関連する事かも。タンパク質の連れん鎖さ反応の応用か、糸そのものを他ほかの反応式に置き換かえているかのどちらかだね」

「そういや、土蜘蛛の成長速度ってどれくらいなんだ？」

　ヒナは顎下に指を当て、記き憶おくを探さぐりながら口を開く。

「個体差があるけど一週間で一メートルくらいかな。そのくらいで脱だつ皮ぴをして、二メートルで同じく脱皮する感じ。で、脱皮後は特に形状は変わらないけど、異能と霊装の装備がどんどん強化されていくんだよ」

「でかくなればなるほど強化されるのか」

「うん。禍獣は人を襲おそう物だから、成体を人の住むところで放せば被ひ害がいは尋じん常じようじゃなくなる。十回くらい脱皮した土蜘蛛は都市を一つ滅ほろぼせるって言われてる」

　……正直冗じよう談だんではない。

「大体、うーみんから聞いた最初の目もく撃げき情報から想定すると、いまは三メートルから四メートル級だね！」

「……俺でも対処できるレベルだろうな」

　話しながら、ふと不動は気づいた。

「いくらこの学園が広くたって、そのくらいの大きさなら隠かくすのに限度があるんじゃないか？　たとえ、擬ぎ態たいとかステルスの能力があったとしてもさ」

　さすがに三、四メートルもある禍獣を外で管理していたら、学園の中で目撃者がいるはずだ。しかし誰も土蜘蛛を見ていないのであれば、居場所は室内に限定される。そうすると広い室内にいることになるのだが……。

　ヒナは唸うなりながら、

「だよねー。可能性としては匿かくまわれてるかもしれないんだけど。そうすると一つの体育館とかホール的な所を半分占せん領りようしている事になるよね？」

「中等部は無理。高等部も無理。だとすると、大学になるかな。見た事ないけど、教授クラスの研究室とかか？」

　そう結論を出し、二人は付属大学の研究棟とうへと向かった。

　研究棟は五階建てで、マンションのような外観をしている。アーチ状の自動ドア入り口の先にだだっ広いエントランスホールがあり、すぐに左右に分かれた通路がある。入り口近くには、上へ続く階段があった。

　清潔感が保たれているのが遠目からでもわかり、日の光が射さし込むように設計されているため、予想以上に明るい。

「研究棟は大っぴらに行動できない若にやく王おう子じの部下も手続きの関係上、入るまで手間取るだろうからな。いる可能性は高いと思う」

「そっか。あり得そうだね」

　ふむふむ、と顎に手を当てて、ヒナは感心している。

　研究棟は外部の人間は簡単に入れないが、蒼帝学園アルモニアに在ざい籍せきする人間ならば許可さえとれば見学可能だ。今はもちろんアポなしで入り込むため、見つかったら後々面めん倒どうくさい事になるかもしれないが、適当な理由でもでっち上げてしまえばいいだろう。

（いざとなったら瑠璃さんの名前を借りさせてもらうか）

　大学に進むのは研究職を基本とする鍛人アルテイストや医い療りようを学ぶための封印師イリニがほとんどだ。天衣師ヴアスカニアの不動がいては不自然だが、瑠璃の名前を借りれば切り抜ぬけられるだろう。

　彼女の知名度は大学部でも高い。後から、名前を無断で使った事を謝らないといけないが。

　不動とヒナは辺りを気にしつつ、誰だれもいないのを確かく認にんすると素す早ばやく研究棟へと入り込んだ。

「行くぞ」

　入り口近くの案内板をちらりと見たところ、ここは禍獣や武纏を研究している場所と書いてある。実験棟には生きた禍獣もいるようだが、ここにはいないだろう。

　大学はまだ講義中なのだろうか、人の気配はあまりしない。休み時間などであってもそもそも通路に人が溢あふれている場所ではないのだろうけど。

　クリーム色のペタペタするリノリウムの廊ろう下かがずっと続いている。廊下の片側には扉とびらはあるものの、窓はなくネームプレートだけなので室内を確かめる事はできない。

　息を殺して、二人は人と他の生物の気配を探る。

「ヒナ。レーダー頼たのむ」

「おーけー。ちょっと待っててねー」

　ヒナがレーダーを持っていると言っていたため、不動は何かを取り出すか、背負っていた白銀の錫しやく杖じようで何かをすると思っていた。

　しかし、彼女は何かを取り出す様子もなく、ただ指を自らの額に当てて、押し黙だまる。

　何をしているんだ、と問いかけようとした時だった。

　不意に不動の腰こしに差していた迦楼羅に異変が生じる。

　大きな変化ではない。ただ、小さく震ふるえ出したのだ。まるで何かに共鳴するかのように。

「ビンゴ！」

　ヒナはにやりと笑い、天てん井じようを見上げる。

　眉まゆをひそめて、不動は彼女を見やった。

「今、何したんだ？」

「うーんと、星雲石に共鳴させたって言った方がいいかな。私にはレーダー的な能力があってね、それを使った感じかな」

「レーダー的な能力って……」

「でね、いま、子蜘蛛っぽい物を発見したんだよね。そういう訳で、上の階に突とつ撃げき～！」

「お、おい⁉」

　ずびし、と上を指さしたヒナはいきなり走り出した。不動も慌あわてて後を追う。

　一階一階が妙みように高い研究棟の階段を上っていく。恐おそらく各研究室の天井を高くとっているためなのだろう。

「ここかにゃー！」

　というヒナの合図で、三階で通路に出た。

　真正面はガラス張りになっており、薄うす暗ぐらくなり始めた空を一望できる。一階同様、左右に細い通路が延のび、広い間かん隔かくでネームプレートが掲かかげられた扉がいくつも並んでいる。

　ヒナは片方の通路に迷いなく走っていく。

　と、奥に行き当たる前にビタリと立ち止まった。急ブレーキに前のめりになる。

「どうしたんだ？」

　訊きくと、ヒナが苦にが笑わらいを浮うかべてこちらを見てきた。

「当たり引いちゃったかも。今さ、そこの部屋の辺りで二十個くらい禍獣の反応を感じたんだよね」

「……本当か」

　半信半疑だったが、ヒナが冗談を言っている様子はない。

　本当に匿われているようだ。三つ先の扉には、ネームプレートがしっかりと挿さし込んである。

「現在のあってほしい事。部屋に誰だれもいなくてかつ、土蜘蛛が脱皮の最中で動けない展開」

「そうあってほしいな」

「……ん？　そういえば研究棟ってこんな静かなの？　こもってる人が多いイメージだけどさ」

「確かにな」

　確かにおかしい。人の気配があまりにもしない。

「ここの鍛人アルテイストさん達は研究にとんでもなく没ぼつ頭とうしている、とか？」

　だといいのだが。ヒナの希望的観測が現実である事を願いながら、腰に差している『迦楼羅』に手を添そえる。

　用心するに越こした事はない。

　不動たちは感覚を最大限に研とぎ澄すませ、ゆっくり突つき当たりの研究室に近づいていく。

　特に何かが動き回るような音はまだ、聞こえない。

　扉まで三メートル……二メートル……一メートル……。

　もう、手を伸ばせば扉の開閉ボタンに触ふれられる──

「何をしているのかね」

「うへぇ⁉」

「⁉」

　突とつ然ぜん、背後から声をかけられ、不動とヒナは飛び上がるように振ふり向いた。

　背後に立っていたのは、大おお柄がらな三十代くらいの男性だ。恐らく教授か准じゆん教授だろうが、何故なぜか白いスーツを身に纏まとっている。

　大柄な上にオールバックで目つきが鋭するどいが不思議と威い圧あつ感かんはない。落ち着いた雰ふん囲い気きを纏い、どことなく紳しん士しという言葉を連想させる。

　ふと不動は男の手元に違い和わ感かんを感じた。彼は星雲石のついた杖つえ──武纏を持っている。基本的にこの研究棟にいるのは鍛人アルテイストや封印師イリニのため、武纏を持っている人間はほとんどいない。研究用の物だったとしても、妙に服装と合わせている。

　さすがのヒナもこの展開には硬こう直ちよくしてしまったため、不動は庇かばうように一歩前に出た。

「高等部一年の九鬼不動です。研究棟に見学に来ました。こっちは転入生で、俺がちょっと案内していたんです」

「アポはとっているのかね？　学生証があっても許可証がなければ、良い顔をされないぞ」

「一応とってあります。ただ、許可証は持っていなくて。でも、一階で研究室を持ってる『白しら羽は崎ざき榛はる』という人には見学してもいいと言われてます。あの、知ってます？」

　不動の言葉に我に返ったヒナがえっという顔をした。不動はヒナに視線を送る。

「すまない、私はこの階の者でね。彼とは接点はないのだよ。それに一階と三階では、研究分野は違ちがうから、一階の者が上へ行っていいと気軽に言ってはいけないのだが」

「そうだったんですか、すみません。たぶん俺の聞き間ま違ちがいだったと思います。失礼します」

「ああ、気を付けるのだよ」

　不動はヒナの手を引き、教授らしき男の横を通り抜ける──と、その際に一言口にする。

「ところで白羽崎榛って人、さっき見たけど、この階の最初の研究室にネームプレート掲げてるんだけどな」

「！」

　不動は左手で『迦楼羅』の柄つかを摑つかむと、そのまま上半身を回転させるように勢いよく引き抜く。同時にヒナを遠心力で放ほうり投げるように、階段がある通路に吹ふっ飛ばした。

　がぎぃん、と鉄と鉄がかち合う音が鳴り響ひびく。

　すぐさま両手で『迦楼羅』の柄を摑み直し、男が盾たてとしている杖と力を拮きつ抗こうさせる。

　不動は口の端はしを歪ゆがめて、白スーツの男を見み据すえる。

「これまたビンゴって感じだな」

「……鎌かまをかけてくるとは、子供ながら大したものだな。だが何故、私がここの人間ではないと？」

「単なる勘かんだ。間違ってても、俺の勘違いで済ませられるからな。まあ、強しいて言うなら、現れるタイミングが良すぎたのと、これ見よがしに星雲石がついたものを持って現れたことだな」

　不動が、ぞんざいに言い放つ。

「警備なら警備システムか警備員に任せとけ。ここにはあんたの後ろの研究室以外、生きた禍獣はいないだろ。教授を気取ってるくせに用心しすぎだ、あんたは」

　吐はき捨てるように言うと、男はクツクツとこもった笑い声を漏もらす。

「なるほど、九鬼不動だったかな？　キミは実に面おも白しろい。『天災姫レベリオン』の護衛に選ばれるだけはある」

「レベリオン？」

　聞き慣れぬ単語に不動は眉をひそめた。男は、楽しそうに目を細めている。

　剣けんと杖は交差し、変わらず拮抗したままだ。

　その時、男の杖に忘れもしない紋もん章しようが刻まれていることに不動は気づいた。

　──龍りゆうだ。

　不動は憎ぞう悪おのこもった視線で男を射い貫ぬく。

「お前……九く頭ず龍りゆうだな」

「そういうキミは土蜘蛛の捜そう索さくをする天衣師ヴアスカニアかね？」

「だったらなんだ。どけ。今はお前の後ろの部屋に用がある」

「そうか。……なら、あえて言おう。キミら天衣師に我らの土蜘蛛は見つけられない」

　意味深長な言葉を口にする男に不動は、鼻を鳴らして嘲あざ笑わらう。

「これから数秒後に見つけるんだよ。どけ」

「残念ながら、それはできないな。キミにどかせられるかね？」

「どかなきゃ殺すぞ」

　不動は冷れい酷こくに言い放つと『起動式』を口にする。

『迦楼羅』が淡あわい光を放つ。不動の周りに赤い鎧よろいが現れ、身体からだに張り付いていく。一いつ瞬しゆんで霊れい装そうを完かん了りようさせると、強化された腕うでに躊躇ためらいなく力を込めた。

　男は後ろに飛び退すさりながら、不動の攻こう撃げきを受け流す。解放された不動の力はそのまま、ガラスへと振ふるわれた。

　強化ガラスでできた窓に白い細々としたヒビがいくつも入る。

「遠えん慮りよなしとは……本当に殺す気かね」

「テロリストに手加減できる力量は生憎あいにくなくてね。避よけろよ。でないと死ぬぞ」

　不動は一瞬で窓から大剣を引き抜ぬくと、切っ先を白スーツの男に突きつける。

「……火か界かい咒しゆ。吹っ飛べ」

　大気全体を震ふるわせる爆ばく音おんと衝しよう撃げき波はが、剣の切っ先にだけ展開される。

　男はとっさに開閉ボタンを押し、研究室へと身を滑すべり込ませる。その後を追う不動は、杖に向かって何かを──恐らく起動式を言っている男の背に向かって、グォォォッと空気を取り込む音を響かせ、遠慮なく突っ込んだ。

　背後の気配に気付いた男は振り返り、杖を構えた。ゴッと鈍にぶい音が聞こえたと同時に火界咒を撃うち放ち、研究室内に吹き飛ばす。男は機材の中に突っ込んでいった。

　不動はそれを見つめながら、軽く息を吐く。

「……ギリ、殺してないはず。霊装してたし」

　あちらは後で確かく認にんする事にしよう、と考え、研究室内に入り込むと宙に飛びながら周囲を見み渡わたす。

　上にも横にもとにかく広い部屋だった。空間を確保するためか、余計な板は取り除かれ、天井の鉄骨が剝むき出しになっている。部屋を支える柱も遠慮なく剝き出しの金属が使われている。見た目より広さと機能性のみを重視しているのだろう。

　広い部屋を占せん拠きよするように馬ば鹿かでかい機器がいくつかある。測定器か何かなのか、太いコードや管が幾いく重えにも折り重なっており、機械のパネルには何やらいくつもの理解不能な数値が変動を繰くり返している。

　機械の先、研究室の最奥には三、四メートルほどの巨きよ大だいな蜘蛛くもがいた。

　黒と茶色の斑まだら模様をしており、妙みように頭と胴どう体たいが寸ずん胴どうだ。

　霊装をしており長い脚あしの関節部分には棘とげのついた甲こう殻かく類のような鎧をつけている。その間にはチューブのような人工筋肉の繊せん維いが幾重にも張り巡めぐらされて、グロテスクな様相を呈ていしている。足元には拳こぶし二個分ほどの大きさがある子蜘蛛がわらわらと群がっており、不動は生理的嫌けん悪お感かんが湧わき立たった。

　子蜘蛛はわらわらと動き回っているが、本体は意外に大人しい。今しがた扉とびらが吹き飛ぶ騒さわぎがあったというのに、大した動きを見せない。……いや、違う。脱だつ皮ぴしているのだ。予想よりもう一段階進んでいた。

「ヒナ！　こっちきてくれ！」

「はいはーい」

　不動の声を聞き、ヒナがひょっこりと顔を出す。左右に目を向け、土蜘蛛の方を見やると、「おぉ……」と声を漏らす。

「かなりグロテスクだこと。脱皮しかけだし」

「祓はらえるか？」

「だいじょーぶ！　任せて！……けど、うわー、足元、子蜘蛛がうようよー」

　触さわりたくないなーとヒナは言って、背負っていた白銀の錫しやく杖じようを手に取り、歩いていく。

　子蜘蛛が群れる場所まで辿たどり着くと、錫杖でこつんと一匹ぴきだけ子蜘蛛を叩たたいた。

　と言っても倒たおすためではなく、子蜘蛛はすぐにかさかさとどこかに逃にげてしまった。

　うむ、と満足したように頷うなずくと、今度は土蜘蛛に錫杖の先端を向けた。

　すると、子蜘蛛の群れが逃のがれるように左右に散っていく。

「……何したんだ、一体。それって重力系の護浄アルニシじゃないのか？」

「きぎょー秘密だよん。即そく席せき蜘蛛散らしーの内部構造は教えたげない」

　むふふ、とヒナは意味深な笑えみを浮うかべる。

　護浄は性質上、一つの能力しか宿していない。

　……一体、彼女はどんな能力を持っているのだろう。

「触っただけで倒せるんじゃないのか？」

「できるけど、なんか子蜘蛛一匹一匹触ふれてる間に新たな性せい癖へきに目覚めそう」

「…………」

　確かにそれ以上変になられても困る。

　その時、男が突っ込んで行った方から、ガラガラと瓦が礫れきの山が崩くずれるような音が鳴る。

「やれやれ、乱暴が過ぎると思うのだが」

　再び現れた男は、先ほどとはいでたちが変わっていた。

　光り輝かがやく黄こ金がね色いろの鎧──ただし装そう甲こうがそれほど厚いようには見えず、頭や胸、手や足など最低限防ぼう御ぎよしている程度だ──を纏まとっている。不動と違って身しん体たい的な強化や防御は二の次なのだろう。

　片手には一メートル以上ある巨大な杖。先せん端たん部分には宝石のようにカットされた半はん透とう明めいの鉱石がついており、頭頂部分には銃じゆう口こうのような小さな穴が開いている。

　さらに一つ、不思議な装備が目につく。

　男の周りに鈍にび色いろの拳大くらいの球体が四つほどくるくると旋せん回かいしているのだ。

　不動は宙に浮いたまま、男に大剣を突つきつける。

「生きてたのか」

「なめてもらっては困る。伊達だてに君の倍近くは生きていないのだよ」

　男は不動を見上げ、不敵に笑う。

「自己紹しよう介かいがまだだったろうか。紳士たる者、相手に名乗らなくてはね。私は功こん真じん巽たつみだ。杖の武纏を扱あつかう」

「……名前なんてどうでもいい。お前は俺の敵だ。九頭龍である、お前は！」

　不動は大剣を男に突きつけ、そう叫さけんだ。

　巽は、ふむと顎あごに手を添そえ、一瞬、考え込むと何が楽しいのか、小さく笑った。

「私たちに恨うらみがあるのかね。君くらいの年ねん齢れいだと、私も関かかわった可能性があるな」

「口を開くな。俺にそれ以上、てめえの声を聞かせるな！……ヒナ、どこかに隠かくれてろ！」

「お、おう？」

　ヒナに言い放ったと同時に、不動は背部のノズルから火か炎えんを噴ふん射しやし、一気に巽の眼前に移動して大剣を横に大きく振ふり、叩きつける。

　が、巽はそれをしゃがんでかわした。彼はその体勢のまま、杖つえを後ろに引き、不動の顎下に突き出す。

　がご、と鋼鉄の感かん触しよくが顎下にぶち当てられる。あまりにも強い一いち撃げきにより不動の身体が宙を舞まう。意識を失いかけたが、歯を食いしばり、無む理り矢や理り留とどめる。

　不動はバランスを崩したまま巽に大剣を突きつけ、火か界かい咒しゆを遠慮なく撃ち放つ。轟ごう音おんと共に巽の身体が吹っ飛んで、何かにぶつかった音が聞こえてきた。

　不動はすぐさま背部と脚きやく部ぶから火炎を噴射し、空中で体勢を整える。

　巽は壁に激げき突とつしたが、すぐに立ち上がった。衝撃波の影えい響きようはあまり受けていないが、壁にぶつかったダメージの方が大きいようだ。恐おそらくあの霊装は、異能の攻撃を減らすように造られており、逆に物理的なダメージは防げない設計になっているのだろう。

　巽は不動を見上げる。

「まったく、予想外だ。プロの護衛をはずせたと思ったら、もっと厄やつ介かいなのが現れた。リストに載のっていなかったから、彼女の部下ではないはずなんだがね。キミは一体、若王子宇う美み君とどんな関係なのだろうか」

「さあな。くっちゃべってる暇ひまがあったら、死なない方法でも考えてろ！」

　不動は巽の言葉を受け流し、背部のノズルから火炎を噴射して肉にく薄はくする。衝撃波に効果が見込めないのなら物理的ダメージを負わせるだけだ。

　大きく振りかぶり、そのまま巽の脳天に振り下ろす。彼はそれを最低限の動きで横に逸それて避けた。不動の剣は床ゆかに激突し、研究室内を揺ゆるがす。クリーム色の床がへこみ、所々に亀き裂れつが走る。

　床へとめり込んだ剣を抜くのに少し時間がかかった。巽がその隙すきを見み逃のがすはずもなく、不動に杖の先端を突きつける。

　杖の先から紫電が散るが、その前に不動は身体を唸うならせて、至近距きよ離りから最大出力の体当たりをぶちかます。

　強きよう烈れつな一撃を食くらって吹ふき飛んだ巽は、そこで初めて顔を微かすかに歪ゆがめた。

　不動はすぐさま追つい撃げきをしようとしたが、その瞬しゆん間かん、巽の杖から電でん撃げきが迸ほとばしる。それはいつの間にか、不動の周りを旋回していた金属の球体に注がれた。

　四つの球体に順々に青白い火花が走り、すべてに行き渡ったと同時に球体が囲う内部に電気の膜まくが張られた。

「うっ……がっ！」

　電気の膜に捕とらわれた不動は気を失いはしなかったが、身体からだ中じゆうに鋭するどい痛みが走り抜けた。筋肉が硬こう直ちよくしまともに動かせなくなる。

　不動は右手の大たい剣けんに目を向け、銃口に霊れい力りよくを込めると自分に向かって火か界かい咒しゆを展開した。

　強烈な衝撃波に晒さらされる。霊装し自らの異能に耐たい性せいがあると言っても、さすがにこの距きよ離りでは完全な無効化は無理だった。だが、自分ごと吹き飛ばしたおかげで球体が散り、電気の膜が消え失うせた。

　ふらつく足元を必死に支えながら、不動は巽を睨にらむ。

　対して彼は、不動を見て苦く笑しようしていた。

「いやはや自分を攻撃するなんて無む茶ちや、よく考える」

「うるせぇ。来ないならこっちから行くぞ」

　巽はため息をついて、首を横に振る。

「君を倒すのは文字通り骨が折れそうだよ。それに、騒ぎを起こしてから時間が経たち過ぎてしまった。そろそろ応おう援えんが来る頃ころだろう」

　無防備に背を向けて歩き出す巽に、不動は荒あらい息を吐はきながら大剣を突きつける。

　それを察知したかのように、巽は首だけ後ろに向けた。

「止やめておきたまえ。君のその能力では、私は倒せないだろう。それに今の自身への攻こう撃げきで満まん身しん創そう痍いになったと思うのだがね、違ちがうだろうか？」

「ダメージは、ない。生憎あいにくとそれほどヤワじゃないからな、俺もこの武纏も……！」

　巽の電撃や衝しよう撃げきをあの至近距離で食らっても不動の武纏には外傷はない。だが、内部へのダメージは完全に消す事ができず、眩暈めまいや胃がかき回されるような不快感がついて回っていた。

　そんな彼を見て、巽はやや疲つかれたような鼻息を漏もらす。

「まったく、刹せつ那な的な若者ほど厄介な物はないな。相手をしてもいいが、プロの陰陽徒やあの若王子宇美君に来られると困るのでね。退散させてもらう」

「逃がしてたまるか……！　九頭龍……！」

「その執しゆう念ねんは恐れ入る。……だが、生憎と君の相手をしてはいられない」

　巽は、土蜘蛛の近くにある大きな機械に目を向ける。土蜘蛛の生体管理をしている機械なのだろう。巽はそれに杖を突きつけた。

　すると、ばちん、と鋭い音が鳴り響ひびき、計器が狂くるったような音声を出し始める。それに呼応するかのように土蜘蛛の足元の子蜘蛛が乱れ出す。

　不動は、よろめきながらも巽を睨む。

「何しやがった」

「なに、幾いく分ぶん早く『成体』になってもらおうと思ってね。制せい御ぎよ装置を壊こわしただけだ」

「……なんだと」

　不動が眉まゆをひそめていると、ぐちゅぶちゅ、と土蜘蛛の方から粘ねん液えき質の音が聞こえてくる。視界の端はしに入れた土蜘蛛は、先ほどよりも脱皮の速度が上がっている。というより、積極的に抜ぬけ出そうとしているのだ。

「その蜘蛛は一ひと筋すじ縄なわではいかないぞ」

「お前……」

「私はこれで退かせてもらう」

　巽は落ち着き払はらった優ゆう雅がな足取りで、入り口へと歩いていった。

　すぐに彼を追いたい衝しよう動どうに駆かられたが、今は彼ばかりに目を向けている訳にはいかなかった。不動は近くに隠れていたヒナを見つける。

「ヒナ！　すぐに土蜘蛛を止められるか？」

　ヒナは足元に蠢うごめく子蜘蛛の群れや脱だつ皮ぴ途と中ちゆうの土蜘蛛を見やると、苦々しげな顔で首を横に振る。

「子蜘蛛が邪じや魔まで、脱皮前には無理。ごめん、一回、離はなれる」

　そう言うとヒナは不動の方へ走り寄ってくる。それは正しい判断だった。ヒナが離れた瞬間に、土蜘蛛が無理矢理脱ぬげかけの皮を破り出てきたのだ。

　機械的な鎧よろいを纏まとった巨きよ大だいな蜘蛛が、粘液を垂らしながら立つ姿はとてつもなくグロテスクだった。

　子蜘蛛の群れが脱皮した土蜘蛛の身体からだに這はい上り、霊れい装そうの薄うすい部位に張り付いていった。あの子蜘蛛も土蜘蛛の一部と見た方がいいのだろう。

　身体の不調がようやく回復してきた不動は、呼吸を整えながら、ヒナの前に立つ。

「どっかに隠れてろ。あの蜘蛛は俺が相手する」

「私も戦うよ。これでもプロだし」

「身体能力は普ふ通つうじゃなかったのか？」

　ヒナはむむっと唸り、

「そう言われると困っちゃうな。……けど、一撃で倒せるのは確かだから、上手うまい具合に使ってもらえると嬉うれしいな」

「検討しておく」

　ややそっけなく言うとヒナは、ちょっとだけ頰ほおを膨ふくらませて、物もの陰かげに隠れた。正直なところ安全なところへ出ていって欲しかったが、口論をしている暇はない。

　危険な時は守ろうと誓ちかい、不動は土蜘蛛を見み据すえる。

　完全に成体化を終えた土蜘蛛が、ゆっくりと不動に視線を合わせる。

　先日のバジリスクと違い、二十メートルもの大きさはないとはいえ、高さは確実にある。しかし、室内ということもあり障害物も多いため、そう素す早ばやくは動けないはず。

　と思っていたが、不意に進み出てきた土蜘蛛の範はん囲い半径三メートル内の机や椅い子す、機械類が溶けた。

「なっ⁉」

　酸で溶かされたような現象ではない。完全な水になってしまっているのだ。

　周りの空間を液体へと変えながら、土蜘蛛は猛もうスピードで迫せまってくる。

　蜘蛛を原寸大にした場合のスピードまではいかないが、やはり速い。禍獣の脅きよう威いの一つは巨きよ体たい化しても、動きが鈍にぶらない事にもあるのだ。

　不動はとっさに飛び上がり、寸前で回かい避ひする。

　ヒナは……と空中から見下ろしていると、物陰に身を隠しながら、土蜘蛛から離れているのが見えた。無む謀ぼうな性格ではなくて安心する。

　彼女はぷらぷらと手を振る。

「真正面から戦うのは私としても無理があるけど、土蜘蛛に関する事でサポートはさせてもらうよ」

「……ああ、分かった」

「あの土蜘蛛、ユカタヤマシログモと同じ姿をしているね。……特とく徴ちようとしては口から糸を吐く事」

「普通の蜘蛛は吐かないのか？」

「創作の中では一いつ般ぱん的だけど、普通はお尻しりの辺りから出すのが多いかな。あ、気を付けて。ユカタヤマシログモの糸は、網あみ状じように大きく広がるから」

「！」

　不動を見上げていた土蜘蛛がいきなり口から粘ねん質しつの白い糸を吐き出した。それも今、ヒナが言ったように、網目状に大きく広がってきたのだ。

　後方に逃にげるのは得策ではないと判断し、不動は向かってくる蜘蛛の網に向かって大剣を突つきつけ、火界咒を叩たたきつけた。

　衝しよう撃げき波はが吹き荒あれ、蜘蛛の網をぐちゃぐちゃに荒らしまわる。が、網は切れず、溶けることもなかった。絡からまりひとまとめになりながらも向かってきたのだ。

　不動は身を捻ひねってかわそうとするが、足の先を糸で搦からめ捕とられてしまう。

「くっ……『降ごう魔まノの剣つるぎ』！」

　高熱の大剣で糸を斬きろうと叩きつけたが、斬れない。

　蜘蛛の糸は直径二センチ以上の太さがあれば、飛行機でも受け止められると聞いた事がある。だが、不動の降ごう魔まノの剣つるぎは高熱で焼き切るものだ。糸に物もの凄すごい靱じん性せいがあり強度があろうと、切り落とす事ができるはずなのに。

「うお！」

　ぐいっと土蜘蛛に引っ張られ、バランスを崩くずして床に叩きつけられた。

　かちんかちんと口元の刃やいばを二つかち合わせて、土蜘蛛が近づいてくる。

　このままでは生きながらに食われてしまう。

「……食われてたまるか！」

　不動は大剣を土蜘蛛に突きつける。だが、火か界かい咒しゆではない。

　大剣の撃げき鉄てつが起き上がる。そのまま、弾だん丸がんが装そう塡てんされているシリンダーに叩きつけられる。

　瞬しゆん間かん、爆ばく発はつ音と共に銃じゆう口こうから弾丸が吐き出された。

　速さはなく命中精度も高くはないが、背に張り付いていた子蜘蛛の群れに突き刺ささった。

　同時に爆発が巻き起こる。間近に爆発を受けた子蜘蛛は粉々に吹ふき飛び、本体は表面に焼やけ焦こげた跡あとを作る。

　ぎいぃぃぃ、と悲鳴を上げた土蜘蛛は、運よく糸を口から切り離してくれた。だが、切り離された糸は不動に絡みついたままだ。

　後方でその光景を見ていたヒナは驚おどろいたような声を上げる。

「凄すごい派手だね。今のは？」

「震しん天てん雷らい。いわゆる徹てつ甲こう榴りゆう弾だんだ。命中精度も飛ひ距きよ離りもないから、使う局面は難しいが威い力りよくは高い。身体に撃うちこめば、内部から破は裂れつして一いち撃げきで終わらせられる」

「とんでもなく殺意を感じる武器だね」

「殺すための武器だからな。……それより、ヒナ。蜘蛛の糸って融ゆう点てんも高いのか？」

「ん？　そんなはずはないと思うけど。まあ、確かに二百度くらいなら大だい丈じよう夫ぶだけど、フドーのみたいな千度くらいいきそうな熱には耐たえられないと思うよ」

「でも、これ、焼き切れないぞ」

「……うーん。ちょっと待って、今行くから」

　ヒナがこちらにやってきた。

　足に張り付いて一向に切れないどころか、熱した大たい剣けんすら搦め捕っている蜘蛛の糸を興味深げに見やる。

「確実に異能が働いてるっぽいね。ちょっと調べるよ」

　そう言ってヒナは蜘蛛の糸に直接触ふれた。ぺたりと張り付く糸も気にせず、目を数秒閉じ、すぐにあけると「そっか」と呟つぶやく。

「答えが分かったよ。土蜘蛛の能力は『形態変化』能力みたい」

「形態変化？　あれか？　固体、液体、気体の？」

「うん。今は固体として固定されているね。一度でも土蜘蛛に形態を変化させられると、他ほかのあらゆる現象に対して形態の変化を受け付けなくなるみたい」

　先ほどの机などの液化現象は形態変化に晒さらされてしまったのか。見る限りでは確かに液化した後、土蜘蛛の効果の範はん囲い外がいから出ても溶けたままだ。

「なら、この蜘蛛の糸は取れないのか？」

「本体が死ぬまでね」

　そこまで言ってヒナは不敵に笑った。

「でも大丈夫、私なら外せる。『管理者権限ヴアシリアス・エクスシア』執しつ行こう」

　その呟きとともに、蜘蛛の糸は霧む散さんした。

「今、何したんだ？　異能に干かん渉しよう？」

「これも企き業ぎよう秘密だよん。と、一つ忠告。土蜘蛛の牙きばには触れない方がいいと思うよ。たぶん、霊装とか関係なく形態変化をさせられるから」

　いわゆる異能の毒、という所だろうか。

「ヒナ、助かった」

「どういたしまして。私も役に立つっしょ？」

　むん、と豊満な胸を張るヒナである。先ほどのそっけない不動の態度に少なからずご立腹だったようだ。

　不動は苦く笑しようし、頷うなずく。

「悪かった。確かにそうだよ。でも、離れていてほしいのは事実だ。危ないのは禍獣だけじゃない。俺は『災害イフエステイオ』だからな」

　不動が振ふるうのは過か剰じような力だ。敵だけではなく、周りにも無差別に甚じん大だいな被ひ害がいを及およぼす災害でしかない。戦いの場面においては満月以外の人間を、近くに寄せるつもりはなかった。

　けれど、ヒナは笑う。

「私なら大丈夫。フドーがどんなに周りを破は壊かいしても、絶対に私は壊こわされないよ」

　災害の少年に向かって、手を差し伸のべた。




「どんな時でも隣となりに立っていてあげる。約束するよ」




「…………」

　不動は目を瞬しばたかせて、ヒナを見つめる。

　そんな事を言われたのは初めてだった。

　満月だって、不動の破は壊かい癖へきには手を焼いており、直すように言ってきた。

　不動も満月を相棒と認めていたが、いつか傷つける可能性を恐おそれてもいた。

　それなのにこの少女は災害としての不動を肯こう定ていした上で、共にあると言う。

　決して傷つく事はないと言う。

　壊されないという宣言は、その場限りで言った安っぽい慰なぐさめではない。

　事実、彼女は不動の『破壊』を真正面からかき消したのだから。

　はは、と不動は小さく笑う。自じ嘲ちようでもなく、嘲笑でもない。

　ただなんだか嬉しくて、つい笑ってしまったのだ。

「……ありがとう」

　小さく呟く不動の声は聞こえなかったのだろう、ヒナが不思議そうに首を傾かしげた。

「うぃ？　何か言った？」

「いや、なんでもない。それよりヒナ。触れられるなら、一撃で倒たおせるんだよな？」

「うん。一いつ瞬しゆんの一撃で。昨日のバジリスクと同じようにね」

「それならいい。俺が奴やつの注意を引くから、近づいていってくれ」

　不動のその言葉に、ヒナが「おっ」と驚いたような声を上げた。

「この乙おと女めも戦せん闘とうに参加オーケー？」

「ああ、怪け我がしないようにするならな。最後にもう一度だけ聞く。本当に俺の攻こう撃げきを防げるんだな」

「もち！　異能ならなんでもござれだ！　あっ、そういう意味では震しん天てん雷らい、だっけ？　は厳しいかも」

「分かった。震しん天てん雷らいはなるべく使わない。なら、行くぞ、ヒナ！」

「オッケー！」

　不動は飛び上がり、ヒナは物陰に隠かくれて機を窺うかがう。

　土蜘蛛は回復を終えていた。だが、死んだ子蜘蛛ぐもはさすがに再生できないのか、胴どう体たいの一部分は剝むき出しの状態だ。

　怒いかり狂くるっているのか、かちんかちんと不動に対して威い嚇かくしてくる。

　不動は遠えん慮りよなく火界咒をぶち込んだ。高温高圧の嵐あらしが研究室内をかき回す。少し心配になってヒナを見やるが、彼女は火界咒の範はん囲い内でも普ふ通つうに動いている。

　炎ほのおの嵐の中、土蜘蛛は人工筋肉を軋きしませながら、さらなる怒りをためて不動を見み据すえる。

　ググッと身体からだに力が入るのが分かった。瞬間、網状の糸が吐はき出される。

　不動は火界咒を止め、真横に全速力で逃げた。壁かべに激げき突とつしそうだったが、大剣を思い切り壁に叩きつけ、無む理り矢や理りブレーキをかける。

　勢いをなるべく消した不動は壁を蹴けり、方向転てん換かんをすると土蜘蛛の頭上に向かって飛んでいく。

「『降ごう魔まノの剣つるぎ』」

　大剣の刃は縁ぶちが真っ赤に染まる。異常な熱量に、土蜘蛛が何らかの危機感を覚えたのだろう、素す早ばやく駆かけて逃げていく。

　不動は土蜘蛛の後ろ姿に大剣を突きつけた。撃鉄が持ち上がり、叩きつけられる。

　発はつ砲ぽう音と共に放たれるのは、貫かん通つうし内部で爆発する凶きよう悪あくな弾丸。それが巨きよ大だいな蜘蛛の胴体の霊れい装そう部分に突つき刺さった。

　爆発した震天雷は、霊装を吹き飛ばし、土蜘蛛の内部に深々と突き刺さる。血液と肉にく片へんが飛び散り、金属を擦こすり合わせたような蜘蛛の悲鳴が響ひびきわたる。

「トドメだ」

　降ごう魔まノの剣つるぎで脳天を断たち切ろうと、背部から火か炎えんを噴ふきだし、全速力で向かっていく。

　土蜘蛛も迎げい撃げきのために振ふり向いた。糸を吐き出そうと身を強こわ張ばらせる。

　不動は糸を回かい避ひするために方向転換をしようと、身体を反転させる。

　糸が吐き出され、回避できる──と思った瞬間だった。

　突とつ然ぜん、蜘蛛の糸が消えた。

　文字通り、跡あと形かたもなく。

「なんだ？」

「フドー、気を付けて！　糸を気体にした！　次は……」

「⁉」

　ヒナの言葉が終わらぬうちに、その変化は起きた。

　白はく濁だく色の粘ねん質しつ状の物体が、いつの間にか全身にまとわりついていたのだ。

（気体から固体に変えて、捕とらえやがった）

　強度は極きよく端たんに落ちるだろうが、空を飛んでいる獲え物ものを落とす程度の事はできる。事実、噴ふん射しや口を塞ふさがれてしまい、不動はそのまま床ゆかに落ち、叩たたきつけられてしまう。

　さらに最悪な事に床に粘ねん着ちやくして、上手うまく身動きがとれない。全力で引き剝はがせば取れそうだが、時間がかかる。性質上、この糸は溶とかしたりする手段が使えない。

　土蜘蛛は勝ち誇ほこったかのように牙を鳴らすと、ゆっくりと近づいてくる。

　目前まで迫せまり、牙を近づけてくる。

　ヒナの読み通り、恐らく牙に突き刺されると問答無用で液化されてしまうだろう。

　絶体絶命。

　けれど不動は笑う。

「お前にもう少し知能があれば、全部わかったんだろうけどな」

　自身が、おびき寄せられた事に。

　不動の視界で唯ゆい一いつ液化していない机と机の隙すき間まから細い腕うでが、土蜘蛛の脚あしに伸びるのが見える。

　それは何の危険もなさそうに見える。だから土蜘蛛は察知できなかった。

　ぺたり、と指先がついた瞬間だ。

「『管理者権限ヴアシリアス・エクスシア』執行」

　その声と共に土蜘蛛の身体がビクッとのけぞると同時に、霊装が粒りゆう子しとなって消え失うせた。バラバラと土蜘蛛の身体から落ちる子蜘蛛。本体である土蜘蛛は六つある目を濁にごらせ、その巨きよ体たいを床の上に沈しずめた。土蜘蛛はもう動かない。

　あまりにも静かな終わり。

　土蜘蛛の死と同時に、不動に絡からみついていた糸も消えた。

「よっしゃ、フドー！　やったぜぃ！」

　グッと親指を立てて、満面の笑えみを浮うかべるヒナ。

　不動はそんな彼女に優やさしい笑顔を向けて、同じように親指を立てたのだった。







「貴方あなたがどうして『災害イフエステイオ』なのか、その意味が本当に分かった気がするわ」

　野や次じ馬うまが研究棟とうの周りに集まり、ざわざわと騒さわがしい中、黄色いテープの内側にいた虎とらの着ぐるみを着た少女──若王子宇美が無表情にそう言った。

　彼女が見上げる先にあるのは、学園に付属する大学の研究棟、なのだが、見るも無残な事に焦こげ付いた穴だらけになっていた。

　遠慮なく壁を蹴ったり、室内で火界咒を連発していたため、このような惨さん状じようになっていたのである。

　穴の開いたチーズのようになってしまった研究棟を見上げていた宇美は、不動に視線を移す。その表情には感情の変化はあまりない。

「討とう伐ばつしたのなら、別にいいのだけれど。死者は出ていないようだし。後は学園側が貴方の罰ばつを決めるだけだもの」

「責められるより、淡たん々たんとし過ぎてなんか逆にかなり傷つくぞ」

「それが私クオリティなのよ」

　やはり、宇美は淡々としている。

　不動は何とも言う事ができず、話題を逸そらす。

「やっぱりあの男は見つけられなかったのか？」

「ええ、どこを探しても白スーツの男──功真巽はいなかったわ」

「……そうか」

「とりあえず一件落着といったところかしら。巽の方は私たちが追うようにするわ」

「また、何か仕し掛かけてくるんだよな、あいつ」

　憎ぞう悪おを滲にじませて言うと宇美は、首を横に振る。

「深追いはやめなさい。いくら貴方が強くても手に負える相手ではないわ」

「……」

　納なつ得とくしていないような顔をする不動に、宇美は小さくため息をつく。

　と、そこで不動は少し気になる事を思い出した。

「……そういえば、一つだけ、いいか？」

「何かしら？」

「いや、気にしすぎだと思うんだけどな、あの男がさ、意味深な事を言ったんだ」

「意味深なこと？」

「『キミら天衣師ヴアスカニアに我らの土蜘蛛は見つけられない』って。倒せない、じゃなくて見つけられないって。土蜘蛛は研究室にいたのにもかかわらず」

「貴方を通す気はなかったという風にとらえる事ができると思うけれど。そうね、確かに気になるわね」

　宇美は自分を納得させるようにもう一度頷うなずいた。

「九頭龍が一匹ぴきだけの土蜘蛛を育てているとは限らないもの」

「やっぱりその可能性があるよな。もしかして、まだこの学園にいる可能性が……？」

「無きにしも非あらずね。それか都市のどこか、かね。ヒナはこのまま継けい続ぞく的に通わせておくわ。いいわね？」

　くいっと横を向いて隣となりにいたヒナに尋たずねる宇美。

　ヒナは嬉うれしそうな笑みを浮かべ、元気よくこくりと頷いた。

「もちろん！　というか、できれば長い間いたいね！　私、学園生活って体験した事なかったからさ！　うーみんもどう？」

「私もきゃっきゃっうふふな青春を過ごしてみたいけれど、役割があるから無理ね」

「そっかー……残念だぬーん。あっ、そだ！　今度、空いた時間に遊びにいこー。プールとか温泉とか。肌はだを露ろ出しゆつしよーよ」

「そうね、水着の付き合いと裸はだかの付き合いもたまにはいいかしら。考えておくわ」

　無表情の宇美とニコニコ顔のヒナは、約束を交かわす。

　不動はふと不思議に思って、首を傾げた。

「二人って仲良いのな。プロの陰陽徒ってみんなこんな感じなのか？」

　問いかけると、ヒナはふるふると首を横に振る。

「んーにゃ。うーみんとは昔からの付き合いなの。竹馬の友的な？」

「百合ゆりな関係でもあるわ」

「マジで⁉」

「冗じよう談だんよ」

　しれっと宇美は無表情でそんな事を言う。

　……表情は変わらないが、宇美は意外に気さくな人間なのだろう。

　なんとなくヒナと宇美が友達であるというのは納得した。類友だ、こいつら。

「とりあえずは次の情報が入るまで待機しててちょうだい。何か気付いた事があったら遠慮なく連れん絡らくしてくれて構わないわ」

「分かった」

　九頭龍の事を思い浮かべているのだろう、不動は険悪な表情を浮かべている。表情は相変わらずだが、ほんのり困ったような雰ふん囲い気きを宇美は醸かもし出す。

　けれど、首を横に振って何かを振り払はらう。

「それでは解散していいわよ。後で口座番号を教えてちょうだい。今回の報ほう酬しゆうを一応出すわ。ただ働きはさせられないものね」

「ああ。……意外に義ぎ理り堅がたいな、若王子は」

「違ちがうわ、義務だもの。人が果たすべき、義務。だから特に感謝はしなくていいのよ」

　宇美は「それではさようなら」と言って、現場の方にてくてくと歩いていってしまった。

　不動は彼女の珍ちん妙みような後ろ姿を見ながら、良く出来た人間だな、と思っていた。

　ヒナがにやにやしながら見つめてくる。

「うーみんに惚ほれた？」

「なんでそうなる。まあ、確かに面おも白しろいし、今後、友達として接したいとは思うかな。十二支だし」

「じゃあ私は私は？　プロの陰陽徒で、なーいすばぁうでぃーな私は？　惚れた？」

「変態属性がなければ最高だと思う」

「なんてこった！　それがなかったら、フドーに惚れられていたのか！」

　ヒナはぱしんと自らのおでこを片手で叩いたかと思うと、にゃははと笑顔で不動を見つめる。やはり彼女はどんな時であろうと相変わらずの綺き麗れいな笑みを浮かべている。

　なんだかこの笑顔を見ていると清すが々すがしい気分になるのだ。

「んじゃ、フドー行こう！　一いつ緒しよに下校して、青春しよー！」

「はいはい」

　呆あきれたように言いつつ、不動もまんざらでもないようにヒナと共に歩いていった。







　宇美は部下に指示を出しながら、別の所では違う思考をしていた。

　焼け焦げた室内。粉々に壊こわされた機材。乱雑で、まるで巨きよ人じんが暴れたかのようになった研究室。散らばっている土蜘蛛の破は片へん。

　これらはすべて禍獣の仕し業わざではなく、一人の少年がやったのだという。

　プロではない学生が。

　とても信じられない。自分やヒナのような『特別な存在』ではない人間が、こんな事をやってのけたとは。

　ヒナいわく外傷を負わせて追い詰つめたのは一人でやったというが、三、四メートル級の土蜘蛛はたとえプロでもそれなりに苦戦するはず。





九鬼不動。現在の家族は妹が一人いるだけ。

過去に九頭龍のテロに巻き込まれた経験があり、その際に両親は死亡。

彼自身も生死を彷徨さまよう大おお怪け我がを負う。

絶望的と思われたが、とある鍛人アルテイストと封印師イリニの力によって命を助けられる。






　そう資料には記されていた。

　特とく殊しゆな生おい立ちではあるが、彼の力とは結びつかない。

　……重要な情報が欠落しているのだろうか？

　面白いと、宇美は思う。

　だけど、それは不動の生い立ちや力の事ではなく、もっと内面的なものにだ。

　特殊な力があるのは別にいい。興味があるのは別の事。

　彼が力を振ふるう理由。彼が何を目的として力を持とうとしているかの理由。

　宇美はとても気になっていた。

　彼女にしては珍めずらしく、ヒナ以外の一人の人間に興味を覚えたのだ。

　憎にくしみ、だけではないだろう。

　確かに彼は九頭龍や禍獣に対して過か剰じような憎悪を示していたが、それだけでは生きていけない。もっと心は荒すさんでいるはずだ。

　ではなんだろう？　十二支を目指す理由とは？　ここまでやれる精神的な強さとは？

（興味深いわね。とても気になるわ）

　──でも、まあ、今はとりあえずいい。彼とはもう一度会えそうだし。その時じっくり接してみればいい。

　今はヒナを守ってくれる最高のナイトであるという保証が得られただけでいい。

「本当に最高ね。『災害イフエステイオ』なんて。『天災』であるあの子にぴったり」

　宇美はぐちゃぐちゃになった世界を見つめながら、一いつ瞬しゆんだけ微笑ほほえんだ。







　第三章　彼と彼女と彼女が思う事







　午後六時を回る。今のシオス・ポリスの季節は春の初めに『設定』されており、この時間帯だと暗くなり始める。上空に作られた人工太陽は、以前の世界と同様に東から西に移動するようになっているため、西側の空にはブドウ色が広がっていた。

　白い電灯が点灯し廊ろう下かを照らす中、不ふ動どうとヒナは教室へと向かっていた。

　教室へ続く長い廊下を二人並んで歩いていると、ヒナが顔を真横にしながら、覗のぞきこんできた。少し、にやにやしている。

「やっぱりフドーってば強いんだねえ。テロリストを撃げき退たいしちゃうし、禍獣フアンタズマをやっつけちゃうし」

「撃退っていうか、禍獣はともかく、あの巽たつみって奴やつ、まだ余よ裕ゆうって感じだったし。騒さわぎが起こったから退ひいた、って感じだったけどな」

　そう。余力は十分にあったはずだ。

　それでも逃にげたのは、応おう援えんに駆かけ付けられる事を想定していたのだろう。

　いや、それにしては簡単に退いたような気がする。あの土つち蜘蛛ぐもは何らかの作戦に使おうとしていたのだろうに。

　やはり替かえがあるか、別の思おも惑わくがあるのだろうか。

「ふぉーん。でも学生がテロリスト相手に戦えるだけでもすごいと思うけどねえ。うーんと、フドーの武纏フオロって迦楼羅カルラっていうんだっけ？　能力なんだっけ？　資料読んだけど、何なに分ぶん、武纏は専門じゃないから、もうちんぷんかんぷん」

「俺の迦楼羅は基本は熱操作。衝しよう撃げき波はに徹てつ甲こう榴りゆう弾だん、ヒートブレード的な能力があるな。……ってそういえばヒナの専門ってなんだ？　なんかしょっちゅう現場入りして禍獣を祓はらってるっていうのは知ってるけどさ。普ふ段だんは何やってるんだ？」

　ヒナは陰陽徒メヲトの間では有名ではあるけれど、どういう立場の人間なのかはあまり知られていない。

　触さわるだけで禍獣を一瞬で倒たおす力があるから、禍獣の被ひ害がいに遭あった場所に赴おもむくぐらいは知っているが普段は何をしているか。先ほどの宇う美みとの会話からするに、違う学校に通っている訳でもないようだが。

　ヒナは不動の質問に、視線を斜ななめ上に向けて考え込む。

「私の専門は祓う他ほかに、禍獣の生態に関して調べる事かな。学者か研究職に近いかも。普段は禍獣の探たん索さくに使えそうな資料の吟ぎん味みをしてるよ」

　その言葉に不動は納なつ得とくする。たしかに先ほどの土蜘蛛との戦せん闘とうでも、ヒナの知識が無ければ不動はもっと苦戦していたはずだ。

「禍獣って、元の生物の行動をそのままするから、資料を基もとに対策を練ってるんだよ。何気に普段の私も重要なお仕事しているんだよん」

「そうだったのか。じゃあ、禍獣に関する事は若にやく王おう子じよりヒナの方が詳くわしいんだ？」

　むふん、とヒナが腰こしに手を当て豊満な胸を張る。

「まあにぇー。うーみんはどっちかっていうと、戦闘とか何かの捜そう索さくに向いてる陰陽徒だし、そういう知識はそんなにないかな。必要最低限って感じかも」

「そうなのか。……ん？……戦闘って、あれでか？」

「そうだよーん」

「本気であの武纏で戦うのか？　霊れい装そうしても手足だけなんだろ？」

　気体的な異能を防ぐ事に関しては、身に纏う鎧よろいの部分はあまり関係ないので気にするべきではないが、物理的な攻こう撃げきは別だ。宇美のあの着ぐるみでは、殴なぐられたり潰つぶされたりしたら、確実にダメージを受けるだろう。

「ふにゃふにゃの外装でも一応、耐たい刃じん、耐薬品とか、一通りの機能はあるって言ってたけどねー。あっ、手足以外にも霊装できるって言ってたよ」

「ああ、なるほど。段階的に霊装できるタイプなのか。なら……」

「可愛かわいい被かぶりものが追加されるんだって」

「ほんとに何がしたいんだ、あいつ！」

　被り物って！　デフォルメされた可愛らしい虎とらの被り物が霊装できるのか。

　どんな欠けつ陥かん武纏使ってんだ、奴は！　と不動は、相変わらず意味不明な宇美の事を考え、頭を抱かかえた。

　と、不動は一つある事を思い出した。

「……若王子って別名みたいな物があるのか？」

「別名、大おお虎とら少女みたいな？」

「そんな学名の話じゃねえ」

「えー、じゃあなに？」

「ほら、あの男が言ってた『レベリオン』って若王子の異名か何かかと思ってな」

　巽は確かに言っていたはずだ。耳慣れない言葉だったため、不動は鮮せん明めいに覚えていた。

「……いや、あの場合、護衛って言ったからヒナ、の事か？」

　そこまで告げて、不動は何も反応をしないヒナに違い和わ感かんを覚える。

　見ると、ヒナは目を見開いていた。

　いつもの彼女がするとは思えない、驚きよう愕がくに若じやつ干かんの怯おびえが混じっている表情。

　でも、それも一瞬。彼女は微笑みを浮うかべ首を横に振ふる。

「違ちがうよ。うーみんにそういう異名はないし、私は『大祓の巫女エピシミア』だし。何かの聞き間違いじゃないかな？」

　いつもの微笑み、と思ったが若干、雰ふん囲い気きが違う。不動はすぐに地じ雷らいを踏ふんだ事を知る。

　少しだけ好こう奇き心しんが刺し激げきされたが、これ以上、彼女に聞いても教えてはくれないだろう。

　明確な拒きよ絶ぜつがあったから。

　不動は、視線を逸そらし、話題を変える事にした。

「土蜘蛛の捜索は今後、どんな風にやる？　今回みたいな感じで放課後でいいか？」

「それなんだけど、たぶんもう学園アルモニアにはいないんじゃないかな」

「なんでそう思うって……いや、なんで今、それを言ったんだ？　若王子は知ってるのか？」

　ふるふるとヒナは首を横に振る。

「知らないよー。というか、知られたらうーみんってば容よう赦しやなく私のこと、ここから退学させるもん。だから黙だまってたんだもーん」

「もーんって、いやいやいや、それはダメじゃないのか？」

　ヒナはぷふーと頰ほおを膨ふくらませた。

「私だってたまにはこういう風に制服とか着てみたいんだもんね。学校とか新しん鮮せん過ぎる、というかぶっちゃけ面おも白しろい。青春良いよ、ほんとに」

「……気になってたんだけど、ヒナや若王子って学校通った事ないのか？」

　してはいけない質問であったような気がしたが、どうにも気になって、口にしてしまった。

　案の定、ヒナは少し言葉を選ぶように視線を泳がせながら言う。

「うん。家庭内教育、みたいな？　うーみんと私って生まれが少し特とく殊しゆで、早々に独自の教育させられてたんだよね」

「元々あんな力持って生まれてきたのか？　若王子も？」

「うーん、まーねー。うーみんも私とは違うけど特殊だし」

　やはり地雷だったのか、言葉に詰つまったようにヒナが生返事をする。さすがに不動はこれ以上突つっ込んだ事は言えず、口を噤つぐむ。

　気まずい沈ちん黙もくが立ち込める。不動は違う話題を必死に模も索さくするが、話し慣れているという訳ではないため、すぐには思い浮かばない。

　沈黙を最初に破ったのはヒナだった。

　ぽむ、と今の気まずさが噓うそだったかのように、手のひらを打った。

「そだ。明日学校、お休みだよね？　フドー一いつ緒しよにお出かけしない？」

「え？」

　不動が困こん惑わくしていると、ヒナはにーと笑えみを浮かべる。

「デートデート！　こーこーせーなら、青春してみたいじゃーん！」

　そう言って、ヒナは不動の耳元に口を近づけ、囁ささやく。

「土蜘蛛捜そう索さくも含ふくめて、ね。もしかしたら、都市にいるかもしれない」

　接近したヒナから離はなれるように、一歩真横に避よけてヒナに向き直る。

「……それなら、俺よりもプロと組んだ方がいいんじゃないのか？」

「それじゃあ、ダメなんだよね。言ったでしょ、デートって」

　雰囲気にいつもの清すが々すがしい快活さがなく、どことなく意地悪なオーラが漂ただよっている。

「……それにいやらしい話だけど、フドーも十二支に関して少しでもポイント稼かせぎたいんじゃない？　一人でもいいだろうけど、私といた方が何かと良いと思うよ。私もフドーと一緒なら、色々と都合がいいし」

　うぐっ、と不動は押し黙る。

　どうしようかと悩なやむ。別に話に乗ってしまっても問題はない。でも不動は自分の力量を過度に超こえる事だけは基本的にしないようにしている。

　やればできる、そういう根こん性じよう論はあまり好ましく思っていないのだ。やるためにあらかじめ訓練をやる、が不動のスタンスだ。もちろん退けない場面では、根性で押し通す事があるけれど。

『過度』でなければいい話なのだ。少しレベルが高いくらいが、自身を向上させるためには良いのだし。

　今回の件は、ギリギリオーケーといった所だろうか。

「分かった。行く」

「おおー、マジで⁉　フドーとデート、おデートだぅっ！」

「デートデート連呼するな。捜索の方に関しては危険だと判断したら、すぐに退くからな。最悪、今回の事は若王子に報告する」

　相当嬉うれしかったのだろう、ヒナは片目をつむり、親指を立ててきた。

「オッケー。まあ、そこんとこは無問題！　土蜘蛛捜索に当てる時間、一厘りん程度だし！」

「０・１％程度しか当てられないのか⁉」

「お手洗いに行って戻もどってくる時に探せばいいのだよっ！」

「そんなとこにいてたまるか！」

　トイレに土蜘蛛って、それはどんなホラーだ。

　不動は頭を押さえながら、ため息をつく。

「まあ、別にいいや。怪あやしそうなところがあったら、探すみたいな感じでいいのな？」

「そんな感じでー」

　いつものニコニコ顔に戻るヒナ。彼女はむふふと笑いながら、くるくると楽しげに回りだす。

「でぇと、でぇと、ふどーと、でぇとぉ！」

「あんまり、大きな声で言うなよ」

　人がいないとはいえ、もし聞かれて誤解されたらどうする。困るのはそっちだろうに。

と、そんな事を思っていると、前方の不動らの教室の扉とびらが開く。

　普段は清潔感溢あふれる白が基調の滑すべりがいい扉なのだが、今は何故なぜかゴゴゴゴゴゴと妙みように重々しい音を立てている。

　思わず固まる不動。微かすかだが、殺気を感じ取った。

　扉から顔を半分出して、睨にらむような目つきで見つめてくる新にい嘗なめ満み月つきが現れた。

「……待ってた」

　彼女は言う。かなり低い声で。

「遅おそいから、心配した。電話しても、出ない。禍獣が、出たって。もしかしたらって、思ってた。なのに……デート？」

「あれ？　満月？　なんか雰囲気がいつもと違うぞ？」

　不動は顔が引きつってしまう。

「心配した。なのに、不動は」ジャコ！「鼻の下、伸のばしてた」

「満月⁉　今なんか不ふ吉きつな音が混じってた！」

　金属でできた危険な筒つつのスライドを引いたようなそんな音だった。

　色々と危険を感じて不動はとっさに満月の対角線上にいたヒナの前に立つ。

　同時に、小さいが確かに聞こえた満月の舌打ち。

「満月、どうした⁉　いつものお前じゃないぞ！」

　なんだかいつもと違って、とてつもなく攻撃的だ。

「私、不安だった。そんな時、デートの約束した」

「ああ、気に入らなかったのな。それは謝る。ごめん」

「……」

「…………」

　一いつ瞬しゆんの間の後、満月が首を傾かしげる。

「……で？」

「え？」

「不動。それだけ？」

「えっと……」

「巨きよ乳にゆうなんて、滅ほろびればいいのに」

　満月がこの世の全すべてを恨うらんだかのようなダークな顔をしながら、教室へと引っ込んだ。

　どぅるんどぅるん、ゔぃいいいいいいいん、と世界の断だん末まつ魔まのような不吉な音が聞こえてきたと思ったと同時に、また教室から顔を半分出してきた満月の足元に、がりがりがりがりと木こっ端ぱが散らかりだす。

「満月⁉　なに⁉　なにを持ってる⁉」

「この世で最さい凶きようの武器。あらゆる物を引き裂さくもの。チェーン的なソー」
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「ら、らめえええぇ！　そんなの使ったら、私の身体からだ簡単に斬きれちゃうよぉ！」

「後ろ！　頼たのむから黙っててくれ！」

　とてつもなく危険な状じよう況きようになってしまったため、不動は軽くパニックに陥おちいった。というか、何故に満月はチェーン的なソーを教室で持っていたのだろう。

　不吉な音が廊ろう下か中じゆうに響ひびく中、不動は自身の失態が何かを考える。

　そして思い至る。

「満月！　お土産みやげは何がいい？」

「………………………………………………………………………………………………殺さつ」

　満月が教室に身体をひっこめたと思ったら、いきなり何かを粉々に壊こわすような音が鳴り響いてきた。時々、何か巨きよ大だいな物を組み立てるような音すら聞こえてくる。

「みつきぃぃいいいいいい⁉」

「にゃはははは！　予想以上の朴ぼく念ねん仁じん！　フドーフドー、そこは私とのデートを撤てつ回かい……は論外だから、みっきーも誘さそわなきゃ」

　あたふたとしていた不動は、きょとんとした顔をヒナに向ける。

「え？　でも、満月はあんまり外出るの好きじゃないんだよ。だから誘わないようにしてたんだけど」

「あらん？　もしかしてみっきーとは、あんまり外で遊んでないの？　仲良さげなのに？」

「うん、まあな。あっちが気まぐれで、外に出たがった時は別だけど。まあ、大たい抵ていその時は予定入ってて、遊べないんだけどな」

「チョップす」

「ふぎゃ！　なんだよ！」

　不動がヒナにチョップされた頭を押さえていると、むにゅりと頰を引っ張られてしまった。

　ヒナは笑顔だ。怒おこっている雰ふん囲い気きはないけど、面おも白しろがっているという雰囲気もない。

「ダメだよん、フドー。それは色々とダメん。ほら、みっきーにも声かけて」

「いいのか？　土蜘蛛の事もあるし」

「それは一厘だけって言ったっしょ？　だから無問題」

「……ああ、確かにな。なら満月がいても問題ないか」

　なるほど、と頷うなずく不動にヒナは何故か呆あきれたような表情で吐と息いきをつく。

「それで納なつ得とくしちゃうフドーもフドーでダメな気がするけどねー」

「え？」

「にゃんでもなーい」

　頰から手を離して、くるりと背を向けるヒナ。若じやつ干かんだが、すねているようなのは気のせいだろうか。

　何はともあれ、今は満月である。このままでは教室は巨大な兵器になってしまう。

「満月！　ちょっとストップ！　出てきてくれないか？」

　不動が呼びかけると、音が止まり、細かい資材まみれになった満月が顔を出してきた。かなりご立腹のようで荒すさんだ目つきをしている。

「できれば、もしよかったらでいいんだけど、一緒に来ないか？　多い方が楽しいし、たまに満月とも遊びたいしな。ていうか、休みに満月とも一緒にいたい」

「…………」

　満月は少し怒いかりが治まったのだろう目の鋭するどさが消える。何故だか顔が徐じよ々じよに赤くなってきた。

　不動は首を傾げる。

「ダメか？」

　ぶるぶると首を横に振ふる満月に、不動はホッとして安あん堵どの息をつく。

「なら、良かった。じゃあ、今度の休み、よろしくな」

「……うん」

　顔を真っ赤にして、満月は頷く。

　そんな不動と満月を見つめ、ヒナはぼんやりと思う。

（あれ、天然なんだよなあ。罪深いねえ）







　帰宅した不動は、満月と明めい花かと共に夕食を済ませた。その後は電池が切れたように、布ふ団とんへと倒たおれ込む。

　頭が妙に熱い。風邪かぜではない。それは分かっている。いつもの事だ。

　武纏を使った後は、よく起こる事なのだ。

　自分は他人とは大きく違ちがう。違うようになった、と言うべきか。

　人より強い力を発揮できるのは、『頭の中に入っている物』のおかげなのだ。

　これがなければ、不動は凡ぼん人じんと言ってもいいレベルのはずだった。

　だから、この熱も受け入れている。仕方ない、と。死ぬわけではないのだから。

「……でも、ダルい」

　唸うなりながら、不動は目を閉じる。なんとか布団の中に入り込んで、目を閉じる。

　幸い、眠ねむりに落ちるのを邪じや魔まするものではなかったため、ゆっくりと意識が沈しずみ込んでいくのを体感する。

　そして、『いつもの夢』を見るのだろうな、と思いながら、不動は眠りに落ちた。







　夢だ、と自覚するところから、それはいつも始まる。

　明めい晰せき夢む。けれど、夢を操あやつる事はできない。

　そもそも操るようなモノはなかった。

　その世界は闇やみに包まれていた。何もない世界。自分すらいない世界。

　ただ、声だけが聞こえる。

『貴方あなたの望みはナニ』

　そう、問いかけられる。誰だれか分からない何かに。

『教えて。貴方の求めるモノ。望むモノ。欲よく望ぼうを』

　再び聞こえる問いに不動は考える。

　自分の欲しい物、求めるモノ、望むモノ、それが何なのかを。

　そして、すぐに彼の根源ともいえるモノに思い至る。

「…………俺は……」







　ちゅんちゅん、と雀すずめの鳴き声が心地ここちよい。

「んあ？」

　不動はいつもの見慣れた木目の天てん井じようを見つめ、内心、首を傾げた。

　夢を忘れた訳ではない。むしろ、はっきりと残っていた。曖あい昧まいな点は一つもない。問いかけてきた声の特とく徴ちようなどをすべて思い出せるのだ。それが逆に違い和わ感かんとなって現れた。

　ずいぶん前から見るようになった夢だ。

　武纏を使い始めてからだろうか。頭に熱を帯びると、決まってあの変な夢を見るのだ。

　と、もう一度、その事について考えてみようとしていたら、にゅっと誰かに顔を覗のぞき込まれた。

　まあ、誰か、というのは一人しかいない訳だが。

　明花だ。とろんとしたやる気のなさそうな目でこちらを見下ろしている。

　この九く鬼き家には不動と妹の明花しかいない。両親はもとより、世話をしてくれる親しん戚せきなどは一人もいないのだ。

　不動は、寝ねぼけ眼まなこで明花を見上げる。

「……何してんだ、明花」

「起こそーとしてたー。じゃーん。あーにーを起こす萌もえる妹大全ー」

　てれってれー、と口で言うあたり、ノリはいいがスローなためどうにもいろんな意味で締しまらない。ちなみに明花は確かに『萌える妹大全～萌える妹百種～』という謎なぞの分厚い本を読んでいた。

「今ねー、起き床しようへーん。子供っぽいぱたーんと、つんでれーなタイプと、しっかりーなものがあるー。エロスな部分もあってねー、これは、こう、乗っかって、こするーというー図解つきー」

　可愛かわいい妹の口から危ない言葉が出てきたため、不動は一気に目が覚めて、叫さけぶ。

「その本捨てろ！　今すぐ捨てろ！　どこで手に入れた、それ！」

「しょーまー」

「殺す。奴やつは絶対に殺す。妹に変なもん貸したあいつは殺す」

　筋肉質なつんつん頭の友人に殺意を抱いだきつつ、明花からおかしな本を奪うばい取る。「あーう」と悲しそうな顔をされながらも、ラップで包んで紐ひもや鎖くさりで縛しばって錠じよう前まえをかけ、明花では決してほどけないようにして、ゴミ箱にぶち込んだ。

「あーにーでんじゃらーす。あーにーは、いもーとが萌えなくてもおーけー？」

「構わねえ。一向に構わねえ」

　というかすでに明花は萌えるかどうかはともかく、十分に個性的なキャラを持っている。今いま更さら何を付加しようというのだろう。

　不動はため息をついて、頭をわしわしと搔かく。

「まあ、いいや。とりあえず、起こしてくれてどうもな。ごはんにするか」

「おー、……あー、そーいえばねー、るーりーいるー。きょーお休みでごはん作りにきてくれたー」

　おっ、と不動が目を見開いた。

「こんな朝早くにか？　休み日なのに悪いな、本当に」

「るーりーはサービス精神がいっぱいな姉ー。現在ー裸はだかえぷろーん」

「マジで⁉」

　柄がらにもなく不動が興奮したかのように早足になって台所に向かう。

　無理もない。あの清せい楚そな瑠る璃りがそんな淫みだらな格好をしていると聞いたら、誰だって興奮してしまうだろう。不動は人の好意には疎うといが、一応は男の子なのである。

　九鬼家は広い。古風な木造住宅だが、庭もあり、寝しん室しつに使う部屋は四つほどある上に、居間には十人ほど入っても余よ裕ゆうがあるほどだ。

　長い廊下を突つき進み、不動は裸エプロンの瑠璃がいるという台所の戸を開け放つ。

「あっ、おはようございます、不動くん」

　確かに瑠璃はいた。エプロンを装着して、コトコトとみそ汁しるや卵焼きなどを作っていた。

　だが、裸エプロンではなかった。

　むしろ、露ろ出しゆつが控ひかえめなロングスカートとシャツを着ている。

　不動は四よつん這ばいになって項うな垂だれた。その際に、ずがんと頭を床に強く叩たたきつける。

　さすがに驚おどろいた瑠璃は、みそ汁と卵焼きを焼いていたコンロの火を止め、駆かけ寄ってくる。

「ど、どうしたんですか、不動くん！　一体なにが……⁉」

「いや、なんでもない。ただ、なんか……俺は自分が穢けがれてるなって思って」

　ふっ、とニヒルな笑えみを浮うかべる不動。訳が分からずおろおろしている瑠璃の下もとにこの惨さん劇げきを作り上げた張本人である妹、明花がやってきて、簡潔に説明した。

「あーにーは、るーりーが裸えぷろーんをしていると思ってー興奮してただけー」

「え？　ええ⁉　な、ななな、なんで私が、は、はは、裸えぷろんなんてしなくちゃいけないんですかっ！」

　ぼふ、っと顔を真っ赤にして抗こう議ぎする瑠璃に向かって、顎下に手を添そえて、きらーんと決め顔をつくる明花である。

「るーりーには滲にじみでーるエロスがあるからやってると思ったー」

「エロスなんてありません！　もう明花ちゃん、不動くんやわたくしをからかわないでください！」

「あーにーは期待して興奮してたー」

「は、はい⁉　ふ、ふどうくんが、わ、わたくしの……？　そ、そんな、ふどーくん？」

　顔や耳を真っ赤にした瑠璃は、未いまだに立ち直れずにいる不動に、しゅばっと顔を向ける。

　不動は、ふるふると顔を横に振った。

「何も聞かないでくれ、こんな穢れた俺の言い訳なんて。悪いの明花じゃない。少しでも期待して想像した俺なんだ」

「………………………………………………………………………………ふにゅ……」

　その不動の暗に「見たかった」という言葉に瑠璃は限界点を突とつ破ぱして、鼻血を噴ふいて倒れてしまった。床ゆかに血の海が広がる。

　明花はその惨さん状じようをぼんやりと一度眺ながめてから、何事もなかったかのように瑠璃の代わりに朝ごはんの支し度たくをするのであった。

　九鬼家は今日もとても平和だ。







　デートの日にふさわしい快晴……そんなのは当たり前だ。シオス・ポリスは環かん境きよう制せい御ぎよを施ほどこされているため、基本的に休日や祝日に当たる日は快晴になるように設定されている。

　世界は一度滅ほろび、情報が秘ひ匿とくされていた技術の大半は失われた。人類から失われた技術の最たるものが、環境制御システム天巡アグリだ。現在の世界の環境制御は、人間の手によって二十四時間態勢で行われている。

　しかし、それ以外の世界に普ふ及きゆうしていた物に関しては、復興が進んでいる。

　武纏の発展に伴ってある程度外の世界に進出が可能になり、レアメタルなどの鉱石の採取ができているので以前とさほど変わらない生活を送っているのだ。

　また生物の力を引き出す星雲石ネビユラのおかげで、かつては実現できなかった技術の開発も進んでいる。もっとも星雲石は見た目によらずエネルギーを食うため、新たな技術は爆ばく発はつ的に広まったわけでもない。

　いつも通りの快晴を特に喜ぶわけでもなく、不動は二人を待っていた。

　と、一台の車が公園の外で止まり、満月が出てくる。

　満月は淡あわい色のやや丈たけの短いワンピースに、綺き麗れいな靴くつとニーソックスを履はいていた。背せ伸のびし過ぎず、かと言って自らの体格を卑ひ下げしない彼女に合った服装だった。

　髪かみの毛はまだちょっと跳はねている部分もあるが、いつも以上に頑がん張ばったようで清楚な雰ふん囲い気きを出せている。唯ゆい一いつ、服装と合っていないのは両りよう脚あしにごつい自動拳けん銃じゆう型の護浄アルニシがある事だろうか。用心に越こした事はないため、問題はないだろう。

　彼女は不動を見つけると、ぱたぱたと走り寄ってきた。

「待った？」

「俺も今来たところだ」

　テンプレートな会話をすると、満月はほんのり嬉うれしそうにした。

　彼女はをキョロキョロと辺りを見回す。

「……巫女みこは？」

「まだ来てないな。まだ三十分はある」

「私が先に来たから、私の勝ち。つまり二人で遊ぶ」

　ちょっとだけ意地悪なドヤ顔をして、そんな事を言う満月である。

　不動は彼女の頭をこつんと叩く。

「そんなルールは定めてないからな。仲間外れは良くないだろ」

　不動がたしなめると、満月はぶすーと頰ほおを膨ふくらませた。

　そういえば、と不動は思う。ヒナはどんな服装でくるのだろうか。

　まさか巫女服で来たりしないよな、と思う反面、それもありかと微かすかに思っていた。

　思考にふけっていると、周りが妙みように騒さわがしくなってきた。どうやら公園にいる全員がおかしなものを発見したらしい。

　不動は内心、嫌いやな予感がしつつ、周りが注意を向けている方へと視線を向ける。

　そこには期待を裏切らない虎とらの着ぐるみを着た少女──若王子宇美が歩いていた。

　隣となりに私服を着たヒナもいたのだが、宇美のインパクトが相変わらず強すぎてしっかりと確かく認にんできなかった。

　不動を見つけると、ヒナは駆け寄ってきたが宇美はのんびりとしたペースを崩くずさない。

「やっほ、フドー！　待った？」

「こんにちは、待たせたかしら」

「いや、俺も今来たところだ──ってなんで若王子がいるんだよ」

「ヒナの護衛よ。まあ、すぐに貴方あなたに委い託たくするけれど。ちゃんと武纏は持っているわね」

　不動が腰こしに差している『迦楼羅』に目を向けると、無表情ながら宇美は満足したように、こくこくと頷うなずく。

　不動はふと宇美を見て、不思議に思った事を口にする。

「若王子は、どんな時にその着ぐるみ以外の物を着てるんだ？」

「私の私服が気になっているのかしら？　やはり貴方は相当なエロスね」

「だからなんでだ⁉　気になるだろう、普ふ通つう！」

「私服姿の私をねっぷりのっぷり舐なめまわすように視し姦かんするつもりなのね」

　ポッとまたも無表情で頰を赤らめる宇美である。

「するか！　なんでお前は着ぐるみ以外の姿を恥はじらう！　俺はその姿の方が恥ずかしいと切実に思う！」

「そうかしら。ところで可愛い子がいるわね」

　宇美はするりと不動のツッコミをスルーして、満月の方に向く。

　無表情な宇美の視線が小こ柄がらな満月を射い貫ぬいた。変わらない表情＆おかしな格好の少女に満月はビクつく。

　宇美は満月に手を伸のばし……頰をむにっとつまんだ。

「うにっ！」

　そのまま、むにむにしまくる。

　むにむに、みょーん、みょーん、むにむに、みょみょーんと満月の柔やわらかほっぺで遊ぶ宇美である。心なしか宇美が楽しそうに見えるような。

　宇美と満月の戯たわむれる姿を見つめる不動の隣に、ヒナがやってくる。

「うーみん、可愛いものが好きだからなー。あの武纏もそういう理由で選んじゃった所があるらしいし」

「そういう理由で選んだのか。でも、あの変な武纏、オーダーメイドじゃないんだな。少し安心した」

　さすがに作る側も頼たのまれたら、困こん惑わくしてしまうだろう。まあ、オーダーメイドじゃないというのなら、単純に趣しゆ味みで作ったであろう阿あ呆ほな鍛人アルテイストがいるという事になるのだが。

「堪たん能のうしたわ」

　満足したように言って、宇美は最後に満月を撫なでると、不動に向き直る。

「それではヒナを任せるわ。どうか私の親友をよろしくね」

「ああ、任せとけ」

　不動がそう返すと、宇美はこくりと頷いて来た道を引き返していった。

　相変わらず何とも不思議な人間である、宇美は。

「ところで、フドー！　うーみんに気を取られていたけれど、どうだ、私の私服はっ！」

　バッとヒナは不動から離はなれ、自らの服を見せつけるように左右に手を広げる。

　まともな服装ではあったが、不動はちゃんと見る事ができなかった。

　灰色のロングシャツの前を開け放ち、内部のシャツを露出させている。そのシャツ、質素な白い色合いだが、襟えり元もとが大きく広がっている形で彼女の豊満な胸と合わさり、何ともきわどい。

　下もデニムのショートパンツと足首よりちょっと上程度のブーツを履いており、綺麗な脚あしを惜おしげもなく露出している。

　髪は三つ編みにしており、柔らかそうな二つのぽんぽんがついた帽ぼう子しを被かぶっている。

　錫しやく杖じようは持ってきていたが、さすがに剝むき出しのままは不味まずいと判断したのだろう、楽器ケースの中に入れてあった。

「……どうだって言われても……」

「あら？　可愛かわいくなかった？　チョイスミス？」

　ほんのり、しょんぼりした雰囲気を示すヒナに、不動は慌あわてて首を横に振ふる。

「いや、そんな事ない！　可愛いって！　すごく似合ってる！」

「お、ほんとに？　そう言われると、嬉しいなー」

　にゃひひ、とヒナがくすぐったそうに照れて笑う。直球で嬉しがられると、不動もさすがに赤くなってしまう。

　と、不動の袖そでをついつい、と引っ張る者が一名。

　見ると満月がむっすりしながら、不動を見上げていた。

「ん？　どした、満月？」

　ナチュラルにそう聞き返してしまう不動。鈍どん感かんな彼に満月はむむーと、より不ふ機き嫌げんになって、ぷいっとそっぽを向いてしまった。

　あれ、と首を傾かしげる不動に、ヒナがそっと耳元で囁ささやく。

「みっきーの服装も褒ほめなきゃ。私だけ褒めたら、ダメだよ」

「あっ……満月」

「……」

　満月は、不機嫌なままこちらを向こうとはしなかったが、真面目まじめに彼女を見ながら言う。

「可愛いよ。いつもより、ずっと。髪も頑張ったんだろ？」

「……っ」

　顔を逸そらしたままの満月が、ぼふっと一気に耳まで赤くなった。煙けむりが噴き出そうな顔になった彼女は、そろそろと手を伸ばし、キュッと不動の手を握にぎると消え入るような声を出す。

「……ありがとう」

「あ、ああ」

　満月にお礼を言われて、不動も何故なぜか恥ずかしくなってしまう。しっとりとした満月の手も緊きん張ちようを倍増させてくる。

　ドキドキしている不動のもう片方の手をヒナが取って、こちらもキュッと握る。

「仲間外れはいやん。それと早く遊びにいこー」

　ヒナは自らの胸に押し付けるように不動の腕うでをとる。満月も対たい抗こうするかのように身体からだ全体で不動の腕を包むかのように、抱だきしめた。

　双そう方ほうの柔らかい感かん触しよくに不動は顔を極限に真っ赤にする。

「ちょ、くっつき過ぎだ！　離れろ！」

「いやーん」

「いや」

「二人してなんなんだよ、一体！」

　不動は嬉しいけれど、なんだか泣きたい気持ちにもなって、叫さけぶのだった。







　シオス・ポリスは上空から見ると、巨きよ大だいな羅ら針しん盤ばんのような形になっている。城じよう砦さいの中には中心に円形の大きな行政区があり、そこから延びるように四方向にそれぞれ大きな都市があり、それらは階層状になっている。

　内部の円形の『中央区』と呼ばれる場所が最大の面積を誇ほこり、さらに都市の重要な機関が数多くある。都市全体の環かん境きようを制せい御ぎよする環境制御塔とう──通つう称しよう『天あめの御み柱はしら』もここに存在している。

　不動らが住むのは、一番外側の階層の都市だ。四方向にある都市はそれぞれ産業的な特色があり、不動らが住む都市には居住関係を向上させたため、学園や娯ご楽らく施し設せつが数多くある。

　蒼帝学園アルモニアのような大きい陰陽徒育成の機関もあり、アミューズメント地区という娯楽関係の施設を詰つめ込まれた地域もあるほどだ。

　現在、不動とヒナ、満月はこのアミューズメント地区に遊びに来ていた。

「うひゃっ、人がいっぱいいるねえ。ごちゃごちゃだ、ごちゃごちゃー」

　アミューズメント地区内では車の通行は制限されているため、道路は石いし畳だたみがずっと続いており縦じゆう横おう無む尽じんに人が歩いている。ショッピングモールやレストランなども完備されており、朝から晩まで遊べる仕様となっているのだ。

　さすがに恥ずかしいから離れてもらった不動は、二人と共にとりあえず店を見て回りながら、今日の目的である遊園地を目指す事にした。

「んにゃ、あっちいこーあっち！」

「…………はしゃぎすぎ」

　巨大なアーチがかかっているモールで、不動は二人の行きたい所についていく事にした。

仲が悪そうな二人だが──どちらかというと満月が警けい戒かいしている点が大きい──どちらも店を回っている時は興きよう味み津しん々しんで、服やアクセサリーを楽しそうに見せ合っていた。

　回っていく店も喧けん嘩かせずに決めて、というか全部見て回ろうとしているらしく、一つ一つ物色していたのだった。

　不動は安心して二人を様子を見ていたが、ふと目に留とまるモノを見つけた。

　男の子がぴーぴーと泣いている。

　どうやら、親とはぐれてしまったのだろう。小学三、四年生といった所だろうか。

　周りはその子供の事に気付いてはいるが、誰だれも近寄らない。集団の心理、という奴やつだろう。他ほかの誰かが注意を払はらわない限り、ほぼ確実に周りはその事に注視しない。たとえ人が倒たおれていても、通り過ぎる人がいる、という実験結果もあったはずだ。

　誰しも集団から外れたくないという心理があるため、つい知らぬふりをしてしまうのだ。

　不動はどうしたものか、と頭を搔かく。別に助けてあげてもいいのだが、何なに分ぶん、目つきが鋭するどいため子供に警戒心を抱いだかせてしまうのだ。

　でも、このままでは決まりが悪いため、さらに泣かれる覚かく悟ごで行こうとしたのだが……。

「そこのキミ、どうしたんだぁい！」

　横から元気のいい少女、というかヒナが突つっ走って子供の下もとへ行く。

　目線を合わせるようにしゃがみ込み、聖母のような微笑ほほえみを浮うかべる。

　子供はそれを見て、少しだけ泣く勢いが弱まる。

　そして、ヒナは、

「おっぱいアタック」

　むにゅっと子供の顔を自らの胸に押し付けた。

「何やってんだ、阿呆」

　いきなりのヒナの暴挙に不動は後頭部にチョップを入れる。

「アウチ！　フドー、なにするんだよぉ」

「それはこっちのセリフだ！　出会い頭がしらの子供に何てことしやがる！」

「性的興奮を覚えれば泣き止やむと思って」

「この年で変な性せい癖へきに目覚めたら、俺はこいつの親に何て言えばいいんだ！」

　幸い、突とつ然ぜんすぎるためと、ほとんど一いつ瞬しゆんであったため、子供は驚おどろいていただけだった。

　疲つかれた吐と息いきをついた不動は、ヒナと同じようにしゃがみ込んで、視線を合わせる。

　上から見てはさすがに威い圧あつしてしまう。

「迷子か？」

「……んー」

　目を伏ふせ、歯切れの悪い返事をする。やはり警戒、というか少し怖こわがっている。見知らぬ大きな二人に囲まれては、どうしていいか分からなくなるのだろう。

　と、そこに満月が歩いてくる。

　満月の方が大きいが、基本的にそんなに身長が変わらない二人。

「…………」

「…………」

　しばし、見つめ合う。

　子供がヒナの方を向いて、満月を指さす。

「お姉ちゃんのこど──」

「だまれ」

　ばしん、といきなり満月が子供の頭を引っぱたいた。

「みつきぃぃぃぃぃ⁉」

　これまたいきなり行われた暴挙に不動は柄がらにもなく驚いた。

　子供は泣きはしなかったが、相当痛かったのか、頭を押さえて涙なみだ目めでぷるぷる震ふるえていた。

　不動は、つーんとそっぽを向く満月の肩かたを押さえる。

「どうした、満月！　いきなり叩たたくなんて」

「悪いのは、そっち。私の事、子供扱あつかいした」

「文字通り、私の子供でね！……はっ、つまり夫はフドーかっ！　って、あぅち！　みっきー、やめ、あぁ！　叩かないで、マゾに目覚めそう！」

　両手をバタバタさせて、ヒナを叩く満月である。

　そして、満月の猛もう攻こうに対し、なんだか嬌きよう声せいっぽい悲鳴を上げるヒナ。

　……なんだろうか、この阿あ鼻び叫きよう喚かん。

　一通り叩いた所でびくんびくんと地に伏すヒナを見て満足したのだろう、満月はくるりと振り返り、子供と真正面から対たい峙じする。

　むん、とない胸を張り、威い張ばったような年上アピールを精せい一いつ杯ぱいする。

「私の方が年上。敬意を払う」

「おれと同じくらいのくせに」

　いきなり叩かれた恨うらみからか、むーっと満月を睨にらみながら言う。

「違ちがう。私は高校生。そっちよりも絶対に上」

「うそだ！　こーこーせーってもっと、あのお姉ちゃんみたいのを言うんだぞ！　お前、ぺったんぎゃ！」

　べちん、と満月はビンタをぶちかました。

　頰ほおを押さえて泣きそうになる子供。それでも女の子に泣かされまいという意地か、耐たえている。

「それ以上言ったら、往復ビンタ」

「うっせばーか！　ぺったんぺったんぺったんぺったん！　うちのクラスの奴でももっと膨ふくらんでるっつーの！　ぺったん魔ま人じん！」

「…………」ジャコ！

「満月ダメだそれはいけない」

　銃じゆうを引き抜ぬいて、スライドを引いた満月にさすがに危機感を覚えて、後ろから押さえる。

　ぎぎぎぎぎぎ、と歯を食いしばる音と、力を入れ過ぎてるあまり筋肉が軋きしむ音が鳴っている。それほどまでに頭に来たらしい。

　はあ、とため息をついて不動は子供を見やる。

「もう許してやってくれ。……それに迷子になったんだろ？　母親探してやるから」

「ちげーし！　迷子なんかになってねーし！　おかーさんが迷子になったんだし！」

　満月の前で弱みを見せまいとしているのだろう、そんな事を言っている。

　ふん、と満月は鼻を鳴らす。

「……泣いていたくせに」

「なんだと、ぺったん大だい魔ま王おう！」

　レベルアップした。

「……っ！」

　銃は収めたが、拳こぶしを固く握にぎりしめ、今にも殴なぐり飛ばそうとする満月である。不動はそんな彼女を押さえながら、どうしたものかと空を見上げる。

「んにゃー、そうだ。キミ、名前なんていうの？」

　と、地面に伏していたヒナが、むっくり起き上がると笑え顔がおで声をかける。

　満月と喧嘩をしていた子供は、突然の事にきょとんとして、顔を赤くしてそっぽを向く。

「浩こう介すけ。伏ふし野の浩介」

「私は空そら巡めぐりヒナね。んで、こっちのちょっと目つきの鋭いお兄ちゃんは九鬼不動。こっちの可愛かわいい子は新嘗満月」

「別に可愛くねーし。ブスだし」

　ふん、と鼻を鳴らして言う浩介に唸うなって威い嚇かくする満月。

「そんな事ないよー。ところで浩介くんは、お母さんとはぐれたの？」

「お母さんがはぐれたんだし」

「そっか。なら、お母さんを見つけよっか。迷子になったお母さんも浩介くんがいなくて不安になってると思うし」

　くるり、とヒナは顔だけこちらに向けてくる。

「ここらへんに交番か迷子センター的なものってある？」

「たぶんあると思う。案内板見てみようか」

　ヒナは浩介の手を握って立ち上がる。

「お姉ちゃんと一いつ緒しよにお母さんを見つけてくれる所まで行こう？」

「………ん。わかった」

　渋しぶ々しぶ、というか恥はずかしそうに赤くなりながら、ヒナに連れられていく。その後ろ姿を見て、不動は少しだけ感心し、満月は「へっ」とふてくされたようにしていた。







　放送を行った後、すぐに浩介の母親が現れ、事なきを得た。母親に何度も頭を下げられ、何かお礼を、と言われたがそこまでしてもらうのも悪いため、丁てい重ちように断る。

　色々とあったが、ようやく遊園地に到とう着ちやくした。

　環かん境きよう制せい御ぎよの力をふんだんに使ったアミューズメントパーク。グレードは他と比べたら低い方だが、だからといってつまらないという訳ではない。

　無重力下を体験できるスペースワールドや空間制御によって見た目以上に内部は広く、一定の法則であちらこちらに繫つながる扉とびらが設置される不思議な謎なぞ解き迷めい路ろ。

　異能的ではないアトラクションもあり、バーチャルリアリティ、いわゆる仮想現実世界において本格的なストーリー仕立てのお化け屋や敷しきや禍獣を倒すゲーム、とある映画などに自ら入って体験する事もできる。

　他にはジェットコースターや観覧車などの古き良きアトラクションも存在している。

中流階級にとっては、ここでも十分楽しむ事ができるのだ。

　どのアトラクションから入ろうか、と思っていると不動はちょいちょいと袖そでを引かれた。見やると、満月が何か言いたそうな顔をして、見上げてきている。

「何かやりたいの決まったのか？」

「うん、あれ。クリアするとぬいぐるみもらえる」

　満月が指す方には、バーチャルリアリティの施し設せつがあった。

　どうやらその中の、ゲーム関係のものをやりたいらしい。近くに行って見てみると満月の言うとおり、クリアすると特典としてぬいぐるみが手て渡わたされると説明された。

　不動は特に異論はなく、ヒナに顔を向ける。

「最初、あれでいいか？」

「いいよーん。おもしろそーだし」

　バーチャルリアリティ施設内部は、受付ホールを抜けると薄うす暗ぐらく映画館のように階段状になっていた。それぞれの段には卵の形の人一人入れる機械が鎮ちん座ざしている。いくつかの機械には人が入っていて、すでに埋うまっている。

　ゲームには幾いくつか種類があり、年ねん齢れい別にできるゲームが違う。

　キッズゲームは魔ま法ほうの杖つえのような護浄で小さな生き物を助ける、というものだ。サンプルプレイ画面には四～五歳くらいの少年少女が、小さな禍獣をキラキラとした光が出る護浄で星雲石を浄じよう化かし、一いつ生しよう懸けん命めい助けている。見ているとなんとも微笑ましい。

　不動たちの年齢に合ったものは、大きめの禍獣と武器を持って戦うものだ。もう一つ上、十八歳以上が対象のものになると流血表現もあるそうだ。

　不動たちが選んだのは、街中に現れた禍獣を時間内に倒たおすものだった。

「武纏を選べるのか。属性・火、水、雷かみなり、土、氷以下多数……結構面おも白しろそうだな」

　現実とは全く違うが、霊れい力りよくゲージなるものもあるらしく、自動回復するが使いすぎると技わざが出せなくなるらしい。マップ上にはアイテムがいくつかあり、武纏の強化や霊力の回復などを行える物もあるとか。

「マルチプレイ、する」

「おお、三人プレイできるんだ。……ふへへ、フドーとみっきーと私の３ぷひぃ！」

　何やらヒナが変な事を口走りそうだったので、後頭部にチョップ。

「そんなのもあるのか。三人でやるか」

「……うん」

　三人、という言葉にちょっとだけ渋しぶったものの、満月は頷うなずいた。

　ちょうど三つ空いている場所があったため、不動と満月とヒナは入り込む。

　中にある頭を覆おおうヘッドマウントディスプレイを装着しゲームをスタートした。

　スタート画面が爽そう快かいな音楽と共に現れ、アバターの選せん択たくから武纏の設定を行う。不動は慣れたものということで、火属性を選択する。

　と、浮ふ遊ゆう感かんを味わい、気付くといつの間にやらぼろぼろになった街中に不動は立っていた。人はまったくおらず、見み渡わたす限りでは不動だけである。

「へえ、結構リアルなんだな」

　昔はキッズ系のメルヘンチックな世界観のものしかやる事ができず、今のように荒こう涼りような世界は初めて見る。

　と、物もの珍めずらしく辺りを見回していると空から、ぽとんと一人の少女が落ちてくる。

　青い髪かみをしたグラマーな大人の女性だ。バイザーをして素す顔がおを隠かくしているが、恐おそらく相当な美人であるのが窺うかがえる。

「ヒナ？」

「…………違う」

「満月かっ！」

　願望が現れ過ぎだろう、いくらなんでも。

「……そういう不動は安易過ぎると思う」

「普ふ通つうに男選んで決定しただけだからな」

　中肉中背で現実と違う所は、細かい顔のパーツと短たん髪ぱつにしている所ぐらいだ。

　確かに傍はたから見るとつまらないかもしれない。

「じゃあ、ヒナは？」

「ここだ」

　とてつもなく野太い声とともに、どすんと何か巨きよ大だいなものが背後に降ってきた。

　振ふり返れば、二メートルの巨きよ漢かんが腕うでを組んで立っている。

　何故なぜかレスラーっぽいＶ字型のきわどい衣装を纏まとい、もじゃもじゃした胸むな毛げや腕の毛を晒さらしまくっている。深緑色のボロボロのマントを身に着け、片目は十字の傷で塞ふさがれた隻せき眼がん。

　なんだかとてつもない百ひやく戦せん錬れん磨まの漢おとこが立っていた。

「…………………………………………………………誰だれ？」

「ヒナ大たい佐さと呼べぃ」

「ちょっと待て！　なんでよりによってその姿⁉」

「えー、格好いいじゃん」

「声こわ色いろまで変えるなよ！　その姿と声でその口調はヤバい！　って、くねくねするな！　怖こわいわ！」

「はぁはぁ、せ、戦場ではこういうのも、あ、あるんだよね……」

「どういうのだ！　やめろ！　息を荒あららげながら、わきわきした手を向けるな！」

　大男がそんな風に迫せまってきたら、冗じよう談だん抜ぬきで貞てい操そうの危機を覚える！　怖い！

「……二人とも真面目まじめに。くる」

「お、おお。もうゲーム始まってるんだよな」

「ドキドキだなあ。ハイスコア狙ねらいたいねえ」

　口々に言いながら、不動らはこの世界の町を荒あらしているという巨大なサソリの禍獣と対たい峙じするのであった。







「いやー、結構難しかったねえ。でも面白かったなぁ」

「確かにな。でも霊力ゲージが俺にはどうにも扱あつかい辛づらかった」

　んんー、と伸のびをするヒナと同じように不動は身体からだをほぐす。

　二人は早々にゲームオーバーになったため、リタイヤしてしまった。もちろんコンティニューは数回したが、どうにも慣れず、ゲームオーバーを何度も繰くり返してしまったため、一いつ旦たん出る事にしたのだ。

　ちなみに満月はまだ続けていた。ゲーム関係には自信があるのか、一人でステージを進めている。入り口付近にあるモニターでは、そんな彼女の勇姿が映し出されていた。

銃じゆう器きを片手にグラマーな満月は巨大な禍獣と一人で渡わたり合っている。

「おお、みっきー強いなあ」

「使ってる武器も銃じゆうだしな。あいつ銃の腕、かなりいいし」

「そうなんだ」

「ああ見えても、俺らの学年で一番だからな、銃も封印師イリニの技能も」

「何気にエリートさんなんだね、みっきーってば」

　ふぉーん、と感心したようにヒナは頷く。

　満月は愛あい玩がん動物であるが、そうとは見えない優ゆう秀しゆうな人間なのである。だからこそ、不動の相棒として禍獣の討とう伐ばつに当たる事があるのだ。

　彼女だからこそ、安心して不動は戦っていられる。

　彼女は守りたくなるような外見をしているが、実際には守る必要はほとんどない。むしろ『守ってくれる』存在なのである。

「んじゃー、みっきー終わるまでジュースでも飲んで待ってようかにぇー」

「だな。もう少しかかりそうだし」

　身体は動かしていないが、どうにも疲つかれてしまった。

　一応、やめる前には伝えたが満月にはメールを入れておき、不動とヒナは受付ホールにある自じ動どう販はん売ばい機きからジュースを買い、ベンチに並んで座った。

　さすがに隣となり合わせに座るほど親しくないため、真ん中の空間は空いている。

　ヒナはそこらへん無む理り矢や理りに迫ってくるタイプではないため、何事もなくジュースを飲み始めた。……セクハラ発言は多数あるが、実際にされた事はないのを思い出す。

　思い返してみれば瑠璃が鼻血を噴ふいて倒れた事を言った時も、初めはケラケラ笑ったがすぐに心配して、捜そう索さくを切り上げてもいいような事を言っていた。

　短い付き合いだが、ヒナは思っている以上に気き遣づかいをする子だということに不動は気づいていた。

　しばらく二人とも無言でジュースを飲む。

　でもこのジュースを飲む間の沈ちん黙もくは、不思議と気まずくはなかった。

　ヒナは脚あしをパタパタとさせ、どこか上じよう機き嫌げんだ。

「同年代の子と遊ぶのってやっぱり楽しいなー」

「プロだと遊ぶ時間がそんなにないのか？」

「うん。それに、なんていうか、私って少し特とく殊しゆだからさ。あまり外、出歩く事、好ましく思われてないんだよね」

「あの禍獣を一いち撃げきで倒した力の事か。そんなに特殊なものなのか？」

　そう訊きくと、ヒナがうーんと唸うなって天てん井じようを見上げる。言おうか言うまいか迷っているのではなく、言うべき事と言わぬべき事を選別しているようだった。

「まあね。機密保持的なもの。理由は話せば納なつ得とくできるけど、話せないという」

「どうしようもないな」

「まったくね」

　はははー、と軽い調子で話を進めていた。

　と、ヒナが不動の顔を見つめて、少しだけ躊躇とまどう素そ振ぶりを見せる。顔を正面に戻もどし、紙コップに視線を向けたまま、ゆっくりと口を開いた。

「フドー、あまり怒おこらないでほしいんだけど、いい？」

「何がだ？」

「ごめんね、九く頭ず龍りゆうの件に関かかわらせて」

「……」

　固まってしまう。いけない、と思いつつも、もはや反射的だった。

　ヒナが怯おびえたように身を縮ませる。

「急にごめん。こんなとこで、こんな事、言って」

「いや、別に。そっか知ってるんだよな。俺が昔、九頭龍のせいで家族を失った事」

　不動は自分の両親を、九頭龍のテロに巻き込まれて失っている。その際、不動は大おお怪け我がを負い、生死の境を彷徨さまよい、妹の明花は禍獣に対して深いトラウマを背負った。

「……やっぱり恨うらんでるの？」

「当たり前だ。仕方がない、なんて納得できるほど俺は物分かりはよくない」

「そっか。ごめん、本当に……」

「別に謝らなくていい。むしろ感謝してる」

「え？」

　少しだけ驚おどろいた顔をして、不動の方を向いた彼女は身を強こわ張ばらせる事になる。見てしまったのだ、彼の目の中に宿っている黒い憎ぞう悪おの炎ほのおを。

「ずっと求めてた。あいつらに復ふく讐しゆうできる機会を。少しでもいい、手がかりが摑つかめただけで満足だ」

　ヒナは慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「……殺すの？　あの巽って人も」

「俺の邪じや魔まをするなら。そして九頭龍を滅ほろぼす」

　すべてを奪うばった相手からすべてを奪ってやる。そう思い、今まで生きてきた。

「……」

　あまりの不動の言葉にヒナは言葉がでなかった。不動はそんなヒナの様子を一いち瞥べつすると、雰ふん囲い気きを和やわらげて続けた。

「って言っても、別にそれが俺の全すべてって訳じゃないけどな」

「……？」

　息を吐はき出し、ベンチに深く身を預けた。

「だってそれって癪しやくだろ？　なんであいつらのために俺が生きなきゃならないんだよ」

　そんなの馬ば鹿からしい。そう思っている。

　不動は復讐のためだけなんかに生きたくはなかった。

「ついでで良いんだよ、あいつらを滅ぼすのは。そんでもって禍獣もな。恨みを晴らすのはついでだ。それに……俺は『覚かく悟ご』を決められてない」

「覚悟？」

「人を殺す覚悟。何かを壊こわす覚悟。目的を果たすための覚悟。物事は為なしただけでは終わらないから、それがないなら人を傷つける権利はない」

　人を殺すということは、誰かに殺される可能性をつくるということだ。その人だって誰かに慕したわれているかもしれないのだから。その誰かに恨まれ、殺されそうになるかもしれない。その場合、どうする、という話だ。

「一度始めたら死ぬまで永遠に続く事なんだ。だから、それを続ける覚悟を決めないといけない」

　何かを為す、というのはそういう事だ。

　その責務から逃のがれる事は『死』しかない。

「でも、俺はその覚悟を決められてない。まだ怖いと思ってるんだ。人を殺す事とか、人に殺されそうになる事とか。こればっかりはしっかりと考えて決めたい」

　自分だけならいいかもしれない。しかし、他ほかの人間も巻き込む事だからこそ不動は慎重になる。そうであるからこそ、未いまだ渋しぶっている。明花や、瑠璃に、危害が加わったらどうする。その時、どう対処する。そう思うとどうしていいか分からなくなってしまうのだ。

「だから当面は復讐じゃなくて、『目的』のために力をつけてるって所だな」

「『目的』？」

「傍はたから見ると馬鹿らしい事だから言わない」

「……それってフドーが十二支になるのと関係があるの？」

「まあな。でも、恥はずかしいから、満月にも言ってない。今後、それを言う奴やつは本当に俺の目的と関わってくる奴だけだろうからな。それまでは言わない」

　本当に荒こう唐とう無む稽けいな話だと不動自身も分かっている。馬鹿にされても仕方のない事。だから、おいそれという訳にはいかないのだ。

「そっか。少し、気になるかな、それ」

「もし、ヒナが俺にとってその『目的』のために必要だったら、言うかもな」

「必要だったら、か。誰だれかにとって必要な存在……そうで、あれたらいいな」

「なんでだ？」

　ヒナはしばし、紙コップの縁ふちに口をつけて、黙だまっていた。

　ゆっくりと目を閉じ、口からコップを離はなし、足元に視線を落とした。

「この世界は私にとって敵ばかりしかいないから」

「……どういう事だ？」

　いつもと違ちがい儚はかなく笑いかけてくるヒナ。

「なんだろうね」

　そう淡あわくはぐらかされる。聞かないでくれ、と暗にそう言っていた。

　しばらく、何を言っていいのか分からない沈黙が支配した。

　ふと、ヒナが「もし」と呟つぶやいた。

「……あのさ、もし私が『目的』のために必要だったら、フドーは私を守ってくれる？　色んな人が敵になっても、フドーだけは」

　その言葉には、どこか諦あきらめが感じられ、たとえ望んだ答えがきたとしても信じられない、という思いが微かすかに伝わってきた。

　けれど不動は、そこは間を置かず頷うなずく。

　ヒナのためではなく、迷いなく答えなければ自身の覚悟が軽いものになってしまうから。

「ああ、守ると思う。俺に必要なら」

「だと、良いな。私は、他に何もいらないから、どんな時でも守ってくれる人と一いつ緒しよにいたい」

　告白まがいな事を言われ、不動は若じやつ干かん赤くなってしまう。はぐらかすように話題をちょっとずらした。

「それなら若王子がいるじゃないか？　あいつはヒナを守ってくれるだろ？」

「……うん。うーみんは私の親友だし、守ろうとしてくれると思う」

　してくれると思う、というヒナの言葉に不動は引っかかるが何も言えない。ヒナは、自分を納得させるようにもう一度小さく呟いた。

「うん、そうだと思う」

　でも、その顔は悲しげだ。本当に諦めている、そんな顔をしている。

　けれど彼女はすぐに「うぃー」と唸ると天井を見上げた。

「あー、なんかセンチなままセンチな話したら、気持ちが落ち込んでくる。フドー……あー、頭預けて、なんか恋こい人びとチックな感じになっていい？」

「恥はずかしいから却きやつ下か」

「胸揉もんでもいいから」

「恥ずかしいどころじゃねえ！」

　公衆の面前でいきなり女子の胸を揉むって、どこのアホ野や郎ろうだ。

「こ、興奮しちゃうのかっ！　な、なんてこった、そのままブレーキが大破したフドーに公衆の面前で、はーどなぷれいをきょーよーされるのかっ」

「お前は俺をとことん変態にしたいらしいな、この野郎」

　いつの間にかいつものヒナに戻っていた。

　彼女はケラケラと笑いながら、セクハラ発言をしてくるのであった。

　そんな事をしている内に満月が出てきた。ぽてぽてとこちらにやってくると不動とヒナを見やる満月。不動の方を──ベンチの端はしを見て、座れない事に落らく胆たんの色を示すと、ちょこんと真ん中に座る。

「クリアできたのか？」

「うん。ハイスコア。ランキング、一位」

「すごいな」

「これ、クリア賞品」

　満月は真ん丸な可愛かわいらしいまんじゅうのようなぬいぐるみを見せた。

　どうやらキッズコーナーのゲームに出てくる、星雲石がついていないヴァージョンのキャラらしい。何が元の生物なのかは不明だ。

「可愛いな。すごいすごい」

　不動は満月の頭をなでる。少し嬉うれしそうな顔をして、満月は頭をこねくり回されるのであった。

「もう一つ、もらった。不動にあげる」

「ああ、どうもな」

「あ、いいなー。私も欲しいなー」

　物欲しそうな顔をしたヒナであるが、満月は「むふん」と意地悪な感じに鼻を鳴らした。

「ない。不動と私の分だけ」

「……みっきー。なんだかみっきーの手にもう一つ色いろ違ちがいが……」

「目のかすみ、ブレ、その他諸もろ々もろ。眼科で受じゆ診しんする事を勧すすめる」

「色々とひどいっす！」

　ケラケラと笑うヒナであったが、うーっと物欲しそうな雰囲気を前面に出したままだ。そんなヒナを満月が優ゆう越えつ感たっぷりに「むふー」と見つめている。

　不動はやれやれと頭かぶりを振ふり、満月の頭に手を置いた。

「満月、意地悪ダメな。ちゃんと渡わたしなさい。というかお前、三人分わざわざもらってきたんじゃないか？　しっかり見た訳じゃないけど、確かクリアしても一人一つだよな、それ」

「…………………………………………………係員の人に言ったら、特別にくれた」

　優越顔を一変させ、赤くなってうつむいてしまう。満月はぶっきらぼうにヒナにぬいぐるみを突つき出した。

　ぱあっ、と花が咲さいたように嬉しそうな笑え顔がおを浮うかべるヒナは、満月から受け取ると愛いとおしそうに抱だきしめた。

「んにゃー、どうもね、みっきー！　嬉しい！」

「………………………………」
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　顔を赤らめたまま、満月はつーんと顔を逸そらした。

　そんな光景が微笑ほほえましく、不動は笑いながらもう一度、満月の頭をぽすんと撫なでると立ち上がった。

「……もう一杯飲むかな。満月、ヒナ。飲みたい物あるか？」

「炭酸、飲みたい」

「お茶がいいかなー」

「分かった、じゃ、行ってくるわ」

　二人を残す形で不動は席を立った。







　ジュースを買うついでに、何かお菓か子しでも買っていこうと不動はホールにあった店で適当なものを選んでいた。

　選んでいる間、不動は満月とヒナの事を考える。

　あの二人、相あい性しようが悪い訳ではないのだが、どうにも仲が悪い、というか満月が一方的に警けい戒かいしている。

　満月は本来、人に悪意を向けるのは苦手なタイプだ。

　だからあそこまであからさまなのは珍めずらしい。

（原因はたぶん、俺とヒナだろうな）

　そう思う不動であるが、何も満月が自身の事を好いているから嫉しつ妬としている、という事ではない。

（何か感づかれたかな。ヒナか今回の事に関して）

　満月は見た目によらず優ゆう秀しゆうだ。不動が彼女に求めているのは自分を守ってくれるという事だ。それはあらゆる意味においてだ。戦せん闘とう的にも、身体的にも、ひいては何か危険になりそうな物をあらかじめ遠ざけたり排はい除じよしてくれたりもする。

　満月はヒナに対して、何らかの危機感を覚えたのだろう。不動に何か悪い影えい響きようを与あたえると思ったのかもしれない。だからこそ、彼女を遠ざけようとしている。

　もしかしたら、二人きりにさせたのは間ま違ちがいかもしれない。この機会に満月はヒナに対して何かを言うかもしれない。

　どちらも傷つく、そんな可能性がある。

　不動は少し焦しよう燥そう感かんを覚え、馬ば鹿かでかいカップに入ったポップコーンを一つだけ買い、すぐに二人の下もとに戻もどろうとした。

　しかし、その後すぐに止まることになる。

　それは見覚えのある後ろ姿。

　白いスーツを身に纏まとい、片手に星雲石のついた杖つえを持った男。

　不動は目を見開く。

　ドロドロとした感情が煮にえたぎる。ほとんど無意識だった。

　今まで考えていた事が全すべて思考の外に弾はじき飛ばされる。

　ポップコーンの容器を取り落とした事にも気付かなかった。

　本当に何も考えずに、感情に従い、不動はその男を追いかけていた。

　──それが過あやまちである事を知らずに。







　満月は人を嫌きらうのが苦手だ。

　そもそもそういう感情を向ける事も、向けられる事も嫌いやなのだ。

　そういう感情は、ひたすら、怖こわいと思う。

　いや、そもそも感情そのものが怖いのかもしれない。

　実を言うと人は苦手なのだ。

　不動の場合は、とある事情もあるが、彼の特異性のおかげで少し安心していられる。

　だからこそ彼を守ろうと思った。

　そのためなら、人を嫌う事も辞さない。苦手でも、やらねばならない。

　隣となりに座っているヒナを横目で見ながら、満月は少し考える。

　あからさまに離はなれるべきなのだろう。

　……でも。

　ここでヒナから離れて端はしっこに行ってしまうと後から戻ってきた不動がヒナの隣に座る事になってしまい、結局は嫌がらせにならない。だから、離れるべきではない。

（……完かん璧ぺき）

　こくり、と頷いて満月は現状を維い持じする。断じて、そういうのが嫌だからとかヒナが悲しそうな顔をするかもしれないとかではない。

　ちらり、とヒナを見やる。先ほどのぬいぐるみをニコニコと嬉しそうに見つめている。口元が緩ゆるみそうになるが、すぐにキュッと引き締しめて自分の分を奪うばったと彼女を恨うらむ。

　満月が疑ぎ似じ的な憎ぞう悪おを育はぐくんでいると、ヒナが声をかけてきた。

「ねえ、みっきー」

「……なに」

「頭なでなでしていい？」

「いや」

「そっかぁ。残念だぬーん」

　ヒナは何故なぜか心底残念そうにしている。

　本気で裏表もなく言っているのだから、性質たちが悪い。

　満月は、むずむずとした感じに苛さいなまれながらそう思う。

　と、ヒナが再度満月に話しかける。

「ねえ、みっきー」

「…………なに」

「フドーって優やさしいね」

「…………………………それは違ちがうと思う」

　少し躊躇とまどいながら、そう、口にする。

　かくん、と首を傾かしげるヒナだ。

「うぬ？　違う？　うーんと、どゆこと？」

「不動は優しくない。逆。もしかしたら最低の人間の部類に入るかもしれない」

「ちょ、みっきー！　それはいくらなんでも、酷ひどくないかねぃ」

　ケラケラ笑うヒナに、けれど満月は表情を崩くずさずに首を横に振る。

「本当の事。不動は自分の事しか考えてない。そういう人間」

「でも、みっきーはフドーの事好きなんだよね？　どうしてそんな事を？」

　真しん剣けんな雰ふん囲い気きにすぐにヒナは笑うのを止め、満月を見つめる。空気を読める所は好感に値あたいするが、そんな彼女を自分は今、嫌おうとしているのだと満月は微かすかに思う。

「私は優しい人を好きにはならない。嫌いじゃないけど、苦手。優しい人はきっと私を『守ろう』とするから。私の事、本当に見てくれないから。ただ弱そうだからって守ろうとする」

「……フドーは違うの？」

「不動はちゃんと私の力を信じてくれる。私に守らせてくれる。不動は自分のために、私に守らせるの、自分の事を。だから、不動は最低な人間。でも、だから私は不動が……好き」

　信じてもらえる事は嬉うれしい。それは自分を見てくれている事でもあるから。

　だから満月は不動についていく。それに不動は初め、打算的に人を見て、そういう風に接するが、人として守るべきモラルをしっかり持っている。

　人としての情は確かにあるから、満月は彼の事を好いているのだ。

　そんな彼だからこそ、守ろうと思った。

　だから、今、ヒナを嫌う。きっと彼を傷つける彼女を。

　満月は、キュッと拳こぶしを握にぎってヒナを見やる。

「……私は貴女あなたが嫌い」

「……？」

　突とつ然ぜんの言葉に、きょとんとするヒナ。満月はそんな彼女に辛しん辣らつな言葉を重ねる。

「気に入らない。全部。見た目も性格も、私と違って、欲しい物、全部持ってる。だから貴女が嫌い。……不動に近づいて欲しくない。きっと貴女は不動に好かれるかもしれないから。……何より、貴女は不動を傷つけるかもしれないから。……この前の学校での禍獣の件のように」

　その言葉に、ヒナが大きく目を見開く。

「……！　知ってる、の？　フドーから？」

「違う。予想すれば簡単にわかる。貴女の突然の転入。不動に接近。そしてその日に起こった禍獣の事件。不動の力は対禍獣専用。つなげれば、貴女が何かを不動に頼たのんでいるのは予想できる」

「…………本当に優秀なんだね、みっきーてば」

　ヒナが力なく笑った。皮肉でもなく、ただ本当に賞賛するように呟つぶやく。

「不動に近づかないで。不動を傷つけないで。……これ以上、不動に何かを守らせないで」

　不動に何かを望ませてはいけない。不動は自分の事で精せい一いつ杯ぱい。信じられる人を求めてる。

　不動は全部守ったり、望んだりするほど強くないし、優しくもない。

「今の貴女は、不動に守られるだけの存在。そんなの許せない」

　不動の周りにいるのは、強い人間だ。翔しよう真まは戦いには関係ないけれど、よく彼の愚ぐ痴ちを聞いているし、相談に乗っている。彼の心を支えている。

　瑠璃はある意味、戦闘面で彼を全面的にサポートしている。彼が生きているのは彼女のおかげだ。

　彼が守るのは、妹の明花。それだけ。

　そして望むべきは、誰だれも知らない彼の『目的』。

　不動はそれだけで精一杯なのだ。

　だから、これ以上、何かを増やす訳にはいかない。

　彼は自分の命すら、満足に守れないのだから。何か他ほかに増えたら、彼はその命すら、捨てようとする異常な人間なのだから。

　満月が強い眼まな差ざしと言葉で否定すると、ヒナは薄うすく悲しそうに儚はかなく笑った。

「……ダメかな。誰かに守られるのって」

「別にいいと思う。でも、不動はダメ」

　はっきりとそう言い放つと、ヒナは軽く項うな垂だれ、黙だまり込む。

　どうしようもない沈ちん黙もくに満月は、身を小さく捩よじった。

　と、ぽつりとヒナは小さな声を出す。

「そっか。フドーには守られたかったけど、ダメかな。やっぱり、ダメなんだよね。後からなんて、都合が良すぎるよね。フドーにはフドーが守るものがあるし、おこがましいよね」

　そう、弱々しく言うヒナだ。

「……そう、だよね。守られるなら、守られる側の責任もきっとあるよね。それを全てなしにして、ただ守られるなんてそんなのあっちゃいけない」

　ずるいよね、と呟いたヒナは今にも泣きだしてしまいそうだった。

「……分かってるけど。でも……」

「…………」

　いつもの彼女ではなかった。

　……いや、いつものではないが、本来の彼女なのだろう。

　何もかもを諦あきらめたような表情に声こわ色いろ。何かに怯おびえて、何かにすがりたい弱い人。

　きっと彼女は誰よりも弱い。

　いつもは弱い自分を覆おおうために、陽気な殻からを被かぶっているのだろう。

　やっぱり、ヒナとは相あい性しようが良いと満月は思う。

　もしかしたら、普ふ通つうに接する事ができたら、仲良くできるかもしれない。

　満月はキュッと拳を握る。

　でも、これでいい。自分は彼女を嫌う。これでいい。彼女に嫌われる。これでいい。

　満月は小さな身体からだに力を込めながら思う。

　けど、ヒナは満月に淡あわく笑いながら言う。

「みっきー。ありがと。なんだか諦めがついたよ。やっぱりみっきーの事、好きだな」

「…………」

　異常だ、と思う。ヒナはおかしい人間だ。

　人は嫌われたら、その人を嫌うはずなのに。何を好き好んで、嫌った奴やつを好きになるというのだろう。

　そんな心の声が聞こえたかのように、ヒナはぽつりと言う。

「私は誰かを嫌う権利なんてないよ。誰かを恨む権利も、誰かに怒おこる権利も。……そういう意味では、誰かに助けを求める権利すらないんだろうけどね」

「…………」

　意味は分からない。でも訊きかない。彼女に同情したくないから。

　自分は彼女を嫌わなければならないから。不動のために。

　そこから、二人は黙りこくる。気まずい沈黙が二人の間に立ち込める。

「……不動の所に行ってくる」

　耐たえきれず、満月は立ち上がり、不動の下もとへ行ってしまう。

　追いかける事ができず、ヒナは身体から力を抜ぬいて項垂れた。

「一人になっちゃった」

　そう呟いた、そんな時だった。

　前から、一人の人間が近づいてくる。

　白いスーツを着た、男が。片手に杖つえを持ち、揚よう々ようとした足取りでやってくる。

「それでは騎き士しがいない間に、姫ひめを攫さらおうかね」

　彼がそう言ったと同時に、バチッと鋭するどい音が聞こえ、ヒナの意識は途と絶だえる事になる。







　第四章　彼女の内に宿る希望と災厄







　巽たつみを追い、不ふ動どうはアミューズメント地区の舞ぶ台たい裏うら、業者が出入りする倉庫まで辿たどりついた。修理機材などを置いておく場所なのだろう。立ち並ぶ倉庫群は一つ一つが異様に大きい。人の気配はほとんどない。

　暗くてよく見えなかった、と思ったが自動点灯が作動して、一気に倉庫内が明るく照らされる。

　不動は倉庫の奥にいた『生物』を見て、身体を強こわ張ばらせた。

「土つち蜘蛛ぐも……！」

　明らかに逸いつ脱だつした大きさだった。推定十メートル。

　倉庫いっぱいに身体を押し込め、静かに不動を見つめている。本体の足元には前見た時とは比べ物にならない数の子蜘蛛が蠢うごめいていた。

　機器で制せい御ぎよされているのかわからないが、幸い成体にはまだなっていない。

　不動はどうするべきか、一いつ瞬しゆん悩なやんだが、前方にいる巽に気付き、頭に血が上ってとっさに駆かけていこうとした。だが。

「待ちたまえ」

　巽の声が、背後から聞こえてきた。

　振ふり返ると黄こ金がね色いろの鎧よろいを身に纏まとい、四つの鈍にび色いろの球体を周囲に旋せん回かいさせ巨きよ大だいな杖を抱かかえる男──功こん真じん巽がそこにいた。

　彼は不動に杖の先せん端たんに開く穴を突つきつけている。彼の傍かたわらに気を失って倒たおれているヒナがいた。

「……は？　いや、ヒナ？　なんでだ？」

　何故なぜ、と思っていると背後から、何か硬かたいものを押し当てられた。嫌いやな感かん触しよく。昔、悪い冗じよう談だんでクラスメイトに護浄アルニシの銃じゆう口こうを押し当てられた時と同じだ。

　……護浄か武纏フオロどちらかだろう。

「動かない方が身のためだと思うがね」

　不動は巽を睨にらむ。

「俺は偽にせ物ものを追いかけさせられてたってわけか。なんのつもりだ？」

「そうだ。君なら追ってきてくれると思っていたのでね」

「……馬ば鹿かにしやがって！」

　とっさに抵てい抗こうしようとしたが、ぐいっとまた銃口で小こ突づかれるように押され、制止させられる。不動は歯を強く嚙かみしめ、ふつふつと湧わく怒いかりを抑おさえ込む。

「引き離はなすのは比ひ較かく的てき簡単で助かった、というべきか。君には感謝している。こうしてヒナ君を手に入れる事ができた」

　巽は言葉通り満足したように頷うなずく。

「なんでヒナを……‼」

「必要だから、とだけ言っておこう」

　だが、と巽は続ける。

「勘かん違ちがいはしないでほしい。私は彼女が生きていなくてもいいのだよ」

「どういう意味だ」

「そのままだよ。だから、君が無む茶ちやな事をしたらうっかり殺してしまうかもしれない。もちろん、生きていてもらった方が助かるから、痛みだけ与あたえて苦しめるかもしれないが。大人しくしていれば、傷つけはしない」

（……くそ）

　この男は人ひと質じちの使い方や『殺さない』という言葉を上手うまく使う。抵抗したら死ぬという線引きを相手に与える事で行動を抑よく制せいしているのだ。無む謀ぼうになった人間ほど怖こわいものはない。だからこそ、殺さないという手段は大事なのだ。

「お前ら、一体何が目的なんだ？」

　そう不ぶ躾しつけに言ったと同時に銃じゆうで軽く殴なぐられたが、巽は不動の後ろにいる者に制止するように片手を挙げる。

「至し極ごく単純な話なのだよ。世界の破は滅めつ、と言えば分かりやすいだろうか」

「世界の破滅？……本気で言ってるのか？」

　あまりにも馬鹿らしい返答に、不動は茶ちや化かされているのではと思ったが、巽は至極真面目まじめに頷く。

「本気だとも。我ら九頭龍は世界を、人類を滅ほろぼす気なのだよ。あるお方のために」

「どうやってだよ。土蜘蛛作って放った程度じゃ、世界なんて無理だ」

「まあ、その通りだろう。あくまでそれは、囮おとりだ」

「囮？」

「ここまで彼女を守ったナイトに敬意を表して、少しだけ教えてあげよう。君は『天巡アグリ』を知ってるかね」

　不動は巽のその問いに眉まゆをひそめる。あまりにも馬鹿げた質問だ。

「知ってるも何も世界が狂くるった元げん凶きようだろ。『環かん境きよう制せい御ぎよシステム天巡』。それが暴走して『天そらの堕おちた日』を引き起こして人類は百億人以上も死んだんだ」

　かつて世界は、一人の天才に造られた環境制御システム『天巡』によって管理されていた。

　制御システムは完かん璧ぺきだったという。だが、何故か暴走を起こして世界は狂ってしまった。

「でも、天巡は伊弉諾イザナギに止められた時に消しよう滅めつしたはずだろ」

「ああ、それは事実だろう。何故、世界が未いまだに狂い続けているのかは、禍獣フアンタズマや星雲石ネビユラが出現したのと同様に未だ不明の事こと柄がらだが、天巡は消滅した事になっている」

「ご託たくはいい。結論を言え」

「だが、その天巡のバックアップが存在しているという事はあまり知られていないようだ」

　不動は固まって、一いつ瞬しゆん思考が止まってしまう。

　あまりにも巽の言葉が衝しよう撃げき的だったのだ。

　彼にとってはその事実はあまりにも大きなものだった。

「……バックアップ？　天巡の？　そんなものが？」

「ああ、実在する」

　キミはそれを見ているはずだがね、という巽の言葉に不動は混乱する。

「見ている？……どういう事だよ」

　巽はゆっくりとその言葉を口にした。傍らにいるヒナを見ながら。




「──空そら巡めぐりヒナ、彼女がバックアップの保持者だ。天巡は彼女の身体からだに宿っている」




「は？」

　突とつ拍ぴよう子しもない発言に不動は思考が停止しそうになった。

　今、奴はなんと言った？　ヒナに天巡が……『宿っている』？

「どういう事だよ。ヒナに天巡？　なんの冗談だ？」

「別に信じようと信じまいと君の勝手だ。私は彼女に少なからず同情する。味方もおらず、それどころか道具として扱あつかわれ、わざとこのような展開にさせられたのだからな」

「何、言ってるんだ、お前」

「知らない方が身のためなのだがね。詳くわしくは宇う美み君にでも聞いてみたまえ」

　不動はなおも言いつのろうとするが、巽はそれ以上は話す気がないらしい。

「長々と話し過ぎてしまった。そろそろ行かせてもらおうか」

　ヒナを抱え上げ、巽は不動の横を通っていく。

「逃にげるってのか？」

「本命は手に入ったのでね。安心したまえ、君を殺しはしない。さすがに宇美君を怒おこらせたくはない。少なくとも彼女の実力は、この都市でトップクラスのはずだろうからな」

「俺が、お前らを逃がすとでも思っているのか？」

　怒ど気きや殺気を滲にじませる不動に、巽はよくそんな感情を出せるものだと感心する。

　きっと彼は一瞬でもこちらが油断を見せたら、すぐさま飛びかかってくるだろう。

「確かにその通りだろう。だから君のことは殺した方がいいのだろうが、他ほかに方法はあるのだよ、九く鬼き不動君」

「……何？」

「君は他者が危機に晒さらされていたらどうする？」

「どういう意味だ？」

「こういう事だよ」

　巽は振り返り、土蜘蛛の方に杖つえを突きつける。

　そこには昨日の研究室で見たような、巨大な機械が鎮ちん座ざしていた。機械に巽が杖を向けた瞬しゆん間かん、バチッと火花を散らし、光り輝かがやいていた機器表面が真っ暗になり、動きが停止する。

「私たちは君の命を奪うばいはしない。ヒナ君は連れていくがね。さて、一つ問おう。この活動を再開した土蜘蛛は君を抜ぬきにしたら、一体、誰だれを襲おそうだろうか？　そしてこの付近には人はいないが、表通りに出れば……どうなるだろう？」

「……お前」

「それでは死なないように、または死なせないように頑がん張ばりたまえ」

　視界の先で巽が消えていくのが見える。同時に後頭部に当てられていた銃口が取り除かれる。

　とっさに振り返るが、すでにそこに人はいない。……武纏使いか護浄使いが能力を使ったのだろう。

　ヒナを助けに行きたい衝しよう動どうに駆られたが、今はそんな事ができる訳がない。

　……優先順位を間ま違ちがえるな。

「『己おのが炎ほのおに正せい邪じやは非あらず』！」

　起動式を叫さけび、霊れい装そうを纏うと不動は大たい剣けんを構えて土蜘蛛に立ち向かう。







　二度目の土蜘蛛との戦い。だが大きさは前回の二倍もあり、今回は自分一人だ。

　脱だつ皮ぴするほど異能が強くなるとヒナは言っていた。ならば、この土蜘蛛は先日戦ったものとは別格という事になる。

　不動は一気に勝負を決めるために、土蜘蛛に向かって飛んだ。

「『火か界かい咒しゆ』！」

　大剣を突きつけ、高温高圧の衝しよう撃げき波はで押し潰つぶす。どすん、という音と共に身が沈しずむ……が、土蜘蛛も激しく抵抗する。脚あしの人工筋肉が太く膨ふくらむほどの力を込め、前へ進み出てきたのだ。

　土蜘蛛の口が不動へと照準を向けてくる。不動は蜘蛛くもの糸を警けい戒かいし、いつでも逃げられるように構えていた。

　その時だ。真上から液体が降ってきたのは。

「⁉」

　鈍にび色いろや赤色のそれを全身に浴びて、体勢を崩くずす。バランスを欠いた不動は、そのままコンクリートの床ゆかに墜つい落らくした。

　全身に響ひびき渡わたる衝撃に、たまらず咳せき込む。

「……なんだ、今の。ってヤバい！」

　不動はとっさに身体を真横にひねり、背部から火か炎えんを噴ふん射しやする。

　同時に不動がいた空間に土蜘蛛の巨きよ体たいが突つっ込んできたのだ。

　間かん一いつ髪ぱつ避よける事ができた不動は、土蜘蛛の方を見た瞬間に血の気が引いた。

　入り口の方向にある壁かべが全部、液化していたのだ。逃げられてしまう。

　そしてすぐに自らにかかっている液体の正体を知る。……天てん井じようの壁を液化してかぶせてきたのだ。実際、真上に視線を向けると一部分にぽっかりと大穴が開いている。

「形態変化の範はん囲いが広すぎる。……人がいる所に行かせる訳にはいかない」

　もし、これが街中に放たれたら、とんでもない事が起こる。

　異能の効果対象は、無機物が限定とは限らない。生き物も物質の塊かたまりであるが故ゆえに、効果が及およんでしまうのだ。異能を防ぼう御ぎよする術すべがほとんどないに等しい一いつ般ぱん人があの土蜘蛛に出会ったら……可能性を考えるだけで不動から血の気がひいていく。

「止まれ、デカブツが！」

　撃げき鉄てつを持ち上げ、震しん天てん雷らいを撃うち放つ。

　がきん、と土蜘蛛の尻しりの霊装にぶち当たった。深くとは言い難がたいが、確かに突き刺ささり、爆ばく発はつを巻き起こす。

　衝撃に、巨体がバランスを崩し、自らが液化させた壁の水たまりに突っ込んでいく。

　ゆっくりと起き上がり、振ふり返る土蜘蛛。かちんかちん、と牙きばを鳴らしている。怒っているのだろう。それでいい。

「……かかってこい、化け物」

　さらに挑ちよう発はつするために、今度は火か界かい咒しゆを叩たたき込む。土蜘蛛は顔に衝撃波を叩きつけられ、怒いかりをどんどんと溜ためていく。

　ぐぐっ、と土蜘蛛が身体に力を込めるのが見えた。

　不動は反射的に脚きやく部ぶから火炎を噴射させ、一気に上じよう昇しようする。そのまま、さきほど土蜘蛛に開けられた天井の穴から外に飛び出す。

　追いかけるように業ごう火かの色をした糸が土蜘蛛から放たれる。

　不動はいぶかしげな顔をして、その不可思議な糸を見ていた。

　糸は倉庫内にある物体にくっついた瞬間、溶とけたのだ。

　液化とはまた違ちがう。今度こそ、酸でも浴びたようにぐずぐずに腐ふ食しよくしてしまったのだ。鉄だろうがコンクリートだろうが、関係なく全すべてが溶よう解かいされていく。

「なっ⁉」

　ぶちり、と土蜘蛛はその危険な糸を口から引き千切ると、空を見上げ、一気に天井──どころか倉庫すべてを液化してしまった。

　見晴らしの良くなった世界で不動は土蜘蛛と見つめ合う。

　不動の頭の中には先ほどの不思議な現象が頭の中を占しめていた。

　あの、不思議な糸。触ふれた物を片っ端ぱしから溶かしていた。触れた物を全て液化する効果でもあるというのだろうか。いや、その可能性もあり得るが違う。今のは液化ではなく腐食だ。ボロボロに崩れていってしまったのだ。

（形態変化であの現象、もしかして……『超ちよう臨界反応』か？）

　超臨界反応──本来、物質は気体、液体、固体の三つのどれか一つの反応しかしない。だが、ある一定の圧力、温度下では気体と液体、両方の性質を持ち合わせる事がある。それを臨界流体と呼び、高い溶解性を示す。

　恐おそらく、あの糸を浴びてしまったら最後、霊装を溶かされた上でそのまま身体もぐちゃぐちゃになる。

　糸に当たれば待つのは死のみ。しかし、近づかなければ倒たおせない。

　土蜘蛛に致ち命めい的てきな一いち撃げきを与あたえるには、『降ごう魔まノの剣つるぎ』しかないだろう。

　腹を括くくらなければ。

　そう決意し、不動は土蜘蛛に大剣を突きつけて、火か界かい咒しゆを発する。

　嵐あらしが巨体をかき混ぜる。踏ふん張っているが、高熱や高圧の前に霊装が少しずつ、削けずれていく。

　土蜘蛛は糸を吐はき出す。今度も黄赤色の物だ。不動はそれに捕つかまらないように、大きく旋せん回かいする。

　土蜘蛛の真上に回り込んだ不動は、撃鉄をシリンダーに叩きつけて、震しん天てん雷らいを撃った。

　頭部を狙ねらったつもりだが、大きく狙いは逸それ、腹部の子蜘蛛が張り付くもっとも厚い部位に突き刺さり、爆発した。

　土蜘蛛は耳みみ障ざわりな叫び声を上げ、一いつ瞬しゆんこちらに対しての集中力が切れる。

「『降ごう魔まノの剣つるぎ』」

　不動はその間に全力で火炎を噴射すると急降下し、土蜘蛛の腹部へ大剣を深々と突き刺した。

　子蜘蛛や霊装を容易たやすく焼き切り、そのまま肉を引き裂さく。血液が沸ふつ騰とうし、肉が泡あわ立だつ。痛覚があったのか、土蜘蛛が金属を擦こすり合わせるような悲鳴を上げた。不動は容よう赦しやなど一いつ切さいせず、震しん天てん雷らいを撃ち放ち、土蜘蛛から離はなれる。

　コンマの差で土蜘蛛の腹の一部が膨れ上がり、内側から弾はじけ飛んだ。白っぽい物体と肉がまき散らされる。

　不動はトドメだと言わんばかりにもう一発、震しん天てん雷らいを撃とうとした。

　だが、土蜘蛛は腹から臓物を垂れ流しながらも、不動に向かって巨体を突っ込ませた。

「⁉」

　あまりにも突とつ然ぜんであったため、切り返す事ができない。そのまま巨体の体当たりを食くらった不動は、身が粉々になりそうな衝しよう撃げきと共に吹ふっ飛ばされ、何度もバウンドするように転がっていく。

　天地が分からないほど回転し、ふらふらになりながらもなんとか立ち上がる。ブレる視界の先にまたも土蜘蛛が向かってくるのが見える。

　大剣を土蜘蛛に向け、霊れい力りよくを大剣の銃じゆう身しんに注ぎ込む。

　衝撃波が発生し、土蜘蛛と真正面からぶつかりあった。しかし、回復した後ならまだしも意識が朦もう朧ろうとした中で放った攻こう撃げきでは、弾き返す事はできなかった。

　一瞬の拮きつ抗こうの後、すぐに跳はね除のけられてしまう。

「……くそっ。油断、した」

　すぐに逃げようとするも、バランスが取れず、無様に転がってしまった。

　死ぬ、そう思った。

　その時である。

　突とつ如じよ、鳴り響く重なった四つの銃じゆう声せい。

　不動の四方に着ちやく弾だんしたそれは、ビキビキと琥こ珀はく色いろの結けつ晶しようへと姿を変えた。

　最後に、本当に小さく聞こえてきた声。

「四し陣じん式──四神相応」

　同時に不動の目の前に半はん透とう明めいの膜まくが形成された。

　薄うすい頼たよりない壁であったが、土蜘蛛の攻撃を真正面から受け止めるだけの強度はあった。

　土蜘蛛が体当たりをし、激しい衝撃が走り、地面が震ふるえ、木き屑くずや鉄屑が辺りに散らばる。

　今の衝撃で、膜の景観が大きく揺ゆらいだ。しかし、土蜘蛛の巨体を防ぎ続けている。

　気力で立ち上がると、合わせたように膜が消え去り、不動の身体からだが自由な空へと躍おどり出た。

　まだ軽く内部を揺さぶられているような感覚はあったが、空を飛ぶことに成功し、満月の真横についた。

　空飛ぶ馬に乗る満月の下もとに。

　不動は彼女に笑いかけた。

「助かった、ありがとう満月。……でも、どうしてここに？」

「不動が遅おそかったから、探してた。そしたらすぐに土蜘蛛が都市中に現れたって。一番、近い所に不動いるかもって思って」

　そこまで言うと満月は眉まゆを下げて不動を見つめた。

「……ごめん、遅くなった。天馬喚よんでくるのに、時間、かかった」

「いや、いい。来てくれて、本当に助かった」

　あの瞬しゆん間かん、満月の援えん護ごがなかったら、確実に死んでいただろう。

　不動は軽く息を吐くと、眼下で蠢うごめく瀕ひん死しの土蜘蛛を見やった。ほとんど虫の息だが、まだ敵意は感じ取ることができる。

　禍獣の脅きよう威いは、異能や巨きよ大だい化だけではない。その尋じん常じようではない生命力にもあるのだ。腹を裂いたくらいでは死なず、心臓か脳を完全に停止させなければ何度でも立ち上がる。

「満月、援えん護ご頼む。あいつが飛ばしてくる糸を無効化してくれ。一発で決める」

「分かった」

　満月は銃身の長い銃を構え、ドットサイトに目を当てる。張り詰つめた空気が満月を取り囲む。

「いつでも、大だい丈じよう夫ぶ」

　満月の言葉に不動は刀身に霊力を込め、先ほどと同じく刃は縁ぶちを真っ赤に染め上げた。

　今度は衝しよう撃げき波はで動きを止めるような真似まねはしない。満月が援護をしてくれれば、狙いを定める事など容易い。
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　不動はぐるりと逆さまになると、脚きやく部ぶのノズルから爆ばく発はつさせるように火か炎えんを吐き出した。

　迫せまる不動に予想通り土蜘蛛は網あみ状じようの糸を放つ。しかし、満月の銃じゆう弾だんがそれを無効化し、不動が通り抜ぬけられるだけの穴を空ける。

　爆発的な推進力を落とさず突つっ込んでくる不動を、土蜘蛛は捉とらえられない。土蜘蛛が不動の姿を再び捉えた時、その頭部は頭頂から口まで真っ二つにされていたのだ。

　頭部を切り裂かれた土蜘蛛は一瞬だけ不動に向かっていこうと脚あしを動かすが、叶かなわず、そのまま大地に身を沈しずめる。

　土蜘蛛を屠ほふった不動は大たい剣けんの刀身を引き抜くと、軽く息をついた。







　さすがにもうこの事態は不動の判断だけで決めていいものではない。少なくとも激情に駆かられ、ヒナの護衛という任務よりも九く頭ず龍りゆうへの私し怨えんを優先させた自分に決める余地など存在しない。そう考えていた。

　判断を仰あおぐべく、宇美に電話をかける。数回のコールの後、宇美の声が聞こえてきた。

　不動が何かを口に出す前に、宇美は一言だけ告げた。

「ヒナは攫さらわれてしまったのね」

　不動は一いつ瞬しゆん、固まり、なんとか言葉を絞しぼり出す。

「どうして、それを」

「説明はあとよ。知っているかもしれないけれど、都市中に土蜘蛛が現れたわ。五メートル級と十メートル級ね。十メートル級の数が少ないのは幸いだったけど」

「本当に都市を滅ほろぼす気なのか、九頭龍は」

「そうかもしれないわね。まったく馬ば鹿かげてるわ」

　宇美はしばらく無言であったが、ゆっくりと指示を出し始める。

「とにかく私は土蜘蛛の対処に追われているわ。ヒナのことは貴方あなたが追ってちょうだい。貴方の武纏は空を飛べたはずよね」

「ああ、精密性はないけど、速度でいえばこの都市でも速い方だと思う」

「……なら安心ね」

　宇美は声を潜ひそめて続けた。

「ヒナが攫われたことは、都市の中枢へもう連れん絡らくがきているわ。そのうちプロの陰陽徒メヲトが向かうでしょう。だから……」

　その間に足止めをして時間を稼かせげ、不動は宇美がそう言うと思っていた。

　だが、次に彼女が口にした言葉は不動の想像とは違ちがうものだった。

「都市からの応援が来る前に、何としてもヒナを助け出して」

「なんだって？」

　一瞬、宇美は何の冗じよう談だんを言っているのだろうと思ってしまった。けれど、彼女は至し極ごく真面目まじめに言うのだ。

「他ほかの誰だれよりも先にヒナを救い出して。決して追いつかれてはダメよ。そうしなければ、彼女は──殺されてしまうから」

「ちょ、まっ、え？　は？　ど、どういう事だよ。なんでヒナが殺されるんだ。それも応援に？　都市はあいつを守ってるんじゃなかったのか」

「色々と厄やつ介かいな事情があるのよ。説明をしたいけれど……」

　宇美が微かすかに唸うなり、何かを逡しゆん巡じゆんしている。

　不動は一体、何が起こっているのか、これから何が起ころうとしているのかまったく分からず混乱していた。

　ヒナが巽たちではなく、都市の人間に殺されてしまう？

「貴方、ヒナについてどこまで知っているの？」

　宇美にそう問われて、不動は一瞬固まる。

　同時に巽のあの言葉を思い出す。彼は言っていた。ヒナに『天巡が宿っている』と。

　あまりにも突とつ拍ぴよう子しがなく、信じられなかったため宇美に尋たずねる事はしなかった。きっと他の隠かくされた理由があるのかもしれないと。

　でも、宇美のこの雰ふん囲い気き。巽の言葉はウソではないのかもしれない。

　不動は慎しん重ちように言葉を発する。

「……天巡が宿っているって聞いた」

「そう」

　なら話しても良いかもしれないわね。そう小さくこぼすと、宇美は意を決したように語りだした。

「ヒナは都市にとって大事な存在よ。けれど、本当に大事なのはヒナではなく、ヒナが持っているものの方なの」

「持っているもの……天巡のバックアップか？」

「ええ。環かん境きよう制せい御ぎよシステム天巡のバックアップ。アレはね、消しよう滅めつしたわけではなかったのよ。でも世界が知っている通り、全すべての破は滅めつは天巡から始まった。あらゆる叡えい智ちの結集であり、全ての災さい厄やくの始まり。それが天巡なのよ」

「なんでヒナにそんなものが……」

「詳くわしくは言えない。けれど、さっきも言ったように都市にとって大切なのはヒナじゃない。天巡なのよ。だからこそ、奪うばわれた場合は奪だつ還かんにヒナの命は考こう慮りよされない。宿主としての代わりは一応いるもの」

　宇美から語られる真実に不動は戸と惑まどいを隠せない。混乱する不動を置いて、宇美はなおも続ける。

「さらに言うと、ヒナの死は色々と都合がいいのよ」

「……都合がいい？　どういう事だ？」

「ヒナは宿しているもののせいで本来自由はなかった。けれど今は、伊弉諾の庇ひ護ごによってある程度の自由は保障されているの。伊弉諾は英えい雄ゆうだし発言力はやっぱりあるから、その言葉に都市の人間は逆らえないのよ」

　伊弉諾とはこの都市にいる英雄だ。

　かつて、暴走した天巡を止めて人類を救った。狂くるった世界でも人々を導き、シオス・ポリスを築いた。星雲石や禍獣が現れた時も陰陽徒の礎いしずえを築いた存在。

　人々にとって伊弉諾は希望であり、英雄──どころか神と言っても差し支つかえないのだ。

　シオス・ポリス……神かみ坐いざす都市とは伊弉諾がいるからこそつけられた名だ。

「ただし伊弉諾は政治的には完全にノータッチを貫つらぬいているわ。ヒナの自由を保障した以外は特に何もしようとしなかったの。……だからこそ都市に闇やみが生まれてしまった」

「……闇？」

「政治に介かい入にゆうをしないと言っても、伊弉諾の発言力はとても大きいの。その大きさで圧あつ倒とうされてしまうくらいにね」

　電話越ごしのせいで不動には宇美の表情は分からない。きっと彼女は変わらず無表情を維い持じしているのだろう。でも、声に感情の熱がこもっていた。

「ヒナに宿る力はとても魅み力りよく的よ。けれど伊弉諾の庇護がある限り、誰も手が出せない。だったらヒナのものを奪ってしまえばいい。そう考えるのは何も九頭龍だけじゃないのよ」

　どんどん話の流れが混こん沌とんとしていることを不動は感じた。

　そして、段々とヒナのおかれている状じよう況きようが見えてきたことも感じている。彼女が狙ねらわれる理由も。

「今回のようにヒナが攫われてしまった場合、ヒナを亡なき者にすればその力は誰のものでもなくなる。そうすれば、伊弉諾に申し立てて、その権利を自分のものにすることも十分に可能でしょう？」

　都市はヒナを守らない。むしろ、積極的に殺しに行くだろう。

　だから宇美は不動にヒナを助けに行けと言っているのだ。

　不動はヒナを思い、胸が苦しくなった。あのヒナがそんな事の渦か中ちゆうにいたとは思いもしなかった。

　彼女は一体、どんな気持ちで毎日を過ごしていたのだろうか。

　遊園地でヒナがどうしてあんなに諦あきらめたように「守ってくれる？」と言ったのか、不動はようやく理解した。あれは紛まぎれもなく、孤こ独どくな彼女の本音だったのだ。

　ヒナは周りが自分を助けてくれないのを知っていた。

　むしろ積極的に殺すという事を、分かっていたのだ。

　そんな中で彼女は毎日を生きていたと言うのか。

　宇美はヒナにとって絶望的な事を口にする。

「……何故なぜ、九頭龍が関かかわっていると知っていたのにヒナを学園に入学させ、優ゆう秀しゆうとはいえ学生である貴方に守らせたか。もう、わかるわよね」

　確かにそうだ。不動自身もずっと違い和わ感かんを感じていた。何故、自分が、選ばれたのか。

「ヒナを、攫われやすくするため」

「そう。何もかも、わざとなのよ。……最悪の出来レースなの、今回の件は」

「そんな事、本気でやってるっていうのか？　ヒナはこの事を知っているのか？」

「伝えてないけど、気付いているはずよ」

　そこで不動は巽の言葉を思い出す。わざとこのような展開にされた彼女には、同情すると。確かにそう言っていた。

　何もかもが仕組まれた事だったのだ。それも味方であろう都市の人間に。

　不動の脳のう裏りに遊園地の時のヒナがよぎる。




　──ごめんね、九頭龍に関わらせて。




　彼女は、全すべてを、わかっていたのだ。不動は拳こぶしをギュッと握にぎりしめ、宇美の言葉に耳を傾かたむける。

　宇美はややトーンの落ちた暗い声でヒナにとって最大の絶望を口にする。

「親友と思っていても、命令されれば殺さなければならない状況もあり得るのよ」

　宇美の言葉に不動の背筋は凍こおる。

　確かにそうだ。宇美は都市の秘密を知っているほど、闇に関わっている。

　伊弉諾はヒナ以外には干かん渉しようしていない。つまり、宇美がヒナの幼おさな馴な染じみで彼女の隣となりにいつもいると言っても、味方であるとは限らないのだ。

「……だけど、それはイヤ。彼女は私の大切な親友だもの。私の手足に意思はなくとも、私自身には意思はあるの。……だからこそ、貴方に頼たよりたい。ヒナをヒナとして見て、彼女を救ってくれる貴方に」

　宇美は息を吸い込み、いつもとは違う感情の熱がこもった声で言う。




「──ヒナを救って。お願い、私の親友を」




「…………」

　不動は固まって、携けい帯たい電話の方に視線を向けてしまう。

　電話の先にいる彼女は一体、今、どんな表情をしているのだろう。どんな思いで、どんな願いを込めているのだろう。

　分からない。だが、彼女は誰よりもヒナの身を案じている事が分かった。

　……まさか、自分がこんな大事に巻き込まれるとは。

　この切せつ迫ぱくした状況下で、さらに難しい事を頼たのまれるとは。

　正直、自分には荷が重いと思う。

　逃にげ出したいとも思う。

　けれど。

　ここで否定の言葉を投げられるほど、人でなしではない。

　自分が力をつけてきたのは、何のためだ。

　復ふく讐しゆうだけではない。

　だったら、言う事は一つだけ。

　不動は長く息を吐はき出して、意志のこもった強い口調で言う。

「任せとけ」

　彼はそう言って、『迦楼羅カルラ』を抜ぬき放った。







　第五章　災害と天災が出逢う時







　猿さる轡ぐつわを嚙かまされ、手足を縛しばられたヒナはワゴン車の一番後ろに押し込まれていた。気が付いた時にはすでにこの状態で、脱だつ出しゆつしようにもできない状態だった。

　攫さらわれたのか、と思い至るのに時間はかからなかった。

　そして、死んじゃうのかと思うのにも。

　以前、宇う美みには言われていた。もしヒナが攫われてしまったら、きっと無傷で助ける事はできないと。ヒナ自身も無理に助ける必要はないと言った。

　世界が滅ほろぶくらいなら、替かえの利きく自分が死んだ方がいい、と。

　宇美は優やさしく強いが、できない事はどうやったってできないのだ。

　この世界は優しくはない。それは分かっている。

　そうでなければ、ヒナのような存在は生まれなかっただろう。

「妙みように達観したところがあるようだが」

　不意に声が上から降り注いでくる。見ると、功こん真じん巽たつみがヒナを覗のぞき込んでいた。

　ヒナは彼を見上げながら、静かに首を横に振ふる。ふむ、と彼は顎あご髭ひげをさする。

「違ちがうと？　私にはそうは思えないがね。君はきっとこのような展開になるのを幾いく度どか想像していたのではないのかね。そしてその際、どういう末路を辿たどるのか。その年で死を受け入れるというのは中々できないと思うぞ。この都市もある意味末期かもしれないな」

　そうかもしれない。けれど違う、と思う。

　都市という組織が狂い始めているのには納なつ得とくするが、ヒナは自分自身の死を受け入れてなどいない。

　死ぬだろうとは思う。でも、死にたいなんて思ってはいない。

　生きたい。助けてもらいたい。完全に割り切れるほど、生きてきた訳ではないのだから。

　奇き跡せきは起きないと思っていても、心のどこかで奇跡が起こると信じていたいのだ。

「そのまま静かにしていてくれると助かるのだがね。運が良ければ死なずに済むだろう。あくまで『保存用』という名目だから、自由は保障されないだろうが」

　助かる事を願う。命があるだけではなく、自由に生きられる事を。

　けれど、奇跡なんて起こる訳がない。

　──そう、思っていたのに。

　不意に前方の大地が見えない何かに深く削けずり取られ、馬ば鹿かでかい音が鳴り響ひびく。

　と、同時にワゴン車がハンドルを切ったのか、車内が大きく揺ゆさぶられる。

「やはり来たか」

　巽が楽しそうに呟つぶやく。

　ワゴン車が停止した瞬しゆん間かん、運転席側が爆ばく音おんと共に上から押しつぶされる。自動操縦されていた車は、運転席の破は壊かいにより操縦不能状態に陥おちいり、停止する。

「相変わらず無む茶ちやをする。ヒナ君を外に出したまえ」

　巽は、共に乗っていた部下にそう指示をだし、杖つえ型の武纏フオロを構えた。起動式を呟くと、黄こ金がね色いろに輝かがやく霊れい装そうを身に纏う。

　共に乗っていた部下も外に出て、ワゴン車の後部を開けるとヒナを引っ張りだした。

　ヒナは外を見やり、何もない更さら地ちであるのを見て、ここが都市の外側の未開発地区であるのを理解した。

　未開発地区は禍獣フアンタズマの侵しん入にゆうを防ぐための、平へい坦たんな地形だ。最低限の環かん境きようしか設定されておらず、雑草が所々に伸のびる程度の赤茶けた大地。

　ヒナが地面に足を降ろした時、一発の銃じゆう声せいが鳴り響く。

　足元の地面が抉えぐられる。部下の男はビクッと身をすくめて、銃声が鳴った方を見やると、空に鎮ちん座ざする馬がいた。

　その背に跨またがって、狙そ撃げき銃じゆうを持った一人の小こ柄がらな少女がいる──満み月つきだ。

　ビキビキッと足元で不ふ吉きつな音が鳴る。視線を向けると、琥こ珀はく色いろの物体が生えて棒状の形に変化を終えた所だった。

　目を見開き、固まったまま何もできない部下の男。対してヒナはとっさに意識をやり、自分自身を保護する。

「一いち陣じん式──寒蟬ひぐらし」

　誰だれにも聞こえないような声で満月が呟く。

　その瞬間、地面から生えてきた護浄アルニシが小刻みに振しん動どうする。蟬せみが唸うなるような音が響き、途と端たんにヒナの隣にいた男がふらりと安定をなくすと目を回して倒たおれてしまった。

（……今の倒れ方、三半規管でも揺らしたのかな）

　平へい衡こう感かん覚かくを司つかさどる三半規管のリンパ液を操作して、強制的に強きよう烈れつなめまいを引き起こさせたのだろう。非殺傷で暴徒鎮ちん圧あつに使う護浄が確かあったはずだ。

　満月はヒナが無事なのを確かく認にんすると遠えん慮りよなしに護浄を反応させ続けた。

　そして、彼女以外にもう一人、ヒナを助けに来た人間がいた。

　巽と対たい峙じしている赤い鎧よろいを纏まとった少年は、九く鬼き不ふ動どうだった。

　彼を見やりながら、巽が苦く笑しようしながら口を開く。

「本当に無茶をする。……しかし来るとしても君一人なら対処できると踏ふんでいたが、まさかあの小さな友人も来るとは。封印師イリニ、か」

「小さいからって舐なめるなよ。あいつは優ゆう秀しゆうな俺の相棒だ」

　不動は背部から火か炎えんを吐き出して、巽に肉にく薄はくした。

　大たい剣けんと杖がかち合い、鋭するどい音が鳴り響いた。巽は吹ふき飛ばされたが、不自然なほど緩ゆるやかに舞まって地面に降り立つ。

　彼は不動を眺ながめながら、楽しそうに笑う。

「確かに。小さいから、子供だからといって油断して足をすくわれてしまうとは。考えを改めなくてはならないな」

　巽は杖を一回転させると、不動に向かって構える。

「それでは今度は、君を明確な『敵』と認識し、存分に戦わせてもらおう」

「かかってこい。……それとヒナ！」

　大剣を構え、巽から目を離はなさないまま、叫さけぶように呼びかける。ヒナは少々驚おどろいたような顔で不動に首を傾かしげた。

　彼、九鬼不動は言う。

「悪い、ちょっと待っててくれ」

　奇跡なんて起こらないと思っていたのに。

　誰かが自分を助けに来てくれるなんて夢物語と思っていたのに。

「今、助ける」

「…………っ！」

　その夢物語の奇跡が、今、叶かなった。







　荒あれ地ちと言える赤茶けた平地で、不動と巽は武器を構える。

　一昨日おとといのような室内と違って、ここには遮しや蔽へい物がない。だから、思い切り力を揮ふるえるのだが、それは相手も同じ事だろう。

　鎧の部分が限りなく少ない黄金色の霊装を纏う男、功真巽。

　周囲には彼の異能の電気を伝導させるため、鈍にび色いろの球体が四つ旋せん回かいしている。

　巽との戦せん闘とうで気を付けるべきなのは、あの球体の位置だ。あれと巽の対角線上にいてはいけないし、囲まれても不味まずい。一いつ瞬しゆんでも命取りだ。電でん撃げきを避よける事は不可能に近い。一いち撃げきで仕留められる事はないとはいえ、一度でも捉とらえられたら、動く事ができなくなるため、そこで終わりだ。

　不動は背部から火炎を噴ふん射しやし、一気に巽へと迫せまる。

　巽の球体が二つ、左右に分かれて飛んでいく。目で追いながら、巽が微かすかに手に力を込めた瞬間に、脚きやく部ぶのノズルから噴射し、宙を舞まう。

　激しい雷らい鳴めいが轟とどろき、青白い閃せん光こうと共に足元で三角形を描えがくように電気の網あみが張られた。爪つま先さきがそれに掠かすり、痛みで筋肉が強こわ張ばりそうになる。だが歯を食いしばり、耐たえながら脚部から背部の噴射へと切り替え、一気に巽へと迫る。両手で大剣を握にぎりしめ、大きく振りかぶり、何の遠慮もなく叩たたきつけた。

　横にひらりといなされ、そのまま大剣は大地を深く抉る。腕うでに響く鈍にぶい痛み。

　さらに以前の体当たりの事もあってか、すぐに真横──それも不動の背後に回るように逃げられてしまう。

　背部から火炎を出して、その場から離り脱だつ。急な加速により、身体からだがついていかず、がくんと後ろに引っ張られてしまう。だが、これでいい。直後に電撃が迸ほとばしったのだから。

　超ちよう低空飛行をしながら、不動は振り返り、杖を向けてくる巽に大剣を突つきつけた。巽と交かわされる視線。相手は余よ裕ゆうたっぷりにこちらを見ている。不動の方が速いが、それでも彼に焦あせりの色はない。瞬間、電撃が撃うち放たれる前に、巽の空間に衝しよう撃げき波はの嵐あらしを叩き込んだ。

　粉ふん塵じんが巻き起こり、巽が吹き飛ばされる。

　不動は霊れい力りよくを最大に込めて、赤い翼つばさのような火炎を噴ふん出しゆつさせ加速すると、巽が落ちる間もなく勝負を決めるため、一気に接近する。身体を捻ひねりながら、大剣を思い切り横に溜ためて落ちてくる巽の胴どう体たいにちょうどぶち当てるために振りぬいた。

　しかし、それは空を切る。

　巽が不自然に宙に留とどまった事で。

「！」

　驚いて、軽く思考が停止しかける。その隙すきに巽はふわりと不動の背後に回り込むと、片手にパチンコ玉のような小さな金属の玉を召しよう喚かんし、それを杖の柄つかにぽつりと開いていた穴の中に入れる。反射的に首だけ振り返った不動はその一部始終を目もく撃げきする。

　彼は不動に杖を突きつける。半はん透とう明めいの宝石がついた杖の先せん端たんの小さな穴を。

　なんだかわからないが本能が危険と判断する。

「……うっ、がぁ！」

　不動は鎧や身体が軋きしむのも関係なしに無む理り矢や理り捻り、全すべてのノズルから全力で火炎を噴射させる。

　その瞬間である。

　巽の全身から電気が散ったと同時に、杖の先端から何かが弾はじき出され、爆音が鳴り響く。

　直ちよく撃げきはしなかったが当たるすれすれで避けたために、衝撃波で吹き飛ばされる。くるくると無様に宙を舞う不動。身を引き裂さかれるような、衝しよう撃げきを身体に受けて、不動はなす術すべもなく大地を転がっていく。天地が分からなくなりそうだったが、なんとかすぐに回復し、瞬しゆん時じに立ち上がり、構える。

　巽は余裕たっぷりに立ちながら、不動を見つめていた。

「避けるとは大したものだ」

　巽は楽しそうに笑う。と、不動は巽の周りに球体が一つしかないのを見て取った。全身から冷や汗あせが噴ふき出そうになる。巽は油断などしていない。侮あなどってもいない。その証しよう拠こにすでに球体が左右に一つずつ、上空に一つ、いずれも不動の遥はるか後方に設置されている。

　それを元に巽を起点とした場合、組まれる形は三角かく錐すい。

　不動は軋む身体など無視して、全身全ぜん霊れいの霊力を込めて、巽に向かって飛んで行った。

　しかし彼に攻こう撃げきなどしない。できる訳がない。ただ、彼に向かわなければどっちにしろ詰つむからだ。不動は彼に攻撃する事無く、彼の頭上を通り抜ぬけようする。

「正解だ」

　巽が笑いながら、霊力を杖に込め、電撃を走らせる。瞬間、青白い電撃が不動のいた空間を占しめる。全身に激痛。

　火炎を噴出し続け、すぐに最悪の空間から脱だつ出しゆつする。不動はそのまま転げ落ちてしまうが、すぐに受け身をとり、片手だけで大地を跳はね飛ぶようにして立ち上がり、身体を反転させる。

　巽はすでに追つい撃げきの準備に入っていた。先ほど自身の隣となりに残したままだった球体を脱出した不動に付けていたようで、そこからさらに電撃を走らせてきたのだ。

　不動は避けきれないと判断。すぐさま大剣を巽に突きつけ、叫ぶ。

「避けろ！　でないと死ぬぞ！」

「！」

　不動は訝いぶかしげな顔をする巽に構わず、『震しん天てん雷らい』を放った。瞬間的に巽はそれが危険なものと分かったのだろう、とっさに身をひるがえして、かわす。

　不動はその隙に一いつ旦たん、距きよ離りを取って先ほどの不可思議な現象について考えを巡めぐらせる。

　一つ、先ほど巽が空中で止まった事。

　二つ、小さな穴から放たれた強力な一撃。

　巽の霊装には、宙に浮うかぶような装備はない。異能と言っても、なんでもできるわけではないのだ。最低限、必要なものがあるはず。可能性としては四つの球体を利用した磁力になるが、……あれは違ちがった。今のは引き寄せられて止まったというより、ただ普ふ通つうに宙に舞ったような感じだった。もっと違う何か…………そう、電気の力を操あやつるなら、一つだけ可能性はある。それと、今、巽から放たれた一撃は、もしかして……。

「電気的な反重力にレールガン？」

「一つは当たりだが、一つは外れだ」

　不動の呟つぶやきを聞き取った巽は律りち儀ぎにもそう答える。

「反重力は確かにあっているがね、さすがにレールガンまでは撃てない。熱操作ができない私では一撃で杖つえを使い物にならなくしてしまうからな。今のはサーマルガンだ」

「……ご丁てい寧ねいにどうも」

「いやいや」

　皮肉を言った不動に、クツクツと巽は笑う。

　不動は不ふ機き嫌げんそうにしながらも、巽の言葉を頭の中で反はん芻すうし、考えをまとめる。

　反重力は重力を帳消しにする、というものではなく、空に飛び立つ物全ぜん般ぱんを指す言葉だ。不動が扱あつかっているジェット噴射も反重力に当たる。

　巽が使ったのは電気的な作用による反重力だ。コンデンサと呼ばれる電気を蓄たくわえる事ができる物があるのだが、それは高電圧下では重量が軽くなるのが確認されている。その応用で電圧の方向によって推進力を得られるため、流れを変へん更こうする事ができれば、どんな方向──上でも下でも左右でも自在に移動する事が可能と言われている。ただし、それをするには『高電圧下』という条件を満たさなければならない。つまりはとんでもなく電力がかかるという訳で、恐おそらく巽のあの力は多用できないはず。

　もう一つ、サーマルガンとは簡単に言えば電気の力を用いた銃じゆうといったところか。弾たまとなる物を装そう塡てんし、それをとある反応によってできた圧力で押し出す兵器だ。熱損傷はもちろんあるが、レールガンのように一発で砲ほう台だいが熱で溶とけてダメにはならない。

　反重力は大量の霊力を消費するとはいえ、ジェット噴射のように初動を確かく認にんする事ができないため、先ほどのようにとっさに使われたら対処するのが難しく、サーマルガンも銃じゆう身しんに負ふ荷かがかかると言っても、連射は可能なため、有効な対処法はないだろう。

　厄やつ介かいだな、と思う。

　巽にはさらにあの四つの球体による様々な形態の電撃を放つ事が可能だ。

　相あい性しよう的には最悪かもしれない。

（って、泣き言いってる場合じゃないな）

　どうにかして、勝たなければ。大剣の攻撃を当てるだけでいい。けど、ただ近づいては、かわされてカウンターを受けるだけだろう。

　満月はいるが、手は出してこないだろう。禍獣と違って人間は的が小さい上に、結界を張るにしてもその前にその場から逃にげられる可能性の方が高い。不動が最悪の事態にならない限り、満月はそのような危険な事はしないはずだ。

　今のままでは巽は倒たおせないだろう。……そう、今のまま、では。

　……殺す気でいかなければ。

　その『覚かく悟ご』を持て。倒すために、その罪を背負う『覚悟』を。

　不動は巽を睨にらむ。敵意でもなく、怒ど気きでもなく、殺意を持ち、殺気を放つ。

　そんな彼を見て、巽は不敵に笑う。
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「ほう？　私を殺す気かね。やはり君は大したタマだ」

「背骨へしおられるぐらいに留められるように頑がん張ばれ」

　不動はそう吐はき捨て、大剣を突きつけた。同時に銃身に大量の霊力を込めて、最大の衝撃波を巽の真上で発動させる。

　広こう範はん囲いに強大な一撃。それ故ゆえに、巽はかわす事ができなかった。大したダメージはないだろうが、真上から絶えずかかる圧力にまともに動けずにいる。

　そんな彼に容よう赦しやなく銃じゆう口こうを向け、遠えん慮りよなく震しん天てん雷らいに撃げき鉄てつをぶつけた。火花が散り、爆ばく音おんが鳴り響ひびく。

　巽は一いつ瞬しゆん、驚おどろいたように目を見開くが身体からだの力を抜いた。と、彼と同じく圧力に捕とらわれて落ちていた鈍にび色いろの球から鋭するどい音が鳴る。

「無む駄だだ」

　狙ねらいは完かん璧ぺきだった。だが銃じゆう弾だんは巽に当たらない。……否いな、外された。

　恐らく磁力を発生させたのだろう。震しん天てん雷らいに使われているタングステンは磁石にはくっつかないが、磁性があり、磁場の方向に引き寄せられる。……恐らく、あの球体から磁場を発生させ、軌き道どうを逸そらしたのだろう。

　よくとっさに、そこまで頭が回る。

　さらに捕らわれていなかった二つの球体が不動を斜ななめに挟はさむように飛んでくる。

「……！」

　逃げ場を奪うばわれた。

　後ろに跳とべば、そのまま追いすがってくる。巽の方に跳んだら、自ら自分自身の力の領域に突つっ込む事になり、しゃがんでも上に飛んでもコンマ差で確実に捕らわれる。

　不動はとっさに自身を挟む球体の片方に大剣を突きつけ、衝しよう撃げき波はを撃うち放つ。球体が上空に大きく逸らされ、すんでの所で不動の毛先を焦こがした。

　回かい避ひはできた。

　だが、今、衝撃波を展開した事により、巽にかかっていた力が解かれる。

　衝撃波は、一度に数か所に放つ事はやろうと思えばできる。しかし、それを行うには制せい御ぎよのために集中が必要で、今のようにとっさに使ってしまうと最初に発動したモノは消えてしまうのだ。

　やはり、一ひと筋すじ縄なわではいかない。

　不動は飛び上がり、巽を中心に旋せん回かいする。

　巽には常に球体が二つほどついて回っており、残りの二つは、迎げい撃げきに入るため少し離はなれた地点を動き回っている。

　不動は巽に向かって、突っ込んでいく。ジェットからロケットに変へん換かんし、最大速力で駆かけ抜けた。大剣を真横に構え、巽に振ふりぬいた。

　巽は低く低く身をかがめ、やり過ごすと、後ろに抜けた不動に向かって杖の銃口を突きつけた。

　不動は、その凶きよう悪あくな穴を見て総毛立つ。

　同じく不動も銃口を突きつけた。撃ち放つは震しん天てん雷らいと衝撃波。

　サーマルガンの弾は震しん天てん雷らいとぶつかり合わずとも、衝撃波の影えい響きようで逸らされ、不動の脇わき腹ばらを擦すりぬけていった。巽は身を捻ひねりながら、磁力で震しん天てん雷らいを弾はじいた。

　不動は、目を見開き、そこに一瞬のチャンスを見み出いだす。

　震しん天てん雷らいを避よけるために、磁力だけでは難しいと判断したのだろう、少し無理な体勢になっていた。

　背部のノズルから、火か炎えんを噴ふん射しや。巽に接近し、袈け裟さ切りに大剣を構える。

　巽はやはりすぐには動けないようで、杖を身体の前に構えた。球体で雷らい撃げきの盾たてを発現させようとするが、……遅おそい。

　大剣は巽の杖にぶち当たる。全力の一いち撃げきを受けたために、ぐにゃりと柄つかの形状が変化し、巽が衝しよう撃げきに耐たえきれず、膝ひざをついた。

　完全な隙すき。

　不動は刀身に霊れい力りよくを流し込み刃は縁ぶちを紅ぐ蓮れんに染め上げる。全すべてを断たち切る『降ごう魔まノの剣つるぎ』を殺意を込めて振りかぶった。

　巽は目を見開いたが、……すぐに口の端はしを微かすかに歪ゆがめて笑った。

　同時に、気配を後ろに感じる。恐らく球体だろう。

　だが、意味はない。電でん撃げきが放たれようと、巽に当てればいいだけなのだから。一撃で死ねば問題はない。

　だから、球体を避けずにそのまま大剣を振り下ろし、巽を真っ二つにしようとした。

　勝利の確信を得た──はずだった。

「誤ってはいけない。私のその『雷らい公こう』は剣であり盾であり鎧よろいだ。……意味が分かるかね」

　どす、と鈍にぶい音が聞こえる。

　それは何かが突き刺ささり、肉を貫つらぬいた音。

　でも、今、不動は『斬きろう』としていたのだ。

　なのに、なぜ……？

　不動は呆ほうけたように、自らの胸を見下ろす。

　そこには鈍色の針が突き出ていた。

　不動の『胸』から突き出している。

「形状記き憶おく合金、と言えばいいのだろうか。まあ、私の場合は熱ではなく、電気的な作用による変化だから、正確には違ちがうようだが。……電気ですぐさま形が変わる金属、という構想はあったらしいが、夢物語の産物だったそうだ。君が予測できなくても無理はない」

　巽がゆっくりと立ち上がり、悠ゆう長ちように身なりを整える。同時にドシュッと何かが抜ぬける。

　不動は、ごほっと濡ぬれた咳せきを漏もらしながら振り向むいた。

　そこにはゆっくり変化していく球体があった。細いが鋭い針をしゅるしゅると戻もどしていく。

　その一撃は、不動の胸を正確に捉とらえて霊れい装そうを砕くだき、肉を裂さいていた。

　胸から、血が噴ふきだした。同時に口からも真っ赤な血が溢あふれだす。

　脚あしから力が抜ける。立とうと思っても、身体が言う事を聞かない。勝手に霊装が解け、うつ伏ぶせに大地に不動は横たわった。

「勝利の確信を得るのは、攻こう撃げきを当てた時のみだ。それ以外で油断する事は自身の死を受け入れる事と同義だ」

「……っ……」

　巽の声が聞こえてくる。けれど、それに応こたえられない。

　それどころか、どんどん寒くなってくる。

　身体が冷たくなってくる。

「フド……！　やだ……！」

「不動！……だ……！」

　声が聞こえてくる。二人の声。でも、どちらがどちらであるか、よく分からなくなってきた。

　瞼まぶたが重くなってくる。抵てい抗こうしようとする気が、出てこない。無駄な気がして。どうしようもできないと思って。

　だから、不動はかすむ視界を見るのが面めん倒どうで、ゆっくりと目を閉じた。







　世界が暗く暗く暗く暗く落ち込んでいく中で、不動の耳──否、頭に何かが響いた。

『貴方あなたの望みはナニ？』

　声が聞こえる。思考するのすら億おつ劫くうになってきた脳みそに直じかに響き渡わたる声。

『貴方の求めるモノはナニ？』

　無機質で抑よく揚ようがなく感情がないような声。でも、微かだが何かの欲よつ求きゆうを感じ取れた。

『教えて。貴方の望むモノ、求めるモノ、叶かなえたいユメ、欲よく望ぼうを』

　なんだろう？　自分の求めるモノとは。

　……いや、考えるまでもない。

　…………力が欲しい。

　失うのは恐おそろしい。だから力が欲しい。

　……でもそれで巽に勝てるのであろうか。

　無理だ。だから、何かを捨てなければ。

『覚かく悟ご』を決めろ。今、この瞬しゆん間かんに。

　捨てろ。何もかも。失わないために、全てを。

　今ある力も、今ある命も、今ある──大切な存在さえも。

　全てを失いたくないのなら、全てを失う『覚悟』を決めろ。

　俺は望む。

　力をくれ。心を奪え。人の思考だけをよこせ。

　全てを滅ほろぼす力をくれ。

　全てを守り抜くために、全てを失う力をよこせ！

『了りよう解かい。……契けい約やく完かん了りよう。望むモノを与あたえる。登録後、任意の認にん証しようコードの詠えい唱しようを求む』

　不動の破は綻たんした『答え』に無機質な声は淡たん々たんと応えた。







　巽は息を吐はき出しながら、不動の死体を後にして、ヒナの下もとへ向かう。

　遠くで惨さん状じようを見ていたヒナと満月は逃にげ出そうとはしない。それどころか、こちらに向かってこようとしていた。

　幼い、と巽は思う。見ていただろうに、彼が心臓を突き刺される姿を。それでも、まだ希望があると思っているのか。

　そこで巽は「違うか」と首を横に振る。

　思っているのではない、思いたいのだ。誰だれも仲間が死んだなんて認めたくはないだろう。まだ助かるかもしれない、そう思ってしまうものだ。それは相手が自分にとって大きい存在なら、なおさらそうなる。

　巽は雷公を周りに旋回させ、ヒナ、そして不動の相棒である満月に向き合う。

　ヒナは拳こぶしを握にぎり、満月は銃じゆうを突きつける。

「どいて、フドーが……！」

「どかないと、撃つ。警告じゃない、本気」

「別に構わないがね。やれるものならやってみたまえ。ヒナ君は意識があっては運べないからな。そちらの小さなレディは、戦うと言うのなら相手をしよう。ただし、手加減はできないがね。我が主あるじのため、この作戦は成功させなければならない」

　そう言って、巽は全身から強いプレッシャーを発する。

　実戦慣れしていると言っても、獣けものしか相手をしてこなかった二人は、巽の覇は気きに気け圧おされ、一歩後あと退ずさってしまう。

　遠えん慮りよはいらない。巽は満月を殺し、ヒナを気絶させて連れ去るつもりだった。

　たとえ満月が抵抗しても、それは無意味だろう。封印師イリニが単体でそうそう天衣師ヴアスカニアを相手取れるはずがない。だから、これはもう結果が決まったゲームのようなものだ。ヒナを近づかせなければ、確実に勝ててしまう。

　イレギュラーな事が起こらない限り。

　巽が満月と、戦せん闘とうとは到とう底てい言えないであろう戦いを繰くり広げようとしていた、そんな時。

　じゃり、と背後から音が聞こえる。

「……？」

　一いつ瞬しゆん、何かの聞き間違いかと思った。

　背後にあるのは死体だけだ。巽の部下も視界の範はん囲い内で伸のびている。

　本来は誰もいないはずなのに。

　そう思っていた時だった。その掠れた不ふ吉きつな『祝詞のりと』が聞こえてきたのは。




「──確しかと聞け。

　求むるは枯かれ身を好む、刃やいばなり。

　為なすは罪ある者を切り綻ほころばす。

　しかし誤るなかれ。

　汝なんじの両ま手てにありしツルギに正せい邪じやは非あらず。

　罷まかる怨うらみをその身に責めうけよ。

　己おのが炎ほのおで身を焼き尽つくすまで」




　巽はとっさに振ふり返る。ヒナや満月から目を離はなすのは危険だと分かってはいた。だが、振り返らずにはいられなかった。

　そこにいたのは両もろ刃はの剣つるぎを片手に立つ少年。血に濡れた口をして、どす黒いシミが残る服を着ている。

　死人のような、虚うつろな目をして立っている。

「何故なぜだ？　君は死んだはずだろう。何故、生きている。一体、何をした」

　巽は問う。さすがの彼もこの不可解な光景には、混乱していたのだった。

　確かに心臓を貫いたはずだ。それは間ま違ちがいない。だが、胸の傷が消えていた。

　彼は一体、なんだというのだろう。

　巽は杖つえを構える。視線の先に立つ不可解な少年に相対した。

　と、その時である。

　彼の身体からだに異変が起こった。

　ばき、ばき、と不吉な音が鳴る。苦しむかのように、身体をくの字に折り曲げ、胸をかきむしる。鋭するどい爪つめが生え、服を──下の肌すら、それで傷つけ、皮を毟むしる。

　剝むき出しになった彼の口には、鋭く尖とがった歯がいくつも生える。

　そして、彼の額には角が生えた。

　それは小さな物だ。だが、確かにそれは角だった。まるでそう、『鬼おに』のような。

「禍獣化しているのか？」

　不動の異様な姿に、巽は独りごちる。

　星雲石ネビユラに取り憑つかれるのは動物だけではない。人間もまた、禍獣になるのだ。人間が禍獣になることを『禍獣化』と呼び、彼らは角が生えることから『鬼』と呼ばれている。

「だが、九鬼不動は人間だろう。星雲石もこの近くにはなかった。だとしたら、元から……？　それはあり得ない。禍獣は武纏を使えないはずだ」

　禍獣と同等になった人間は、己おのれの異能にのみしか霊れい力りよくをそそぐ事ができなくなる。だから、彼らは人間のように様々な能力を使う事はできない。

　だが、『鬼』と呼ばれる存在は異常な肉体の治ち癒ゆ力や肉体または異能の進化など、通常の武纏では到底できないような事を容易たやすくやってのけられるようになる。

　現在の不動はその条件を満たしている。

　胸の傷きずも、今、自らの爪でつけた傷も片かたっ端ぱしから治っていたのだ。

　彼は纏う。迦楼羅カルラではない、霊装を。

　黒が基調に赤のラインが走っているため、どす黒い岩石の隙すき間まを流れる溶よう岩がんのようだ。まるで彼が持っていた大たい剣けんのような色合いだ。

　肘ひじから指先まで大きな爪のついた霊装を纏っている。獣のような武骨なデザイン。背部にはノズルはなく、羽のような刃が幾いく重えも生えている。脚きやく部ぶの霊装は身体能力を最低限上げるためにしか纏っていない。

　幾重にも分厚い刃が連なる尻尾しつぽが生えていた。ぐねぐねと蠢うごめくごとに刃と刃が擦こすれ合うような耳みみ障ざわりな音が響ひびく。

　彼の変化はそれだけで終わらなかった。

　彼は両刃の剣を握りしめたままだった。

　──霊装したのにもかかわらず、一いつ切さいの変化がない迦楼羅を。

　彼は迦楼羅を纏まとった訳ではないのだ。

　それどころか不動は、迦楼羅を背後に放ほうり捨てた。いらぬとばかりに。

「────はぁぁあっぁあぁぁぁあ」

　長い息を吐き出す。

　彼が巽に視線を向けた、その瞬間である。

　いきなり不動は巽に飛びかかり、彼の頭を巨きよ大だいな手で千切り取ろうとしたのだ。

「くっ！」

　獣のように飛びかかってきた不動を、巽は身をひるがえしてかわす。が、すぐにその場に伏ふせた。不動が過ぎ去ったすぐ後に、刃がついた尻尾が巽の身体を刈かろうとしてきたのだ。

　不動の刃が巽の霊れい装そうをわずかに削けずり、嫌いやな音が鳴り響く。

　巽はすぐさまサーマルガンに弾たまを補ほ充じゆうし、照準を合わせると撃うち、そのまま彼の背を貫つらぬいた。

　霊装が砕くだけ、肉と血を飛び散らせる。

　異常な防ぼう御ぎよ力がある訳ではないようだ。だが。

「くく、はは、くははははははぁ！」

　血を吐き出しながら、不動は高らかに笑う。見る間もなく、彼の胸の傷は治っていく。それも霊装ごと。

「レベル１　収集開始トライトン・シレゴ」

　奇き妙みような事を呟つぶやき、不動は巽に邪じや悪あくな笑えみを向けた。殺さつ戮りくを楽しむ狂きよう気きの表情。

「君は一体、なんだ」

　巽はそう問いかける。

　不動は答えない。狂くるったように笑いながら、巽に襲おそいかかる。

　杖と爪が交わり、甲かん高だかい音が鳴る。だが、拮きつ抗こうはしない。霊装による強化は明らかに不動が勝っており、振り抜き、巽を投げ飛ばす。

　反重力を使い、姿勢を崩くずす事無く着地した。

　すぐに追つい撃げきがくると思ったが、不動はそうはせず、何故か自らの爪をかち合わせ、火花を散らせる。

　と、その火花が急激に巨大化し、手のひらほどの火の玉になる。

「火災旋風フロガ・テユーフオン」

　その言葉と共に火の玉が急激に増大した。それもただ大きくなるだけではなく、回転を加え、空気を取り込みながら、炎の竜たつ巻まきを形成した。

　わずか数秒で十メートルもあるであろう、巨大な死の旋風。

　巽は目を見開く。

　災害が目の前にある。

『火災旋風フロガ・テユーフオン』という言葉とともに放たれた炎の竜巻は、その炎に触ふれずとも近くにいるだけで高温のガスに触れてしまうため、呼吸器官を焼かれ死に至る。

　不動が巽に首を振る。すると、火災旋風フロガ・テユーフオンが一直線に巽に向かってきた。

　高温のガスによるダメージは心配ない。

　炎という現象に直じかに触れたら、身を焼かれるだろう。異能の緩かん和わはされるだろうが、完かん璧ぺきになくなる訳ではないのだから。

　だが逃にげ切れるはずがない。巽は退かずに、火の竜巻に突つっ込んでいった。不動がけたたましい笑い声を上げる。

　巽はサーマルガンに弾を補充し、旋風の中に突っ込んだと同時に不動を狙ねらい撃つ。

　不動はその場から飛びのいて、銃じゆう弾だんから逃のがれる。

　火災旋風は巽の動きに合わせてついてくる。不動が操作をしているのだ。視界が紅ぐ蓮れんに染め上げられる。

　そんな中でも巽は電でん撃げきを迸ほとばしらせる。火か炎えんの外にいた球体、それも不動の真上にいた物に。

　形状変化を行使し、真下の不動を貫いた。頭部の狙いからは外れたが、首筋に深々と突き刺ささる。

　その一いち撃げきが功を奏したのか、炎の竜巻は消失した。

　巽は不動に突き刺さった球体の一部分を彼の身体の内部で暴れさせる指示を送ろうとしたが、不動は無む理り矢や理り、球体を引き抜ぬいてしまった。

「……無む茶ちやをするのは変わらないようだ」

　巽は苦く笑しようしながら、不動を見やる。

　と、彼は顔を巨大な片手で覆おおいながら、ケタケタと笑い空を見上げる。

　なんなんだ、と思っていると、ふと彼の頭上におかしな物を見つけた。

　注意深く見ないと分からないが、おかしな空気の層があるのだ。五十センチほどの透とう明めいの球体が浮うかんでいる。

　不動はにやけながら、小さく呟く。

「レベル１　完かん了りよう。レベル２　熱照射セルモテイタ・シレゴ」

　その言葉と共に空気の層に靄もやのような物が内部で生まれ、撹かく拌はんされるように、ぐるぐると渦うず巻まきだす。それはどんどん、ぼんやりとした朱しゆ色いろになっていった。

　巽はいぶかしげな顔で、その光景を眺ながめていた。

　どう動いていいのか、分からなかったのだ。今の不動はあまりにも突とつ拍ぴよう子しもない事をする。迂う闊かつに近づこうものなら、どんな事をされるか分かったものではないのだ。

　見み極きわめるべきだ、とそう思ったのだ。

　その判断は、……間違いだった。

　巽は思考をフル回転させる。今、彼の起こしている行動の意味を探さぐっていた。

　朱色だった球体は次し第だいにバチバチと鋭い音を出し始めた。まるで電撃のようだ。……と、そこで彼が熱を操あやつっていたのを思い出し、すぐに閃ひらめいた。

　彼はプラズマを発生させているのだと。

　プラズマとは、物質の『第四の形態』だ。本来、物質は固体、液体、気体で終わりだが、どんどん高温にしていく事で量子レベルの配列変化を起こす。電子などが入り乱れる世界へと変へん貌ぼうするのだ。

　きっと彼はそれを作っているのだろう。

　恐おそらく五千度ほどするはず。あんなのを当てられたら、霊装を纏っていても、無事では済まない。

　だが、プラズマは安定性が低い状態だ。そのため、高速でこちらに打ち付ける事などできない。

　温度操作ができるから、維い持じはできるのか？　でも問題はない、はずだ。安定性が低い事に変わりはないため、攻こう撃げきするなど集中力を阻そ害がいすれば対処できるはず。

（………………いや、違ちがう。）

　巽はそこで身を強こわ張ばらせた。

　違う。思い出せ、彼は最初に何をしていたか。レベル１、と言った時、なんと言った？トライトン。そう言った。他ほかの単語は分からないが、それは頭の隅すみに情報があった。

　意味は三重水素。水素の同位体。

　────『核かく融ゆう合ごう』に使われる物質だ。

　巽は全身に寒気が走った。視線を巡めぐらせる。近くに仲間がいたのを見て、すぐにそちらに駆かけ寄った。

　巽はヒナや満月に向かって叫さけぶ。

「今すぐ身を守りたまえ！　できるだけ全力でだ！　彼────」

　と、そこまで言ったところで不動が動いた。

　大きな大きな笑みを浮かべて、言った。

「レベル３　死の世界サナトス・コズモス」

　その言葉と共に、世界が光の波に包まれた。







　満月は巽が何かを叫ぶ前に、守りは固めていた。不動が立ち上がったのを見て、彼の邪じや魔まをしてはいけないと思い、身を守る護浄を配置していた。だが、それだけではない。

　不動がおかしかったのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。そうであるからこそ観察するために、結界を作っていたのだ。

　そうしている間にとんでもない光に包まれた。減光する防ぼう御ぎよ壁へきを組んでいなかったら、目がつぶれていただろう。

「…………っ！」

　とんでもない爆ばく風ふうと熱が襲いくる。少しでも力を緩ゆるめてしまったら、壊こわれてしまいそうだ。それでも満月は精せい一いつ杯ぱい、力を持続させる。霊れい力りよくの適性がないため、これほど長時間の持続は彼女にとって苦痛だった。

　光と爆風が消え去ったと同時に、満月は結界の守りを解き、その場に倒たおれ込んだ。

「みっきー！」

「……いい、私は。……不動、は？」

　ヒナをあしらい、彼の安否を確かく認にんさせる。彼女自身も身体からだを動かすのがつらかったが、それでもなんとか見やる。

　不動は立っていた。笑いながら。霊装以外の守りは一切しなかったのか、肉は爛ただれて、全身がほとんどつぶれてしまっていた。

　でも命は尽つきず、彼は再生する。先ほどよりは遅おそい回復ではあったが露ろ出しゆつして焦こげた肉が徐じよ々じよに元に戻もどっていったのだ。

　ヒナはそんな彼を見ながら、満月に問いかける。

「フドー、一体、どうしちゃったの？　なんであんな風に。それに前に見た霊装と違う」

「分からない。……でも、もしかしたら、脳の星雲石に異常が出たのかも」

「脳の星雲石？　どういう事？」

　満月は不動を見ながら、少し逡しゆん巡じゆんするかのように黙だまっていたが、ゆっくりとだが話し始めた。

「不動は昔、事故に遭あって、大おお怪け我がを負った。……その時、脳機能がほとんど停止していた。本来ならどうしようもないはずだった。けど、村むら正まさという人と私のお父さんが作った特別性の星雲石を不動の頭に埋うめ込んだ」

「埋め込んだ……？　えっと、もしかしてそれで脳機能をカバーしてるの？」

　ヒナがそう口にすると、満月は頷うなずく。

「そう。脳機能に代だい替たいして、動かしてる。……だから、本来はあんな風な動作はしないはず。バグが発生しているのかもしれない」

「バグ……」

　その原因は不明。死の淵ふちに立ったから、脳内にあった星雲石が彼を生かそうと暴走してしまったのだろうか。

　だけど、そういう事なら彼を救えるかもしれない、とヒナは思う。

「……なら、私ならできるかも。フドーを戻せるかも」

「……本当に？」

「試ためした事はないけど、でもやる。やらなきゃ」

　ヒナは口元に手を当てて考え込む。

　天巡アグリの力を使えば、戻せるかもしれない。そう思ったのだ。

　ヒナの持つ天巡の力は、星雲石に対してあらゆる干かん渉しよう権限を持つ。

　相手の情報を何もかも消して、消しよう滅めつさせてしまう力。異なる情報を書き込んで、新たな力を与あたえる力だ。

（これを使えば、不動を元に戻す事ができるかもしれない）

　ヒナはそう思い、一度辺りを確認する。

　巽はまだ生きていた。あの球体を変形させ、ドームを作り上げて守っていたのだろう。だが、それは気を失った仲間を中心に使っていたため、彼は深いダメージを負っていた。

　霊れい装そうは解け、肌はだの露出した部分は火傷やけどを負ってしまっている。さすがに彼の霊装でもすべての無効化はできなかったらしい。

　ヒナは巽が生きている事にちょっとだけ安あん堵どしつつ、これなら彼はもう戦えないと判断し、不動の方を見やる。

　彼はやはり笑っていた。

　何が楽しいのか、何が面おも白しろいのか、ただひたすら笑っている。

　ヒナは不動に向かって歩いていった。

「みっきー。援えん護ご、お願い。……フドーはあまり傷つけないように、お願い」

「当たり前。むしろ、そっちが気を付ける。……弾たまが前から飛んでくるとは限らない」

「ははっ、おっけー」

　なんとも頼たのもしい背後の支し援えん者にヒナは苦笑しながら、まっすぐと不動を見やる。

　不動はヒナの存在に気付いた。

　やはり想像していたように、彼はヒナにも狂くるった笑いを向けた。敵意はないが殺意はある。野生動物のような物ではなく、人の思考や意志がこもった殺意が。

　殺すためだけを考える、そんな人間。それが、今、目の前にいる。自分を守ってくれるといってくれた人の姿をとって。

　不動はクスクスと笑いながら、首を傾かしげ、爪つめをじゃらじゃらと鳴らす。

　そんな彼に優やさしげな笑え顔がおを浮かべ、歩み寄る。

「フドー。もう、大だい丈じよう夫ぶだよ。もう、終わったから。だから、休んで？」

　不動から返ってくるのは哄こう笑しようだけ。いつもはそんな笑い方をしない彼は、狂ったように笑い続けている。

　ヒナはそんな不動の様子を見ても歩みを止めない。

「私、嬉うれしかったよ。フドーが助けにきてくれて」

　不動の腕うでが届く所までやってきた。

「必死になって戦ってくれて」

　彼は、ヒナの細い首を巨きよ大だいな手でわしづかみにした。だが、ヒナに触ふれた瞬しゆん間かん、その霊装は一瞬にして、剝はがれ落ちる。

「私を、守ろうとしてくれて」

　彼の元の腕だけが残り、ヒナはそれを包み込んで、額を当てた。

「……ありがとう」

　不動はなおも高らかに笑いながら、尻尾しつぽをヒナの脳天に振ふり下ろそうとした。

　しかし、それは一発の銃じゆう弾だんによって弾はじかれる。軌き道どうは逸それ、ヒナの真横に突つき刺ささった。

　ゆっくりとヒナはそれに触れ、消滅させる。

「きっと、フドーは私たちを守るために無む茶ちやをしてくれたんだよね。……もしかしたら、とんでもない『覚かく悟ご』をさせちゃったのかも。ごめんね、本当に」

　ヒナはさらに不動へ近づいた。

　笑いながらも危機を察知し、逃にげようとするが、ダメージがあまりにも大きかったのだろう。不動は無様に転んでしまう。

　そんな彼にヒナは聖母のような優しい眼まな差ざしを向け、かがみこむ。

「もう、無理をしなくてもいいんだよ」

　しっかりと背中に手を回し、ヒナは不動を抱だきしめる。羽のような刃やいばに少しだけ身を裂さかれたが、それも消滅させ、ギュッとさらに力を込めた。

「ありがとう、フドー。……そんな君が大好きだよ」

　彼の頰ほおに唇くちびるを当てた。

　その瞬間、不動が身に纏まとっていた禍まが々まがしい霊装は、一瞬にして姿を消した。

　からん、と宙に浮ういていた迦楼羅が落ちた。

　ヒナがとっさに顔を離はなし、不動を真正面から見つめると、彼は微び笑しようを浮かべていた。

　先ほどとは違い、綺き麗れいで優しい笑みを──

「…………ヒナ。………………良かった、生きてるな」

　そう言った彼を、ヒナはもう一度、ギュッと抱きしめた。
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　不動が元に戻り、ようやく落ち着きを取り戻した。

　改めて辺りを見回し、巽を探してみたが、彼はもうすでに仲間と共にいなくなってしまった。ヒナが見た限りでは相当ダメージを負っていたようだから、恐おそらく諦あきらめて退いたのだろう。

　不動の傷はすでにほとんど回復していた。まだ若じやつ干かん、痛む部分はあったが目立つ外傷はどこにもない。これからどうするか考えていると、ふとヒナが都市に向かって歩いているのが見えた。

　いぶかしげに思い、すぐに不動は彼女を追いかけて手を握にぎった。

「どこ行こうとしてるんだ」

「どこって土蜘蛛を止めに行くんだよ。あれは私のせいで仕し掛かけられた物なんだから。私が行くのは道理でしょ」

「お前一人でやるつもりなのか？　土蜘蛛は都市にたくさんいるんだぞ。それに、お前は霊装ができないし、身体能力だって常人並みだろうが」

「……それでも行かなきゃ。それが私の『義務』だから。フドーお願い、離して」

　そう言って、ヒナは片手で不動の手を剝がそうとしてきた。

　今の不動は霊装を解いている。だが、ヒナの力は常人の女の子と同じで、彼の手を引き離す事はできなかった。多少、武術の心得はあるようだが、不動も──というより彼女以上に鍛たん錬れんを積んでいるため、返しや関節技わざを悉ことごとく防いでいく。

　ヒナは彼の手から逃のがれる方法を全すべて試したのだろう、最後の抵てい抗こうとばかりに、ぷらぷらと不動に摑つかまれた手を振る。軽く笑みを浮かべ、不動を見やる。

「そんなに私に行って欲しくないんだ。惚ほれてくれた？」

「……なわけないだろ。さっきやいつものお前ならともかく、今のお前は全然だ」

「ひどいなあ。フラレちゃったよ」

　はははー、と笑うヒナに、不動は項うな垂だれてため息をついた。

「誤ご魔ま化かさないでくれ。お前は死にたいのか？　せっかく助かったのに」

「…………」

　ぴたり、とヒナは固まる。笑顔も凍こおりつき、不動の顔を見つめるばかりである。

「一人でなんて無理に決まってるだろ。お前に禍獣を殺せるその力があっても、土蜘蛛には触れられない」

「……分かってるよ。けど、やらなきゃ。そうしないと、私は生きる権利すらないから」

　ヒナはいつもと違ちがう無感情な声で言う。表情は微かすかに笑みを浮かべているが、心は笑っていないのは見てすぐわかる。




「だって私は、天巡という災さい厄やくを宿す──天災姫レベリオンだから」




　あっさりとそう白状するヒナ。たぶん彼女は不動に愛あい想そを尽つかされるか、事の大きさに不動が対処できないと思わせようとしているのだろう。

「ああ、知ってる」

「そっか、知ってるんだ。でも、天巡が宿っているだけじゃないんだよ。……私の血は呪のろわれている。私は世界を滅ほろぼした人の血を引いているんだ」

「……満月、ちょっとごめん。少し向こうにいてくれないか？」

　不動は近くにいた満月に頼む。

　満月は、少し考え込んでいたがこくりと頷うなずいて、こちらの声が聞こえないところまで行ってくれた。わざわざ遠くに離れてくれたところを見ると、察してくれたのだろう。

　不動は彼女に向き直り、問う。

「どういう事だ？　世界を滅ぼしたって？　世界を滅ぼしたのは天巡が暴走したせいだろ？」

「うん、表向きはね。でも実際は、滅ぼした実行者がいる。それが伊イ邪ザ那ナ美ミ」

「伊邪那美……？」

「天巡ってね、すごい高度な演算能力があるんだけど、コンピュータの域を抜ぬけ出せなくてね、０と１の解かい釈しやくだけしかないんだ。それ以外の答えを持つ人工知能も作れるけど、そうしちゃうと本来の持ち味である高速化が失われてしまう」

「なんの話をしてるんだ」

「でも、環かん境きよう制せい御ぎよって結構曖あい昧まいな部分が多くてさ、０と１だけではできない事が多いんだ。だからそのジレンマをなくすために、伊邪那美っていう人を人柱にして、人間としての知能を間借りさせてたの」

「人柱って……そんな事、許されるのか？」

「許されなかったからこそ、情報操作をされて誰だれも知らなかったんだよ。でね、伊邪那美の遺伝子を持っているんだ、私。それっていうのもね、天巡は常人では扱あつかえないから。そのために伊邪那美は造られて、その遺伝子情報を元に造られたのが私。ちなみに他ほかにも同じような子はいるよ。その中で優ゆう秀しゆうだったのが、私なんだ」

　そう言って、ヒナは虚こ空くうを見上げる。

「世界を滅ぼした人、伊邪那美。その人はある意味、私の親でもある。……親の罪は、子の罪でもある。違うって否定する人はいるかもしれないけど、人間ってそう見ちゃうと思うよ。当人がいなくて、その血筋の人間だけが残されたら特に。だから私は親の罪を引き継ついで『天災』として見られてるんだ」

　生まれながらに罪を持つ少女。それは強制的で、彼女自身が望んだ事ではない。

　そう思ってもいいはずなのに、ヒナは首を横に振る。

「どこでどう生まれるかは選べないよね。だから私はこの罪を背負っていくって決めてる。どうあがいても逃げられないなら、向き合うしかないじゃん。それに私が否定したら、私以外の選ばれなかった子たちに申し訳ないよ。自由の『特権』を得たのに、それを否定したら何様って感じだよね。私が生きるためには、与あたえられた義務や役割を果たさなきゃならないの。それから逃れる事は、私すらも否定する事だから」

　重い責務を背負う少女。だが、言葉に嘆なげきは含ふくまれていない。不動に語ったのは、自身の決意の表れだろう。退くつもりはまったくないという、『覚悟』。

　不動は思う。

　彼女を変える事は不可能だろう。彼女は己おのれの境きよう遇ぐうに迷いを抱いだいていない。苦しみ悩なやんでいるかもしれないが、それをなくすために積極的に行動しようとしている。

　彼女は強い。確固たる揺ゆらがない自分を持っている。きっと彼女はどんな言葉を吐はこうとも変えられない。

　──まあ、不動は彼女を変える気など毛頭なかった。それが正当でも、そうでなくても彼女の『覚かく悟ご』が見て取れたのなら、それを良しとするつもりだった。そもそもその正当性を自分が決めるのはおこがましいにもほどがあるだろう。

　でも。

「だから、不動、私は土蜘蛛を──」

「チョップ」

「ふぎゃ！」

　ずこん、と不動はヒナの脳天にチョップを叩たたき込む。それも割と強めに。

　手を離しても逃にげていかないヒナ──というより痛みのせいでしゃがみ込んで頭を押さえてぷるぷる震ふるえている。涙なみだ目めになった彼女は、不動に困こん惑わくした視線を向けた。

「な、なに？　な、なんで？」

「別にお前の『覚悟』を否定するつもりはない。自分の中で決めた事を守り抜く事を否定する権利も俺にはない。でも……」

　不動は吐と息いきをついて、座り込んだヒナを見やる。

「一人で行く事はないだろ。聞いてれば、なんか一人で頑がん張ばろう的になってるけど、お前の『覚悟』には一人でやらなきゃならないってのは含まれてないだろ」

「……え？」

「はっきり言う。お前には無理だ。土蜘蛛に触さわる前に殺される」

「…………」

　押し黙だまるヒナに不動は、彼女を真正面から見つめる。

「……だから、俺も一いつ緒しよに行ってやるよ」

　ヒナは困惑したような表情で不動を見上げる。

「で、でも不動にそんな事をする理由なんてないでしょ？　同情で命を捨てられたら、私もやだよ。不動は、もうボロボロでしょ、……無理しないで」

「同情じゃない。というか、無理とかヒナが言うな。……俺が行動する理由はいつだって利己的だ。俺の目的のためにお前には死んでほしくないんだよ。ようやくチャンスが目の前に来たってのに、諦められるか」

「……目的？」

「今は教えてやらない。……俺はこの目的のためにお前が必要だ。だから……」

　不動は彼女に手を差し伸のべる。

　以前とは逆になったような形で。

　そして彼は言う。




「俺はお前の味方になる。どんな時だって、どんな場所だって。俺はヒナ、お前を守る」




「……！」

　ヒナは目を見開いた。痛みとは違う理由から、彼女は身を微かに震わせた。

「あ、あれ……？」

　ぽろぽろと雫しずくが落ちてくる。困惑しながらその目から零こぼれてくる雫を拭ぬぐうヒナ。

　けれど、いくら拭っても、たくさん零れてくる。息も上手うまく吸えなくなって、しゃくりあげてしまう。

　ヒナはすぐには分からなかった。何故なぜ、自分が泣いているのか。どうしてここまで心が震えてしまったのか。でも、思い至る。

　初めてだったのだ。どんな時でも味方になってくれると言った人間は。宇美はいつだって自分を本気で守ろうとしてくれたが、彼女は役割を全まつとうするためにヒナの敵になる事を強しいられ、完全な味方ではなかった。他の人間も一時的な味方どころか、ヒナを道具として見る者しかいなかったのだ。

　味方といえる人間は今まで一人もいなかった。

　そうしてくれると言ってくれた人間もいなかった。

　自分は孤こ独どくだった。自由はあったかもしれないけれど、独りだったのだ。

　だから心が震えて、涙が零れてしまったのだ。

　不動に言われたそれは、とてもとても──

「──嬉うれしい」

　ヒナは声を震わせながらも、はっきりとそう言った。そして顔を上げる。

　涙に濡ぬれながらも、太陽のような綺き麗れいな笑え顔がおを不動に向けて言う。

「ありがとう、フドー。ありがとう……！」

　そう言って、ヒナは不動の手を取る。

　そんな彼女を立ち上がらせて、不動は彼女に微笑ほほえみかけて、思う。

（やっぱりヒナは笑顔が似合うな）




　──それは『災害』たる少年と『天災』たる少女が本当に手を取り合った瞬しゆん間かんだった。







　エピローグ







　回復したと言っても、一度死にかけた身体からだはボロボロだったようで、ヒナと共に土つち蜘蛛ぐもと戦った不ふ動どうは、問答無用で入院させられた。現在、入院三日目である。明日には一応、退院できるとのことだ。

　本来なら、一週間以上、いなければならなかったらしいのだが、予想以上に不動の回復が速かったため、そのような措そ置ちになったのだった。

　そんな不動は純白のベッドから上半身を起こして、虎とらの着ぐるみを着た変人を見つめていた。

　病院では静かにするか、携けい帯たい電話を使わないなどのマナーや規則はあるけれど、着ている服に関して基本的になんでも許されるらしい。

　彼女は手て袋ぶくろをしたまま包丁を操あやつってリンゴの皮を剝むいている。手先はかなり器用なのだろう、未いまだ皮は千切れていない。

　病院の個室で、今は不動と虎の着ぐるみ──若にやく王おう子じ宇う美みの二人だけである。

　しゃりしゃりしゃり、と小気味が良いリンゴの皮を剝く音が部屋の中で唯ゆい一いつ、聞こえる。

　全すべての皮を剝き終えた宇美は丸いリンゴを切り分けて、どこからか取り出した塩水につけるとしばらくそれを放置する。

「食べたくなったら、食べていいわよ」

「ああ、分かった。ありがとな」

　彼女は皿にこんもりと載のるリンゴの皮を見つめると、不動に視線を移し、首を傾かしげる。

「こちらも食べたい？」

「……剝いたリンゴの皮って無む性しように食べたくなるけど、今は遠えん慮りよしとく」

「そう」

　小さく頷うなずいた宇美は捨てるのがもったいなかったのか、自らしゃくしゃくと食べ始めた。

　無表情でリンゴの皮を食べる着ぐるみ少女ってなんかシュールだな、と不動は思い、宇美がリンゴの皮を食べ終えたのを見て、問う。

「今日はどうしたんだ？」

「お見み舞まいよ。貴方あなたが倒たおれたと聞いてね。それにお礼は直じかに言いたかったもの」

　宇美は改まって背筋を伸ばし、しっかりと不動を見つめると深々と頭を下げた。

「都市を救ってくれてありがとう。そして私の親友を助けてくれて」

　相変わらず律りち儀ぎな性格をしている。不動は苦く笑しようして、首を横に振ふる。

「わざわざありがとな。でも、俺が都市やヒナを救ったのは全部自分のためだから、褒ほめられたり礼を言われたりするのは、なんか違ちがう気がするんだよな」

「そんな事はないわ。貴方の意図がどうであれ、救ったのには間ま違ちがいないもの。……だからそういう意味では、これは正当な物でもあるわね」

　宇美は不動に何かを手て渡わたす。軽く首を傾げながらそれを受け取った不動は、小さなプラスチックのカードを見てギョッと目を見開いた。

　──それは十二支としての証明書だった。

　しっかりと名前が書かれおり、いつの間に撮とったのか不動の写真が貼はり付けてある。

「戌じゆつの閹えん茂もが貴方に与えられる十二支としての称しよう号ごうよ。戌は滅ほろびの象しよう徴ちようでもあるわ。今回の戦せん闘とうによる功績が認められた貴方は、今回その称号を受け取る事になった。今後、恐おそらく貴方に舞まい込む依い頼らいは戦いに関する事になると思うわ。それ以外は好きに使ってちょうだい」

「ああ、分かった。ありがとう」

「それこそお礼を言う必要はないわ。それは貴方の実力の象徴だもの」

　進言はしたものの、通ったのは不動の実力によるもの、と宇美は淡たん々たんと語る。それでも不動は宇美に感謝をせずにはいられない。これで目的に近づく事ができたのだから。

「そんな訳で私の用はこれくらいね。後はそうね」

　宇美は立ち上がると、

　不動に微笑んだ。

「今後もよろしく頼たのむわね、不動。できれば私の事は宇美と呼んでくれると嬉しいわ」

　一いつ瞬しゆんで元の無表情に戻もどると宇美はいつものように、「それではさようなら」と言って病室から立ち去ってしまった。

　呆ほうけていた不動は、かくりと首を傾げると一言だけ呟つぶやく。

「今年一番のサプライズだ」

　色んな意味で先ほどの宇美の表情を忘れる事が出来ないような気がした不動であった。







　不動は色いろ違ちがいなだけで材質は病院と同じリノリウムの床ゆかを歩いていた。

　ここは蒼帝学園アルモニアの校舎内だ。退院した不動は、今日、ようやく登校する事ができたのだ。いつも通り、満み月つきを風ふ呂ろ敷しきに包んで背負いながら、道を行く。

　久しぶりの登校のため、若じやつ干かん、緊きん張ちようしている。

　十二支の件はクラスメイトには知られていないし、知らせるつもりはなかった。十二支は基本的に公表されていないが、別に隠かくされている訳でもなく、なった者が自己判断で他者に話してもいいそうだ。むろん、十二支にまつわる任務などは無む闇やみに口外してはならないのだが。

　少なくとも不動は、自じ慢まんをするために十二支になりたかったのではないのだから。

　不動は自らのクラスの教室前まで辿たどりつく。ふー、と息を吐はきながら、扉とびらを開いた。

　その瞬間だった。

「フドーおっはよぉおおおおおおおおおお！」

「おわぁ⁉」

　いきなり真正面から、ヒナにダイブをかまされてしまった。危あやうく転びそうになるが、何とか受け止めて……って胸が顔に！

　クラスから歓かん声せいが上がる。

「うぉぉお、本日十一人目の抱だきつき被害者──って本物だあ！」

「これ、俺と分かっててやったんじゃないのか⁉」

　二重の驚おどろきが不動を襲おそう。

　胸を不動の顔面に押し付けるヒナは、きらーんと笑みを浮うかべる。

「何事も躊ちゆう躇ちよしてたら、感動は得られないのだ！」

「それでお前は十回、何かを失ったのな」

　中には男子生徒もいただろうに、何をやっているのだか。

　と、思っていたのだが教室内にいる男子生徒全員、四よつん這ばい状態になる。

「……ヒナちゃんダイブに当たったのは、全員女子でした……」

「……当たった私たちは、心をへし折られました」

　ヒナにダイブされた女子生徒と思おぼしき十人は、壁かべによりかかって項うな垂だれていた。

　……悲ひ惨さんすぎる。目も当てられない。

「……というか、ヒナ。離はなれてくれ。これでもケガが完治したばかりなんだ。というか、満月も持ってるから何気にきつい」

「ごめんねー」

　そう言って素す直なおに離れるヒナである。不動は吐と息いきをついて、満月を下ろしてやる。その場で風呂敷を解いてやって、立ち上がったところ──満月にもダイブをかまされた。

「ぐほぉ！」

　しかも、その弾だん道どうは見事に不動の腹に激げき突とつする。危うく倒れる、といったところで後ろからヒナがまた抱きついてきた。そのおかげで倒れずに済んだものの、またもやきわどい状態に逆ぎやく戻もどりだ。というか、ヒナ、今度は離れる気、ゼロである。腕うでの下に手をまわしてホールドしてきたのだ。

「なんだこれぇ⁉」

　クラス全員から囃はやし立てるような歓声が湧き起こる。

　不動はなんだか思っていたのと違う、と少し泣きたくなったが──これはこれでいいのだろうか、とほんのり思っていた。

　けれど、

「……もうちょっと静かでもいいような気がする」

　そんな事を思いながらも、ようやく戻ってきた日常に不動は少しだけ微笑んだ。







　高等部校舎の屋上。

　アスファルトで作られた床が一面に広がっている。常に開放されており、この開けた場所は生徒らが好んで集まるスポットの一つだ。

　透とう明めいなドームで囲われているため、柵さくは張られておらず、端はしっこまで行けば高い場所からこの学園を一望できる。

　ドームにぺたりと両手をくっつけて、真下を覗のぞこうと頑がん張ばっているヒナの後ろ姿を不動が見つめている。昼休みなどには生徒がたくさんいるが、放課後の太陽が沈しずみかけたこの時間帯は誰だれもおらず、広々とした空間には哀あい愁しゆうが漂ただよう。

「なあ、ヒナ。十二支の件で話って一体なんだよ」

　ヒナは不動が十二支になった事をすでに知っており、その事で話があると屋上に呼び出されたのだ。けれど、ヒナは下を見るのに夢中で肝かん心じんの内容を言わないのだ。

　ようやく、くるりと振り返るヒナだ。だが、いつものようにテンションが高くもなければ、かと言って巽たつみに攫さらわれた時のように消しよう沈ちんしている訳でもない。

　目線を逸そらして、どこかもじもじと恥はずかしそうにというか、少しだけ言い出しにくそうに何かを恐れているような、そんな感じだった。

「んっとねえ、まあ、実際、これは個人的な話だから、嫌いやなら嫌と言ってほしいけど、それは悲しいから、怖こわいというかなんというかかんというか……」

「……？」

　その歯切れの悪さに、眉まゆをひそめて首を傾げる不動だ。

「率そつ直ちよくに言うとね、フドー、キミにさっそく都市から指令が下されたんだよね」

「ほんとか？……ていうか、今後、ヒナ経由で指令が伝えられるのか？」

「んにゃ、そこはメールアドレス辺り伝えとけば、今後はそれに送られてくる事になるよ。……今回は、私から言った方がいいかな、って思って」

　そう言って、彼女はこちらに歩み寄ってくる。

　目の前まで来た彼女に何か緊張した面おも持もちで見つめられ、つられて身体からだを固くしてしまう不動だ。

　ヒナは意を決して口を開く。

「キミは、十二支として私の護衛をする事になりました」

「え？」

　きょとん、としてしまう不動だ。

　ヒナは、やや慌あわてたように両手を突つき出し、ふるふると振る。

「あ、二十四時間とかじゃないよ！　私がこの学園に通う条件として、フドーがお守もり役みたいな感じかな？　ここ以外は基本的にオールフリー。この指令は適用されません」

「え？　あ？　ヒナがこの学園に在ざい籍せき？　あれって土蜘蛛を捕つかまえるためのフェイクじゃなかったのか？」

「うん、本当はね。けど、私が言ったんだ、学校に通ってみたいって。でも私って天巡アグリを宿してるから、それを知ってる護衛がいないと危ないって言われててさ。昔からの要望だったけど、伊弉諾イザナギでも叶かなえられなくて。だから、諦あきらめかけてたんだけど……」

　フドーが十二支になってくれた、とヒナは微笑ほほえむ。

「私の事情を知っていて、守るくらいの力量があると判断されたから、私はようやく念願の学校に通う事ができるんだ」

　そこまで言うとヒナは慌てたように手を振った。

「って言っても、さすがにこれは私の我わが儘ままで押し付けがましい事だから、もちろん拒否はできるよ。その際に、十二支の資格が剝はく奪だつされる事はないし。よく考えてね。私と一いつ緒しよだと、また前みたいに九く頭ず龍りゆうと対決する事もあるし、もっと厄やつ介かいな事に巻き込まれる可能性だってあるから」

　こちらを見つめるヒナの瞳ひとみには、怯おびえが混じっている。不動に拒否されて、この学園から去る事になるのを恐れているのだろう。

　不動は一つだけ知りたい事があった。

「……俺に護衛を任せるのは、たぶんまたヒナを攫わせるためなんだろうな」

「…………………………たぶんね」

　沈んだ表情で、ヒナは頷うなずく。

　やはりそうか、と不動はこの都市のいやらしさを目まの当たりにする。上層部からしたら、不動がヒナを守りきれない方に賭かけているのだろう。だからこそ、学生である不動にヒナの護衛を任せた、といった所だろうか。十二支の件ももしかしたら、そのために与あたえたのかもしれない。

　嫌いや気けがさしてくる。使われるのはまっぴらごめんだ。

　不動はため息をつくと「いや」と首を横に振ふる。

　ヒナが目を見開き、項垂れてしまった。

「そっか……そうだよね。やっぱり……」

「……って言いたいところだけど、受けさせてもらう」

「こんな厄介な……え？　ええ⁉」

　珍めずらしくヒナが大げさに本気で驚いていた。予想外すぎたのだろう、あわあわとして視線をあちこちに彷徨さまよわせてパニックに陥おちいっている。

　そんな彼女を見ながら、少しだけ勝ち誇ほこった表情をしている不動が口を開く。

「でも、同情とかじゃないからな。前も言ったろ、俺はお前が必要なんだ。正確には天巡、になるんだろうけど、お前自身の協力も必要なんだ」

「……それって、フドーが前に言ってた目的？　それって一体何？」

　ヒナが不思議そうに首を傾かしげて訊きくと、今度は不動が恥ずかしそうにする。

「俺の目的は荒こう唐とう無む稽けいで破は天てん荒こうだ。馬ば鹿かにされるかもしれないから、誰にも言ってないんだけど」

　それは翔しよう真まや満月、明めい花かや瑠る璃りにさえ一度も言った事はない。唯ゆい一いつ知っている人間はいるが、それは特別なためカウントには入っていない。

　ヒナは表情を引き締しめて、首を横に振る。

「馬鹿にしないし、笑わない。私にできる事なら、なんでも言ってくれていいよ。フドーの力になる」

　そうはっきりと言われ、不動は苦く笑しようする。なんだか後には退ひけなくなってしまい、不動は息を整えると、口を開く。




「俺は狂くるった世界を元に戻もどしたい。狂う前の元通りの世界に。それが俺の目的だ」




　はっきりと隠すことなく言った。

　自分がどんなに馬鹿げた事を言っているのか、不動はよく分かっていた。

　世界が狂い続けている原因は未いまだ不明だ。

　天才たちがその謎なぞを追い求めているものの、片へん鱗りんすらつかめていないのに、大して頭も良くない戦うだけしか能がない奴やつが何を言っているのだと。

　笑われても仕方のない事だ。身の程ほどを知るべきだ、と。

　けれど、ヒナは笑わない。そっと、自らの胸に手を当てる。

「そっか、だからこの力を求めてるんだね」

「別に俺は天巡の力が欲しい訳じゃない。天巡の力があれば、もしかしたら元に戻せる可能性があるかもしれない。そう思ってたんだ。十二支になったのも、可能なら外の世界に行って、色々と調べてみる事ができるかもしれないって思ってたんだ」

　戦うしか能がないけど、それならそれなりにやれる事をやるべきだと不動は学んだ。だから、力をつけ、一心にその目的だけを追い求めた。

　不動は空を見上げる。

「小さい頃ころ、九頭龍が放った禍獣フアンタズマが襲おそってきて、陰陽徒メヲトだったうちの両親は死んだ。俺も脳には致ち命めい傷しようを負ってる。今でも九頭龍を恨うらんでる。あいつらを殺してやりたいとも思う。でも、それじゃダメなんだ」

「うん」

「英えい雄ゆうになりたい訳じゃない。ただ世界の何かが無む理り矢や理り変えられて、何かがなくなっていくのが、嫌だったんだ」

　両親が死んだ時、気付けば世界は一変し、前も後ろも分からないまま生きていく所まで追いやられていた。

　あの時は恐おそろしかった。何も見えない未来がたまらなく怖かった。明花と二人だけになって、どうしようもなく不安だった。

　不動は九頭龍を、禍獣を生み出し続ける世界を恨んだ。しかし、それ以上に運命に翻ほん弄ろうされる自分自身を恨んだ。もっと強く、運命にねじ曲げられないくらい、自分の知らないところで何かを失うことがないくらい強くなりたい。そう願った。

「一度でもいい、『運命』をねじ伏ふせてやりたいんだ。それに九頭龍が世界を壊こわそうとするなら、俺は違ちがうやり方で世界を変えてやる」

　それが願い。世界を元に戻すという目的の根源。憎ぞう悪お以外に力を求める理由。

　不動はヒナに視線を戻し、しっかりと彼女を見つめる。ヒナも不動を見つめ返す。

「俺は俺の目的のために、お前を守り抜ぬく。世界を九頭龍に壊させないために。世界を元に戻すために」

「そっか。なら私はフドーに力を貸す。私を守ってくれるなら、私はフドーに天巡の力を貸すのを惜おしまない」

　そう言って、二人は見つめ合い、笑う。

「醜みにくいな」

「だね、私たち、自分の事ばっかり」

　相手を慮おもんぱかっているようで、決して相手を見ていない、どうしようもなく歪いびつな関係だ。

　でも、これでいい。自分自身のためだからこそ、頑張れる。そのために相手を守る。否定する事は絶対にない。それは今までの人生をなかった事にするようなものだから。

　不動はヒナを見み据すえながら、言う。

「ならヒナは俺の目的のために、守られてくれ。俺がボロ雑ぞう巾きんみたいになっても、守られようとしてくれ」

「じゃあ、フドーは私を利用して。世界を元に戻す目的のために、天巡の力をこき使って」

「俺は俺のためにお前を守って、利用する」

「私は私のためにフドーに守られて、利用される」

　ヒナが小指を差し出す。

　不動は苦笑しながら自らの小指を彼女と絡からませる。
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『約束』




　そして彼らは小さな声でささやかに誓ちかい合う。

　夕日が照らす中、『災害』と『天災』の約束が交かわされた。

　それはある意味、世界を創つくるための約束で、ある意味では世界を壊すための約束だ。




　これは『災害』たる少年と『天災』たる少女の物語。




　世界を壊す災さい厄やくが、世界を救う物語。

　終しゆう焉えんした世界での、世界を創る物語。




　それが今、始まった。







　あとがき




　初めまして、三みノの神かみ龍りゆう司じです。

「働きだぐない！」と泣きながら書いて送った作品が受賞し、なんやかんやで刊行もできるという事で晴れて作家デビューする事に！　ついに金持ちニート生活に移行できるかも、とゴロゴロと過ごしていたのですが……。

　担当様「来週の頭──月曜日までにお願いしますね。絶対に（笑）」[image: ←]金曜日の出来事。

　始まったのはっ！　通常のお仕事と作家業の板いた挟ばさみっ！　作家業って無む駄だに苛か酷こくっ！

　……あと担当様が妙みようにＳであるのは気のせいですか？　鞭むちで叩たたき、飴あめを叩きつけてくるのですが。……あれですか？　自分はＭに目覚めるべきなのでしょうか？

　とまあ、冗じよう談だんはこれくらいにして謝辞を。藤ふじ真ま拓たく哉や様、忙いそがしい中、ハイクオリティなイラストありがとうございます。ラフが来る度、興奮が収まりません。

　そして、この本を手に取ってくださった方々にも心からの感謝を。

　それでは、また出会える事を願いながら、筆をおかせていただきます。


三ノ神　龍司　　


















※本作は第18回スニーカー大賞特別賞受賞作「世界の正しい壊し方」を改題・改かい稿こうしたものです。
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